















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




『セカンドウィンド』から引き続いて読んでくださっている方は、三ヶ月ぶりのごぶさたです。今回、初めてＴＲＰＧのリプレイというものに触ふれた方は、はじめまして。

　本書の著ちよ者しや、久保田悠羅くぼた・ゆうらと申します。ファーイースト・アミューズメント・リサーチ（以降、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）という会社で、主にゲームデザインや執しつ筆ぴつなどを行なっています。今後ともお見知りおきを。

　さて、最初にちらっと書いたとおり、本書は〝リプレイ〟と呼よばれるジャンルに分類されている書しよ籍せきです。

　本屋さんではライトノベルと同じ棚たなに置かれていることが多いので、新しい小説かなぁ～と思い、手に取った方もいるかもしれません。しかし、小説とちょっと違ちがうのは本ほん編ぺんを見ていただければ分かるとおりです。でも、リプレイが小説に負まけず劣おとらず面おも白しろい物であることは保ほ証しようします！

　とゆーことで、初めにリプレイ、そしてこのリプレイと関かかわりの深い〝ＴＲＰＧ〟について説明いたします。すでにＴＲＰＧについてご存ぞんじの方は、ここから先は読み飛ばしていただいてもＯＫです。ずずいと先へお進みくださいませ。

　では、まずは〝ＴＲＰＧ〟についてから説明いたしましょう。

　ＴＲＰＧとはアメリカで発売された『ダンジョンズ＆ドラゴンズ』によって確かく立りつされたゲームの一ジャンルで、〝テーブルトーク・ロールプレイングゲーム〟を略りやくしたものです（ちなみにアメリカでは単に〝Roleplaying Game〟と呼ばれています。日本では先にコンピューターゲームのＲＰＧの方が知られていたため、それと区別するために〝テーブルトーク・ロールプレイングゲーム〟と呼ぶようになったといわれています）。

　さて、このＴＲＰＧがどのような遊びかを簡かん単たんに解かい説せつしますと、数人（四人～六人くらい）が集まり、それぞれが担たん当とうするひとりのキャラクターに成り代わって、進行役のゲームマスター（以降、ＧＭと略す）が設せつ定ていしたシナリオのクリアに挑いどむ──というものです。ＭＯＲＰＧ（Multiplayer Online Role-Playing Game）を、コンピューターやゲーム機を使わず遊ぶ、というのが近いイメージかもしれません。

　とはいえ、これだけではちょっと分かりにくいですね。そこで実じつ際さいにＴＲＰＧを遊んでいる様子を文章化するという方法が編あみ出だされました。これが〝リプレイ〟です。

　ＴＲＰＧでは自分が担当するキャラクターの行動をＧＭに宣せん言げんしたり、逆ぎやくにＧＭがプレイヤーに状じよう況きようを説明したりと、ゲームの大部分が会話で進行していきます。また、プレイヤー同士での話し合いが行なわれたり、あるいはキャラクターとしてのセリフをゲーム中に喋しやべったりすることもあります。

　もうお分かりですね。リプレイがキャラクターのセリフで構こう成せいされているのは、これらゲーム中の会話が文章になっているからなのです。

　冒ぼう頭とうに書かれている『セカンドウィンド』は、数あるＴＲＰＧの中のひとつ『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』（以い降こう、ＡＲ２Ｅと略す）の遊び方を紹しよう介かいすることを目的として発売されたリプレイシリーズで、『ＡＲ２Ｅ』の発売と同時に刊かん行こうされました。

　この『セカンドウィンド』シリーズは二〇一二年七月に無事最さい終しゆう巻かんを迎むかえ、次は応おう用よう編へんともいえるリプレイシリーズが開始されることになったわけです。

　それが私わたし、久保田悠羅の執筆する本書『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』シリーズ、そしてゲームデザイナーである菊きく池ちたけしの執筆する『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズです。

〝白ヴアイス〟と〝黒シユヴアルツ〟と名づけられたこの二シリーズは、さまざまな関わりを持ちながらストーリーが進んでいきます。ただ、それぞれが独どく立りつした物語として楽しむことができるようになっていますので、両方を読まないと内ない容ようが分からないということはありません。とはいえ、両方を読み進めていくことで面白さが倍ばい増ぞうする部分もある（はず）ですので、できれば『ヴァイス』も『シュヴァルツ』も読んでいただけたらうれしい所しよ存ぞん。よろしくお願いいたします（ペコペコ）。




　なお、本リプレイで使用している『ＡＲ２Ｅ』は富ふ士じ見み書しよ房ぼうドラゴンブックから発売中です。もし、本書を読んで興きよう味みを持たれたのであれば、ルールブックも買ってくださるとうれしいです。『ＡＲ２Ｅ』は全国書店やホビーショップなどで購こう入にゆうできます。

　また、『ＡＲ２Ｅ』の最新情じよう報ほう、関連商品（サプリメントやリプレイシリーズ）のラインナップなどにつきましては、以下のサイトで紹介しております。ネットにアクセスできる環かん境きようをお持ちの方は、ぜひこちらもご覧らんくださいませ。




富士見書房（※）

　http://www.fujimishobo.co.jp/

富士見ＴＲＰＧポータル（※）

　http://www.fujimi-trpg.jp/

FEAR online

　http://www.fear.co.jp/




※富士見書房および富士見ＴＲＰＧポータルは、二〇二二年現在サービスの変更にともない次のサイトに移動しています。

https://fujimi-trpg-online.jp/




　とまぁ、長々と説明いたしましたが、百聞は一見にしかず！　ＴＲＰＧの遊び方については、リプレイ本編をお読みになった方が分かりやすいかと思います。とゆーわけで、ささっと本編へと参りましょう！
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆新しん企き画かく、始動！




　それは『セカンドウィンド』最終巻の作業開始直前のこと。『セカンドウィンド』に続く新シリーズの件で、私こと久保田悠羅は電話を掛かけようとしていた。

　相手は富士見書房の編へん集しゆう者しや、Ｈ氏。『ダブルクロス』（＊）リプレイに、声せい優ゆうの岡本信彦おかもと・のぶひこさんや、片かた岡おかあずささん、佐藤有世さとう・ありせさんなどを紹しよう介かいしてくれた、いわば黒くろ幕まくのような人である。




久保田悠羅（以降、ゆーら）：どうも、久保田です。

編集Ｈ氏：はい、Ｈです。もしかして、例の新企画の件ですか？

ゆーら：はい。例の企画の件で相談があり、お電話しました。

編集Ｈ氏：ついに動くんですね。『ルージュ』の続編。

ゆーら：続編というか、『ルージュ』の設定を引き継いだエリンディル西方を舞台にしたリプレイなわけですが……。なんだかうれしそうですね。

編集Ｈ氏：実は『ルージュ』は個人的にファンなんでうれしいんですよ。




『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』は、二〇〇五年から二年間続いたリプレイシリーズである（外伝が二〇〇八年に発売）。いまだにファンから「続きをやらないんですか？」と訊ねられる人気作品だ。いわゆる業界人にもファンが多いというのは聞いていたが……。




ゆーら：よもやこんなところにいたとは……。

編集Ｈ氏：どうかしましたか？

ゆーら：いえ、別に。……で、肝かん心じんの相談なんですが。菊池の企画と併へい走そうさせるという前ぜん提ていなので、私のシリーズ『ヴァイス』では、初心者のプレイヤーをひとりは入れたいな、と考えておりまして……。

編集Ｈ氏：初心者プレイヤーを捜さがしている、と？

ゆーら：そこで、ここはＨさんに頼たよってしまおうかと（笑）。

編集Ｈ氏：なるほど……。で、初心者以外に要望はありますか？

ゆーら：読者が喜びそうな面白い人で、常じよう識しきを持った仕事にまじめな方というのは必ひつ須すです。

編集Ｈ氏：それ、『ルージュ』の時に出た無む理り難なん題だいじゃないですか！(笑)

ゆーら：はっはっは。まあそうですよね。そうそうそんなに都合のいい人は……。

編集Ｈ氏：いい人がひとりいます。

ゆーら：…………は？

編集Ｈ氏：ひとり心当たりがあります。




　なんでも言ってみるもんである。




編集Ｈ氏：えぇ。ゲームが好きで、ＴＲＰＧについて最さい低てい限げんの知ち識しきはあります。

ゆーら：で、どんな方ですか？

編集Ｈ氏：アイドル出身の声優さんで、よくモビルスーツに乗って戦ってます（笑）。

ゆーら：モ、モビルスーツ？




　……というわけで、〝モビルスーツ〟なる不思議ワードの答とはなにか？

　そもそもそのプレイヤーさんはどんな人なのか？

　さまざまな謎なぞをはらみつつ、ついにセッションの当日がやってきた。





（＊）ダブルクロス　正式なタイトルは『ダブルクロス The 3rd Edition』である。未知のウィルスによって超人となってしまったＰＣたちが、日常を守るために戦う現代物ＴＲＰＧ。富士見書房より発売中。









◆Preplay02◆そしてみんなが集まった




　二〇一二年某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

　溶とけるような夏の暑さの中、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には五人の男女が集まっていた。




ゆーら（以降、ＧＭ）：本日はよろしくお願いしまーす！

一同：よろしくお願いいたします。

ＧＭ：まずは今回のシリーズで、プレイヤーをお願いしました声優さんを紹介します。

上村：は、はい！　上村彩子うえむら・あやこです。よ、よろしくお願いします。




　澄すんだ高い声で挨あい拶さつしながら、ちょっと堅かたい様子でペコリとお辞じ儀ぎをする上村さん。




きくたけ：もしかして、緊きん張ちようしてます？

上村：え？　あ、はい。……ちょっと緊張しています。

鈴すず吹ふき：大丈夫、大丈夫。普ふ段だんゲームを遊ぶ時と同じようにプレイすれば平気だから（笑）。

上村：ありがとうございます。でも、これからリプレイを収録するんだって思うと、やっぱり緊張してしまって……。




上村彩子

　元ＡＫＢ48のチームＫ所しよ属ぞくという異いし色よくの経けい歴れきを持つ新人声優。オフィス ワタナベ所属。

　iPhone/Android用アプリ『乙おと女めぶれいく！』にて、主役のひとり早乙女乙芽さおとめ・おとめ役に抜ばつ擢てき。さらに上村さんも歌っている主題歌『見つけなくちゃ！乙おと女め心ごころ!!』も絶ぜつ賛さん発売中である。また声優の仕事以外にも、アーケードゲーム『戦場の絆』の対戦を行なうＴＶ番組『絆きずな体感ＴＶ　機動戦士ガンダム　第07板倉小隊』の第一期、第二期（『REV.2』）などに出しゆつ演えんしていた。




きくたけ：しかし、『ヴァイス』のプレイヤーにモビルスーツパイロットがいるって聞いていたけど、こういうことだったか（笑）。




　知っている人も多いとは思うが、一応説明をしておこう。『戦場の絆』とは、『機動戦士ガンダム』を題材としたアーケードゲームで、プレイヤーはモビルスーツ（『ガンダム』の世界におけるロボット）のパイロットとなって戦う──というものである。




上村：はい（笑）。でもそんなに上手なわけじゃないですよ。射しや撃げきやタンクはまだいいんですけど、格かく闘とう機きは苦手ですし……。それに、この間も九敗してしまって、降格しちゃったんですよ。それで──（以下、上村さんの『戦場の絆』話が続く）。

一同：!?




　先ほどの緊張が嘘うそのように、『戦場の絆』について熱く語り出す上村さん。

　みな、あっけにとられ、ただうなずくことしかできない一同。




上村：──みたいなことがあったんですけど……。

ＧＭ：あ、あのー……。

上村：はい？　あっ！　す、すみません。な、なんかわたしだけがしゃべってましたね。

鈴吹：（笑）。そんなに恐きよう縮しゆくしなくても大丈夫だから。ほら、すぐそばに頼たよりになる先せん輩ぱいがいるじゃないですか。ね、小島さん。

小こ島じま：はいはーいっ！　私が先輩です（笑）。




小島めぐみ

　オフィス ワタナベ所属の女性声優。主な出しゆつ演えん作さくは『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』ファイン役、『SKET DANCE』真ま理り子こ役など。

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』のファムリシア、『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』のアオイ・オトハなど、リプレイにも多数出演している。

　上村さんの事じ務む所しよでの先輩という理由もあり、今回プレイヤーとしてお呼よびすることとなった。つまり、声優としてもＴＲＰＧとしても上村さんの先輩にあたる方である。




ＧＭ：小島さんは、もうリプレイには慣なれているから緊張しませんよね？

小島：任まかせてください！　もう完かん璧ぺきです、完璧（笑）。

きくたけ：ほら、先輩もこう言っていることだし。

上村：あ、はーい。よろしくお願いします。

小島：でも頼られちゃって大だい丈じよう夫ぶかなぁー。頼られる立場、初めてだしなぁー。

ＧＭ：もしもし？（一同笑）




　と、和なごやかな会話が繰くり広ひろげられているわけだが、ここで残りのプレイヤーも紹しよう介かいしよう。どちらも、ＴＲＰＧ歴ウン十年のベテランゲーマーであり、ゲームデザイナーでもある。




菊きく池ちたけし

〝きくたけ〟の愛あい称しようでもお馴な染じみ、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．副社長にして『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ』のゲームデザイナー。数々のリプレイ執しつ筆ぴつを手がけており、リプレイの名手としても知られる。現げん在ざいは『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（通つう称しよう『無印』）ほかが展てん開かい中。




鈴吹太た郞ろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やく。『トーキョーＮ◎ＶＡ The Datonation』『ブレイド・オブ・アルカナ The 3rd Edition』（共にエンターブレイン刊かん）のゲームデザイナー。　『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』などのＧＭ兼けん筆者でもある。




きくたけ：で、上村さんはどのくらいＴＲＰＧの経験があるんですか？

上村：あ、はい。そんなにたくさんやったことはないです。『ダブルクロス』とかを二、三回遊んだことがあるくらいです。あ、『アリアンロッド』は、この前社長さんにＧＭをしてもらって、初めて遊びました！

鈴吹：うむ。とても、いいプレイヤーだったことは保証するぞ（笑）。

上村：あと、ＴＲＰＧじゃないんですけど『人じん狼ろう』（＊）は大好きです。

きくたけ：『人狼』とはまた渋しぶい。

ＧＭ：あとは『戦場の絆』？（笑）

上村：はい。『戦場の絆』なら、仕事でも遊びでもたくさんプレイしてます！

きくたけ：（渋しぶい声で）ふっ、見せてもらおうか。『戦場の絆』で培つちかった実力とやらを。

ＧＭ：はいはい、物まねはいいから（笑）。

きくたけ：しくしくしく……。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、話を元に戻もどそう。えー、まずはこの『ヴァイス』シリーズが、どんな企き画かくなのかをざっと説明しましょう。

鈴吹：それは重要だな。

ＧＭ：『ヴァイス』シリーズは、もうひとつのシリーズ『シュヴァルツ』と同時に展開していくリプレイとなっています。ちなみに『シュヴァルツ』シリーズのＧＭと執筆は、今回のプレイヤーのひとりでもある菊池たけしが担当します。

きくたけ：ほいほい（笑）。

ＧＭ：タイトルからなんとなく想像がつくかと思いますが、このふたつのリプレイは密接に関かかわり合っています。

上村：なるほど。

ＧＭ：ただ、両方読んでいないとストーリーが分からない──みたいな感じだと、読むためのハードルがぐぐぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]っと上がってしまいますので、どちらか片かた方ほうだけでも楽しむことができるようにと考えています。もちろん、両方読んでいれば、物語を一層楽しむことができる、はず！

きくたけ：はずかよっ！（一同笑）

ＧＭ：いや、ほら、その部分はこれから創つくり上あげていくわけじゃないですか。だから、今はとりあえず〝はず〟ということにしておいてください。

鈴吹：強気なんだか、弱気なんだか（笑）。

ＧＭ：とまぁ、こんな感じです。

上村：はーい。だいたい分かりました。で、こっちが〝白ヴアイス〟なんですね。

ＧＭ：そうです。

小島：ん[image: ][image: ]、ということは〝黒シユヴアルツ〟側のＰＣと会うこともある？

ＧＭ：それは今後の展開次し第だいかと。さて、それではそろそろセッションを始めましょうか。

一同：はーい！





（＊）人狼　『汝は人狼なりや？』とも呼ばれているパーティーゲーム。参加者は村人や人狼となり、自分の正体を隠しながら他のプレイヤーの正体を探るゲームである。









◆Preplay03◆新たな冒ぼう険けん者しや（の卵たまご）誕たん生じよう！




　簡単な説明が終わり、さっそくプレイヤーキャラクター（ＰＣ）の作成に入る一同。

　なお、今回のシナリオでは『ルールブック②』に掲けい載さいされている〝クエスト形式〟のルールを導入している。




ＧＭ：それでは、まずは今回予告を読み上げます。

きくたけ：ちなみに〝今回予告〟は、プレイヤーにシナリオのイメージを伝えるためにＧＭが読み上げる文章のことだな。

鈴吹：『ダブルクロス』では〝トレーラー〟というな。上村さんは『ダブルクロス』をプレイしたことあるし、この間『アリアンロッド』をプレイしているから分かりますよね。

上村：は、はい。大丈夫です（笑）。

ＧＭ：これと今回予告を読み上げたあとに配る〝シナリオハンドアウト〟の情報を基もとに、どんなＰＣにするかを考えてもらうことになります。

きくたけ：小島さんは大丈夫？（笑）

小島：ば、ばかにしないでください！　これでも私は上村さんの先輩ですから、今回予告のひとつやふたつ、どーんとこいですよ！

ＧＭ：……いや、今回予告はひとつしかないから。

小島：大丈夫です！　ふたつでもいけます！

きくたけ：いかん。すでにテンパってる（一同笑）。

ＧＭ：と、とりあえず今回予告を読み上げますね。




●今回予告

　神々と邪じや神しんが永えい遠えんの闘とう争そうを続けている剣けんと魔ま法ほうの世界〝エリン〟。

　このエリンに浮うかぶ大陸のひとつエリンディルには、困こまった人々から依い頼らいを受け、その問題を解かい決けつすることを糧かてとしている者たちがいる。

　人は彼かれらを〝冒ぼう険けん者しや〟と呼よんだ。

　そして今、エリンディル西方の一国グランフェルデンに、ひとりの冒険者が誕生しようとしていた。

　その名は──。

『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』

　　　　　───みっしょん０「冒険者になりませんか？」




　これは白と黒の運命に翻ほん弄ろうされる少女の物語──。




鈴吹：締しめの文章がいつもと違う（笑）。

ＧＭ：ええ。『ヴァイス』と『シュヴァルツ』という連動企画なので、こういう感じにしました。ちなみに、今回のシナリオ〝みっしょん０〟はいわばプロローグで、上村さんのＰＣが冒険者になるまでのお話になる予定です。

上村：じゃあ、この「ひとりの冒険者」って、わたしなんですね？

ＧＭ：そうです。で、今回予告にあるとおり、『アリアンロッド』はファンタジーを題材としたＴＲＰＧで、ＰＣは基本的に冒険者となってさまざまな冒険を行なうゲームなわけです。

上村：（うなずきながら）はい。

ＧＭ：そこで今回のシナリオでは、上村さんのＰＣが冒険者になるまでを描くことで、読者の方に世界のことや冒険者などについて知っていただければと思っています。

上村：はーい。責任のある役ですね。がんばります！

ＧＭ：あと、キャンペーンの展開もにらんで、ＰＣのオープニングはきっちりとやります。

鈴吹：最初のシナリオのオープニングでＰＣの方ほう向こう性せいが、だいたい決まるからな。

上村：方向性？

きくたけ：ヒロインになるのか。それとも三下になるのか。

小島：（即そく座ざに）そ、それは重要です。上村さん！　ここで失敗すると取り返しがつかなくなって、あとあと大変なことになりますっ！（一同笑）

上村：そ、そうなんですか？

小島：そうなんです！　三下になっちゃんですよ！

きくたけ：……それは小島さんの問題だと思う。

小島：えぇっ!?

上村：分かりました！　三下にならないように、がんばります！

鈴吹：でも、そうなると三下枠は小島さんで決定ってことになるんじゃない？

小島：……あーっ！　ほんとだあああ──っ!!（一同笑）

ＧＭ：いや、そもそも三下枠って必要なのか？　……まぁ、とりあえずシナリオハンドアウトを渡わたします。まずは上村さんから。

[image: ]




●ＰＣ①用シナリオハンドアウト

コネクション：アメリア　　　関係：家族

　キミにはアメリアという名の姉がいる。先祖代々続いているギルドを継つぎ、そのギルドマスターを務めている冒険者だ。

　いつものように冒険に出かけていったアメリア。だが、一ヶ月、二ヶ月経たっても戻もどってこない。そんな時、神しん殿でんから姉が何者かに襲おそわれたことを教えられる。

　驚おどろくキミに、神殿の神官はさらにこう告げた。

「冒険者になりませんか？」




上村：お姉ちゃんが行方不明!?

ＧＭ：はい、行方不明です。で、そのお姉さんに代わって冒険者になりませんか、と神殿からスカウトされることになります。

鈴吹：「お姉さんに変わって冒険者」なんて話になるんだ？

ＧＭ：ハンドアウトに書いてあるとおり、ＰＣ①の家か系けいはとあるギルドを代々継けい承しようしていて、そのギルドの今の長──ギルドマスターは姉のアメリアだったんですが──。

きくたけ：何者かに襲われて行方不明になってしまったので、上村さんのＰＣにそのギルドを継いでもらうという話か。

上村：なるほど～。代々ということは、お母さんも冒険者だったんですか？

ＧＭ：そうです。しかも必ず女性が継ぐことになっていますので、お母さん、そのまたお母さんという感じで継承されています。

鈴吹：なんか裏がありそうな設定だ。

ＧＭ：いひひ（笑）。

上村：う～ん、はい、だいたい分かりました。

ＧＭ：次は小島さんのシナリオハンドアウトです。




●ＰＣ②用シナリオハンドアウト

コネクション：アメリア　　　関係：仲間

　キミはとあるギルドに所属している新米冒険者だ。

　現在はギルドマスターのアメリアやギルドの仲間たちと共に、あるマジックアイテム探たん索さくの冒険に出ている。

　探索は特に大きなトラブルもなく、順調に進んでいた。

　何者かの襲しゆう撃げきを受けるまでは……。




小島：襲撃!?　いきなり襲われてるっ!!

鈴吹：でも、上村さんのＰＣと違ちがって最初から冒険者だよ（笑）。

小島：ホントだっ!!　先輩だ、先輩！

きくたけ：新米だけどな（笑）。

小島：それでもいいんです！

ＧＭ：い、いいんだ（笑）。

小島：先輩という立場が重要なんですよ！

鈴吹：小島さんのＰＣ、なぜかいつも三下になるからね（笑）。

上村：そうなんですか？

小島：そうなんですよぉ～。これがまた不思議なことに……。

きくたけ：すっかり三下が染みついているし（笑）。

小島：染みついてません！　でも、そうか～先輩なのか～（笑）。ふっふっふっふっ！

きくたけ：なに笑ってるんだ？

小島：だって、ついに先輩という上に立てる立場ですよ。

上村：頼りにしてます、先輩！

小島：……え？　いやぁ、照れますねー。先輩、いい響ひびきです。先輩、先輩……。




　近年、これほどうれしそうな小島さんの笑顔があっただろうか？




ＧＭ：では、次[image: ][image: ]。菊池さん。




●ＰＣ③用シナリオハンドアウト

コネクション：ギルバート　　　関係：同僚

　キミことグランフェルデン大神殿の神官にして冒険者のジェイス・ロウは、今は身寄りを亡くした子どもたちの面倒を見たり後進の冒険者たちの指導をして過ごしていた。

　そんなある日、神官長のソーンダイクからギルバートという若手の神官を紹介される。彼はキミに、冒険者になるための適性検査を受けるひとりの少女を手伝うように頼んできた。




上村：あれ？　もう名前が決まってるんですか？

ＧＭ：決まってるんです（笑）。きくたけさんには『セカンドウィンド』シリーズのＰＣを引き続き担当してもらうことになりました。

きくたけ：そのとおり。というわけで、ジェイス・ロウだ（笑）。




ジェイス・ロウ

『セカンドウィンド』シリーズのＰＣのひとり。グランフェルデン王国を襲った魔ま族ぞくカスピエルを倒たおした英えい雄ゆうのひとりである。

　暗あん殺さつ組そ織しきに所しよ属ぞくしていた、お金にうるさい、言動が怪あやしいなど、胡う散さん臭くささの滲にじみ出るキャラクターだったが、恵めぐまれない子どもたちのためにお金を集めていたという設定が生まれたことにより、シリーズの最後では、なにやらとてもいい奴やつとしてエンディングを迎えた。




ＧＭ：ちなみにキャラクターレベルも最初から６レベル。装備品などのアイテムも、そこそこの物を持っているという状況からのスタートとなります。

上村：６はすごく高いんですか？

きくたけ：高いです。したがって、私が正しよう真しん正しよう銘めいの先輩です（笑）。

小島：えぇ[image: ][image: ][image: ]。せっかく私が先輩になったのに[image: ][image: ]（一同笑）。

上村：それで、ジェイスさんはどれくらいの強さなんですか？

ＧＭ：えー、冒険を五回くらいこなしたくらいの強さです。

きくたけ：分かりにくいわっ！（一同笑）

鈴吹：まぁ、冒険者としては中ちゆう堅けんといったところだな。

上村：それは強いですね。

きくたけ：そう、私はキミたちより強い！

ＧＭ：でも、お金にうるさい（一同笑）。

きくたけ：あれはちゃんとした目的があったからいいんだよ（笑）。




●ＰＣ④用シナリオハンドアウト

コネクション：謎なぞのお宝たから　　　関係：噂うわさ

　キミはグランフェルデンを拠きよ点てんとしている冒険者だ。だが、仲間はまだいない。

　ある日、キミはひとつの噂を耳にした。それは、とあるギルドがものすごいお宝（それがどのような物なのかは不明だ）を探さがしているというものだ。

　その噂を聞いたキミは──。




鈴吹：となると、これは必然的に俺おれのハンドアウトになるということか。

上村：こっちは初心者とか新米じゃない冒険者っぽいんですね。

ＧＭ：でも、キャラクターレベルは１ですが。

きくたけ：なんか、最初は敵てきに回っていそうだ（笑）。

鈴吹：おっ、じゃあ俺、ネオ・ダイナストカバルのＰＣやってもいい？

ＧＭ：は、はい？

鈴吹：実は俺、怪かい人じんがやりたくて仕方なかったんだ！




ネオ・ダイナストカバル

　神殿に対たい抗こうしている地ち域いき密みつ着ちやく型がたの悪の秘ひ密みつ結けつ社しや。彼らは各地に支し部ぶを持ち、独どく自じの改かい造ぞう技ぎ術じゆつで怪人を生み出すこともできる。

『超ちよう上じよう級きゆうルールブック』には、このネオ・ダイナストカバルの怪人をＰＣとしてプレイできるルールが掲載されているのだ。




上村：『アリアンロッド』って、怪人が出てくるんですか？

ＧＭ：なぜか、出てくるんです（笑）。

鈴吹：ハサミガメとか、ジャガーバズーカとかいろいろいるぞ。ほら（『超上級ルールブックのエネミーデータのページを広げる）

上村：わっ、イラストまである（笑）。

鈴吹：ちなみに、どんな怪人になるかはキャラクターを作成するまでは秘密だ。ただ、人間としての名前は考えてある。

ＧＭ：どんな名前ですか？

鈴吹：〝タケシ〟だ。

きくたけ：なんでだよ!?（一同爆ばく笑しよう）

鈴吹：いやいや、仮か面めんライダー一号の本郷猛ほんごう・たけしから採っている由ゆい緒しよ正しい名前だよ？

きくたけ：そういう問題じゃないですって。プレイ中に「タケシ」「タケシ」言われたら、俺がやりづらいですよ。

鈴吹：仕方ない。残念だが、ほかの名前を考えよう。とにかく、俺は怪人をやりたい！　怪人ができればそれでいいんだよ。

ＧＭ：ここまで語られたら、認みとめるしかない（笑）。

鈴吹：ありがとう、ゆーらさん！

ＧＭ：では、シナリオハンドアウトも配り終わったので、ＰＣの作成に移うつりましょう。




●キャラクター作成

ＧＭ：で、上村さんはどんなキャラクターがやりたいですか？

上村：そうですねー。この間、『アリアンロッド』をプレイした時は弓で攻こう撃げきするキャラクターだったので、おっきな剣を振ふり回まわして戦いたいです。

鈴吹：となると、メインクラスはウォーリアだな。

きくたけ：キャラクターの作成はコンストラクション？




『ＡＲ２Ｅ』のキャラクター作成方法は、サンプルキャラクターを使用する〝クイックスタート〟、手順にしたがって自由にデータを選せん択たくすることができる〝コンストラクション〟、そしてコンストラクションよりも自由度が高い〝フルスクラッチ〟である。

　ちなみに『ヴァイス』では、コンストラクションを採用している。




ＧＭ：おっきな剣だと両手剣かな。とすると、サポートクラスはウォーリア、サムライ、ダンサーといったところですね。

上村：ダンサー？　踊おどりながら戦うんですか？

ＧＭ：剣けん舞ぶ的てきなイメージですね。華か麗れいなステップで敵を攻撃する感じです。

上村：あ、それいいですね。ダンサーにします！

小島：じゃあ、私はメイジにしまーす。

鈴吹：ということは俺がシーフか。さーて、どんな怪人にしようかな（笑）。

きくたけ：シーフ関係ないじゃん（一同笑）。




　そんな相談の結果、各ＰＣの種族とクラスは次のとおりになった。




・ＰＣ①（上村彩子）　　種族：ヒューリン　　クラス：ウォーリア／ダンサー

・ＰＣ②（小島めぐみ）　種族：エルダナーン　クラス：メイジ／サモナー

・ＰＣ③（菊池たけし）　種族：ヒューリン　　クラス：アコライト／バード

・ＰＣ④（鈴吹太郎）　　種族：フィルボル　　クラス：シーフ／ニンジャ




　なお、ＰＣ③は先ほど書いたように『セカンドウィンド』からの引き続きなので、正確にはキャラクター作成ではなく、キャラクターの成長だったりするのだが。

　そして、プレイヤー全員の種族とクラスが決まったところで、スキルの取得やアイテムの購入を行なう。最後はライフパス──そのキャラクターがどんな環かん境きようで生まれ、どんな境きよう遇ぐうで育ってきたかなどの決定である。




ＧＭ：ライフパスには三つの項こう目もく──出自、境遇、目的があります。それぞれ用意されている表を使って、ＲＯＣで決めていきます。ＲＯＣというのはRole or Choice──つまり、ダイスを振ってもいいし、選んでもいいという意味です。

上村：ちょっと表を見てもいいですか？

ＧＭ：どうぞ、どうぞ（ルールブックを渡す）。

上村：（出自表を眺ながめながら）へぇ～、いろいろあるんですね。［英雄］に［王おう侯こう貴族］に［騎士］……あっ、これがいいかも。［冒険者］！

鈴吹：なるほど。シナリオハンドアウトの設定を拾ったわけだな。

上村：はい。選んでもいいなら、［冒険者］にしたいです！

ＧＭ：了りよう解かい。［冒険者］は「あなたの親もまた、あなたと同じように冒険者である。簡単な冒険に連れていってもらったこともある」です。一いつ般ぱんスキルの《リムーブトラップ》──トラップを解かい除じよする判はん定ていに、ダイスを一個こ追加するスキルを取得します。

上村：お母さんから罠わなの外し方を教えてもらっていたみたいです（笑）。




　と、こんな感じに上村さんのＰＣのライフパスがひとつずつ決まっていく。果たして、どんなキャラクターになったのか。そしてそのほかのＰＣは……。その結果は、オープニングフェイズで発表いたします！




●ギルド作成

　さて、ＰＣを作ったあとはギルドの作成となるのだが、今回はシナリオ開始時に上村さんのＰＣが冒険者ではないので、実際にギルドを組むのはシナリオが始まってからとなる。だが、途と中ちゆうでギルドの作成を行なうと、そこでプレイが中断してしまうので、今回はプリプレイでギルドを作成することにした。

　とりあえず『ルールブック①』に掲載されているギルド名決定表を振るが「華麗なる斧おの」（斧は誰だれも持ってない）だの、「暁あかつきのグリフォン」（なんか普ふ通つうっぽくて微び妙みよう）だの、これというのが出ない。また、シリーズ名の『ヴァイス』に合わせて〝白〟にちなんだ名前を考えるも、なかなか決まらない。

　相談が行いき詰づまったかと思われた時──。




きくたけ：上村さん、好きな動物っています？

上村：そうですねぇ。猫ねことハリネズミ……ですね。

小島：ハリネズミ？

ＧＭ：猫ってのは分かるけど、ハリネズミは珍めずらしいかも（笑）。

上村：そうですか？　ハリネズミって、すっごくかわいいんですよ。くるっと丸まった姿とか、尋じん常じようじゃないくらい、本当にかわいいんです！　画像検けん索さくしてみれば、すぐに分かりますから！　検索してみてください!!

きくたけ：え？　……は、はい。




　上村さんの熱く語る言葉に気け圧おされて、ちょうど会議室に持ってきていたノートパソコンを広げて検索をする菊池たけし。

　しばらくの間、会議室にキーボードを叩たたく音だけが響く。

　そして、液えき晶しようモニタに動画が表示された瞬間──。




きくたけ：…………や、やばい！　これはやばい！　超★かわいい（笑）。




　そこには、愛らしい姿で泳いでいるハリネズミの姿を超★笑え顔がおで見つめる、きくたけの姿があった。




上村：かわいいでしょう。これがかわいいんですよ～。ほら、見てくださいよ。

小島：本当だぁ～。かわいい[image: ][image: ][image: ][image: ]（笑）。

上村：ねー、超かわいいでしょ～。うわぁ～、こんな姿で泳ぐんだ。いつも寝ねてる姿しか見たことなかった～（笑）。

きくたけ：そういえば、ハリネズミって英語でなんていうだっけ？

ＧＭ：えっと……ヘッジホッグだったと思いますよ。

上村：あ、それ、いいかも！

きくたけ：え？　いいかもって？

上村：ギルドネームですよ。ギルドネーム、〝ヘッジホッグ〟！

小島：う～ん、確かにかわいい気がします（笑）。

上村：ですよね！　じゃあ、先輩のお墨つきも出たことですし、〝ヘッジホッグ〟にします！




　……こうして、『ヴァイス』シリーズのＰＣたちのギルドは〝ヘッジホッグ〟に決まっちゃったのであった。

　その後の相談の結果、取得するギルドサポートは《蘇そ生せい》と《陣じん形けい》に決定し、シナリオハンドアウトで設定された内容に合わせて、ギルドマスターは上村さんが演じるＰＣ①となった（なお、今回はキャラクターレベルが６のＰＣがいるため、《蘇生》と《陣形》の両方をセッションで使用するギルドサポートとして選せん択たくすることができる）。

　こうして──。




　エリンディル西方に新たな冒険者たちが誕生したのだった。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆始まりは悲報と共に




　グランフェルデンに、プリミラ・ヘッジホッグという名の少女が住んでいた。

　母親は、グランフェルデンでそこそこ名の知られた冒ぼう険けん者しやで、プリミラも幼い頃は冒険者になるべく姉と共に修しゆ行ぎようをしていた。

　だが、それはもう過か去この話──。




ＧＭ：では、ここからが本編となります。先ほど言ったとおり、ＰＣごとにオープニングのシーンを用意していますので、自己紹介をしながら演出していきましょう！　最初は上うえ村むらさんのＰＣからです。

上村：はーい。ＰＣの名前はプリミラ・ヘッジホッグ。一五歳のヒューリンの女の子で、クラスはウォーリア／ダンサーです。

[image: ]

鈴すず吹ふき：へぇ～、ファミリーネームもヘッジホッグなんだ。

きくたけ：ハリネズミさん一家（笑）。

上村：代々ギルドを継ついでいるっていうから、そういう名前にしました。あと、お姉ちゃんや仲のいい友だちからは〝プリム〟という愛あい称しようで呼ばれていることにします。

小島：プリム？　かわいい～（笑）。

上村（以降、プリム）：はい、ありがとうございます（笑）。それで、お母さんが亡なくなったあと、お姉ちゃんが〝ヘッジホッグ〟を継いでからは、自分はずっとおうちで暮くらしています。境遇が［傷病］なので、冒険者になるための修行中に、大きな怪け我がをしたことにしようと思ってます。

きくたけ：その怪我が原因で、冒険者になることをあきらめたわけだな。

プリム：はい。あと、その怪我が原因で自分に自信が持てずにいて、つい消極的な態度に出てしまうキャラクターというのを考えたんですけど……どうでしょう？

鈴吹：ほぅ、消極的なＰＣ①とは珍しい。

ＧＭ：でも、それはそれで面おも白しろいかもしれないですね。最初は「無理です」「ダメです」とか言っていたのが、冒険を通して次し第だいに成長していく──それも王道！

プリム：じゃあ、そうしてみます！　目的が［修行］なので、消極的な自分を克こく服ふくして、一人前の冒険者になれるように一いつ生しよう懸けん命めいがんばります（笑）。

ＧＭ：期待してます！

プリム：はーい。で、外見ですが、ちょっと濃こいめの茶色のロングヘアを、うしろで編み込んでいて、大きなピンクのリボンをつけています。それと瞳ひとみは蒼あおです。それほど、おしゃれには気を遣っていない、普通の町娘──みたいな感じですね。

ＧＭ：了解。さて、プリミラ──プリムの家は、グランフェルデン王国の王都にあります。




グランフェルデン王国

　パリス同どう盟めいに所属している国家。パリス同盟の中でもっとも歴史が古く、由ゆい緒しよある国である。ちなみに王都も国と同じ名前であり、単に〝グランフェルデン〟といった場合、この王都のことを指すことが多い。




ＧＭ：プリムの家はその住宅街の一角、小さい通りに面した場所にあります。姉のアメリアは冒険中ですので、プリムはひとりで留る守す番ばんしてます。

プリム：うーん、ひとりはちょっと寂さびしいですね。

小島：じゃあ、妹がいるとか？

プリム：あ、それいいかもしれないです。さすが、先せん輩ぱいです！

小島：いやぁ～、それほどでも（一同笑）。

プリム：（ＧＭに）あのー、お姉ちゃんのほかに妹がいることにしてもいいですか？

鈴吹：家族がひとり増えた（笑）。

プリム：急には無理ですか？

きくたけ：いやいや、こういうのは言ったもん勝ちです。それにこういう設定は使いやすかったりする（にやり）。

ＧＭ：確かに（にやり）。じゃあ、プリムには妹がいることにしましょうか。

プリム：やった───っ！　でも、なんでおふたりとも笑ってるんですか？

きくたけ：うん、それはきっとそのうち分かる（笑）。

プリム：ん？

ＧＭ：まぁ、ＰＣの家族はシナリオに絡からめやすいって意味です（笑）。あと、名前を決めないと……（考え中）。そうですね、セシリーというのは？

プリム：はーい、セシリーですね。それじゃあ、セシリーは一二歳さいだけどしっかり者の妹ということにします。

鈴吹：でも、それだと冒険者として育てられるから、家からいなくなっちゃうんじゃない？

プリム：はっ!?　言われてみれば！（一同笑）

ＧＭ：じゃあ、病弱な妹で（笑）。

プリム：セシリーはしっかり者のいい子だけど、コホコホと咳せき込こんだりしてるんですね。

きくたけ：なんか、不ふ憫びんな子になったな……。

ＧＭ：「お姉ちゃん、お部屋のお掃そう除じはわたしがやるから。こほっ、こほっ……」

プリム：あぁ、セシリーごめんねー！　お姉ちゃんのせいで病弱に！（一同笑）

ＧＭ：さて、キミは妹のセシリーと一緒に、姉のアメリアが冒険から帰ってくるのを待っている。だが、予定の一ヶ月、二ヶ月が過すぎてもアメリアは帰ってこない。そして今日もまた、ふたりっきりの夕食が終わったところだ。

プリム：二ヶ月もっ!?　そ、それはさすがに心配します。

ＧＭ：台所では洗い物をしながら、セシリーが声を掛かけてくる。「プリムお姉ちゃん、今日もアメリアお姉ちゃん、帰ってこなかったね」

プリム：そうだね。お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな～。

ＧＭ：心配そうに窓から外を見つめるプリム。日は傾き、外は大分暗くなっている。何気なーくキミが向かいの家の屋根に目をやると、そこには闇やみのように真っ黒い猫ねこがじっとキミのことを見つめている。

プリム：黒猫さん？

ＧＭ：そう。それはこれからなにか不ふ吉きつな出来事が起こることを暗示しているかのようだ。

プリム：ま、まさかお姉ちゃんになにかあったんじゃ……。

ＧＭ：そんなふうにキミが考えていると──「きゃっ！」という、セシリーの小さい悲鳴が台所から聞こえてくる！

プリム：セ、セシリー？　どうしたのっ!?

ＧＭ：「あ、大丈夫。でも……」なんとなく言いにくそうなセシリー。

プリム：でも？

ＧＭ：「アメリアお姉ちゃんのカップが急に割れたの。ヒビも入ってなかったのに……」

プリム：黒猫の次はカップ!?　ふ、不吉過ぎます！（一同笑）

ＧＭ：と、なにやら得体の知れない不安に襲われているプリムは、ふとアメリアが冒険に出発する時のことを思い出していた───。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：とゆーことで回想シーンです。キミの前にはこれから冒険に出発しようとしているアメリアがいる。年齢は二五歳。動きやすさを重視した革かわ鎧よろいに身を包んだその姿は、細面の顔立ちもあって凛り々りしいという言葉がよく似合う。瞳ひとみの色や髪の色は、姉妹らしくプリムとよく似ている。「それじゃあ、行ってくる。プリム、家のことは頼んだぞ」

プリム：いってらっしゃい、アメリアお姉ちゃん。

ＧＭ：そうやっていつものようにアメリアを見送るプリム。だが、今回に限ってアメリアは「なにか困ったことがあったら、神しん殿でんを頼たよるんだぞ」と、いつも以上にいろいろと念を押おすように言う。

鈴吹：私がいない間、セシリーのことを頼むぞ、とか。

きくたけ：知らない人がきたらドアを開けちゃダメだぞ、とか。

ＧＭ：そんな感じです（笑）。

プリム：うーん。じゃあ、ちょっと心配になって──今回は大変なの？

ＧＭ：「いや、ちょっと面倒な仕事なだけだよ。プリムが心配するほどのことじゃない」アメリアは笑え顔がおでプリムの頭を撫なでる。

プリム：それならいいんだけど……気をつけてね。

ＧＭ：「もちろんだ。その代わり、しっかり留る守すのことは頼んだぞ」

プリム：（明るく）うん、分かった。

ＧＭ：「それじゃあ、行ってくる」そう言ってアメリアは、いつものようにドアを開け、冒険へと旅立って行った──。

きくたけ：だが、去り行く彼女の背中が何故なぜか遠く感じるのだった──。

プリム：えぇ[image: ][image: ][image: ]っ!?　そ、そんな不吉なこと言わないでくださいっ！（一同笑）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：とゆー感じでアメリアを見送って早二ヶ月。時間は現在に戻もどる。と、トントンと扉とびらをノックする音が聞こえてくる。

プリム：お姉ちゃん帰ってきた!?　急いで開けます。

ＧＭ：しかし、そこにいたのは見たこともない、二〇過ぎくらいの女性神官だ。

プリム：（ガックリと肩を落として）お姉ちゃんじゃなかった。

ＧＭ：「……プリミラ・ヘッジホッグさん、ですね？」その女性神官は、沈ちん痛つうな面おも持もちでためらいがちに尋たずねてきた。

プリム：？　はい、そうです。

ＧＭ：「あなたのお姉さん──アメリア・ヘッジホッグさんのことでお話があり、神殿からやって参りました」

プリム：お姉ちゃんのこと？

ＧＭ：「はい。実は大変ご報告しにくいことですが……」

プリム：……は、はい。

ＧＭ：しばし逡しゆん巡じゆんしたのち、その神官はキミにこう告げた。




「アメリアさんのギルド〝ヘッジホッグ〟が、何者かの襲しゆう撃げきを受けたとのことです」







◆Opening02◆襲撃の夜




　どんな冒険者であろうとも、最初の冒険ほど思い出深いものはない。初めてのダンジョン。初めての戦せん闘とう。初めてのお宝。そのどれもが新しん鮮せんで驚きに満ちたものだからだ。

　だが、キュリア・ルピレイの最初の冒険は、あまりにも苛か酷こくなものだった。




ＧＭ：では、次のシーンは小こ島じまさんです。自己紹しよう介かいをお願いします。

小島：名前はキュリア・ルピレイで、エルダナーンの女性です。クラスはメイジ／サモナー。出自で［闇の一族］が出たので、ジェイスさんが所属していた暗殺組織に、両親と一緒にいたことにしました。

ＧＭ：おっ。それは面白い。なんかドラマが生まれそうだ（笑）。

きくたけ：なるほど。じゃあ、ジェイスが組織を抜ぬけたことを知ったキュリアの両親が、まだ赤あかん坊ぼうだったキュリアをジェイスに託たくしたってのは？

小島（以降、キュリア）：あ、それいいですね！　じゃあ、そうします。

ＧＭ：ところで、キュリアの年ねん齢れいは？

キュリア：九九歳です！

きくたけ：───ぶっ!?

キュリア：あっ、でも、外見は二〇歳くらいの女の子ですよ？

[image: ]

きくたけ：……小島さん、ジェイスはまだ三〇歳なんだが？

キュリア：へえ、そうなんですか？

きくたけ：うん、そうだ。さて、ここで問題だ。九九歳のキュリアが赤ん坊の頃ころ、果たしてジェイスはいくつになるかな？

キュリア：ん？　……あ！　えーっと、まだ生まれてないですね、てへ（一同爆笑）。

きくたけ：てへ、じゃないっ！　そんなややこしいことにしたら、設定をゆーらさんに丸投げするしかないじゃないか！

ＧＭ：そういう丸投げは勘弁してください（笑）。

キュリア：じゃ、じゃあ、外見に合わせて二〇歳でっ！

きくたけ：それだと、キュリアが生まれた時にジェイスは一〇歳か。まあ、それならなんとかなりそうだな（笑）。

ＧＭ：じゃあ、それで（笑）。

キュリア：で、境遇が［義理の親］、目的が［人捜し］なので、ジェイスさんに助けられたあと、今の親に育てられて、本当の親を捜さがそうとしていることにしました。

ＧＭ：それはちょっとヘビーな設定かも。

キュリア：いえ、今の親にも優やさしくされているし、割とおっとりした性格なので気にしていないんです。ですが、一度は本当の親に会ってみたいなって思ってます。あと、サモナーで《ファミリア》を取ったので、使い魔まがいますよ。

きくたけ：へえ、どんな使い魔？

キュリア：タコです。

一同：タ、タコっ!?

ＧＭ：ちょ、ちょっと待って！　タコって海にいる八本足の？

キュリア：そうです。で、外見はタコさんウィンナーみたいで、いつもキュリアの頭の上にちょこんとのっています。

プリム：タコさんウィンナー？　ちょっと、かわいいかも（笑）。

キュリア：でしょ、でしょ！

鈴吹：すげー。俺、タコの使い魔って初めて見たかも……。

きくたけ：まぁ、タコなんて普通思いつかないわな（笑）。

ＧＭ：（気を取り直して）じゃ、じゃあ、頭にタコをのせた新米冒険者のキュリアだが、今はアメリアがギルドマスターを務つとめる〝ヘッジホッグ〟に所属している。

キュリア：あ、あれ？　さっきアメリアさんのギルドが襲撃を受けたって言ってましたよね。

ＧＭ：言いましたが？

キュリア：ということは……私も襲おそわれる？

ＧＭ：もちろん。だって、シナリオハンドアウトにもそう書いてあるし（笑）。

キュリア：ちょ、ちょっと待ってください。落ち着けー、落ち着けー、わたし！（一同笑）。

ＧＭ：だ、大丈夫？

キュリア：（深呼吸して）大丈夫ですっ！　心の準備はできました！　いつでも襲撃、カモンです！（一同爆笑）

ＧＭ：い、いや、すぐに襲撃が来るわけじゃないから（笑）。えーっと、キュリアは両親を捜すために冒ぼう険けん者しやになったんだよね？

キュリア：は、はい！

ＧＭ：では、そんなキミを、アメリアは温かくギルドに迎むかえてくれたことにしましょう。そして今は冒険の目的だったアイテムを手に入れた帰りの途中、夜になったので森の中のやや開けた場所で野営をしている──そんな状況です。

キュリア：分かりました。

鈴吹：ところで、そのアイテムってなんだろう？

ＧＭ：鍵かぎです。

キュリア：鍵？

ＧＭ：そう、文字どおり鍵。キュリアもなんの鍵かまでは教えてもらっていませんが……。

キュリア：鍵、鍵、鍵かぁ～（レコードシートにメモしている）。

ＧＭ：さて、〝ヘッジホッグ〟のメンバーたちは食事も終わり、すっかり辺りが暗くなった森の中、思い思いの方法で休息をとっている。愛用の武器を磨みがいている者、焚たき火びを囲んで談だん笑しようしている者、分厚い書物を読みふけっている者……。

キュリア：（大人っぽい感じで）でも、わたしはまだギルドに参加したばかりなので、なかなか仲間の輪に入れずに、ちょっと外れたところに座ってみんなの様子を眺ながめています。

ＧＭ：では、倒木に腰掛け、所在なげに仲間たちの様子を眺めているキミを見かねてか、アメリアが歩み寄ってくる。

キュリア：あ、アメリアさん。思わず立ち上がります。

ＧＭ：「いや、そのままでいい」アメリアは急いで立ち上がろうとするキュリアを右手で制すると、その横に腰こし掛かける。「なにか困ったことはないか？」

キュリア：なんかすごくいい人ですよ（笑）。

ＧＭ：もちろん。まだ右も左も分からない新人で、仲間にとけ込めていない様子を見かねて声を掛けてきたわけですから。アメリアは心配した様子でキュリアの顔を見ている。

キュリア：（清楚な感じで）いえ、大丈夫です。まだ不安なところはありますけど、みなさんのおかげで大分慣れてきました。ターチュもそう言ってます。

ＧＭ：ターチュ？

鈴吹：だ、誰？

キュリア：わたしの使い魔です。頭の上を指差します。

きくたけ：と、キュリアの頭の上で触しよく手しゆを踊おどらせるタコ（笑）。

キュリア：うにょうにょ～（触手の音らしい）。ターチュはわたしのお友だちなんです。なんで頭の上にいるのか分からないんですけど（笑）。

ＧＭ：「友だちか……。たとえタコであっても友はいいものだ」（一同笑）

キュリア：家族と別れてから、ずっと一いつ緒しよに過すごしてきた大切な大切なお友だちです。




　いい話のように見えるかもしれないが、相手はタコである。




キュリア：そういえば、アメリアさんのご家族は？

ＧＭ：おっ、ナイスフォロー（笑）。では、その問いにアメリアはこう答える。「両親はもう亡くなってしまったが、妹がふたりいる。名前はプリミラとセシリーだ。ふたりともグランフェルデンの住宅街に住んでいる」

プリム：はーい、あたしです（笑）。

ＧＭ：「そうだ、この冒険が終わったら妹たちと友だちになってくれないか？」

キュリア：妹さんと？

ＧＭ：「セシリーは病気がちだし、プリミラは昔大怪我をしてから、ちょっと内気になってしまってな。キュリアが友だちになってくれると、うれしいんだが……」

キュリア：分かりました。わたしでよければ、ぜひ。

ＧＭ：キュリアの言葉に笑え顔がおを見せて、うなずくアメリア。「ありがとう。さて、そろそろ休めよ。明日もあるからな」

キュリア：はい。あのー、気を遣つかっていただき、ありがとうございます。

ＧＭ：「なぁ～に、気にするな」そう言って、アメリアも自分のテントへと戻っていく。やがて、ほかの仲間たちも見張りを残して休息に入り、聞こえてくるのは虫の声くらいとなる。

キュリア：ふぅ、どうやら今日はなにも起こらないみたいですね。

ＧＭ：と、その虫の鳴き声がふっと聞こえなくなる。

キュリア：あれ？（一同笑）

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、ドュ───ン!!　と、爆ばく発はつが起こる！

キュリア：ええええっ!?




　衝しよう撃げきと共に燃え上がるいくつかのテント。

「敵てき襲しゆう─────っ！」

　見張り役の戦士が大声を上げるや否いなや、〝ヘッジホッグ〟のギルドメンバーたちが次々とテントから抜ぬけ出だし、素す早ばやい動きで燃えるテントの方へ向けて武器を構える。




キュリア：わたしもそちらを見ます！

ＧＭ：キュリアや仲間たちが見つめる中、炎ほのおの中から黒いローブを羽織った数人の人ひと影かげがゆっくりと現われる。炎に照らされて周囲は十分な明るさを保っているが、炎を背負った彼らの顔は逆光となり、よく見えない。「襲しゆう撃げき者しやか！」仲間の屈くつ強きような戦士が斬きり掛かかる──。

キュリア：おおっ！

ＧＭ：が、謎なぞの襲撃者のひとりがローブを翻ひるがえして剣けんを抜ぬき、目にも止まらぬ早はや技わざで一いつ閃せん！　戦士を一刀のもとに斬きり捨すてた。

キュリア：せ、先輩───!?

ＧＭ：と、その時キュリアは、襲撃者の腕うでにドラゴンを象かたどった銀色に輝かがやく腕輪がはめられていることに気がつく。

キュリア：腕輪？

ＧＭ：「キュリア、大丈夫かっ!!」気がつくと、キュリアのすぐ横にアメリアが立っている。

キュリア：ア、アメリアさん！

ＧＭ：「いいか、これから言うことをよく聞け。私たちが時間を稼かせいでいる間に、これを持って、お前はここから逃にげろ！」そう言うと、アメリアはキミに鍵を渡わたした。神殿のシンボルである十字と白い薔薇ばらが刻まれた鍵だ。

キュリア：鍵？　じゃあ、これが今回の冒険で手に入れた物？

ＧＭ：「これを神官長のソーンダイクに届とどけてくれ。いいな、頼たのんだぞ」

キュリア：わ、わたしも戦います！

ＧＭ：「ダメだ。お前の腕だと、間ま違ちがいなく殺されるぞ！」

キュリア：うう～、でも……。

ＧＭ：「私たちのことは心配するな。ただ時間を稼ぐだけだ。必ず戻もどる！」

キュリア：私、ちょっと泣いちゃいます。なんだか悟さとるものが……。

ＧＭ：「泣いてる暇ひまがあったら早く逃げろ！」アメリアは、どんっと背せ中なかを押おす。

キュリア：あっ……！




　背中を押され、キュリアは一歩二歩と踏鞴たたらを踏ふんだ。

　振ふり返かえると、アメリアが微笑ほほえんでいる。それは、信しん頼らいを意味するものだった。そして、アメリアは襲撃者へと向かって走り出す。それを合図に、ほかの仲間たちも攻こう撃げきを仕掛けた。




キュリア：ううっ。悲しいけど涙なみだを堪こらえて、みんなと反対の方向へ走り出します！




　暗い森の中、キュリアはひとり木々の間を駆けていく。

　その背はい後ごからはいつまでも剣けん戟げきと爆発の音が響ひびいていた──。







◆Opening03◆大首領、万ばん歳ざい！




　ハサミカメレオン／ハヤト・シザースは改造人間である。

　彼を改造したネオ・ダイナストカバルは、地域密着型、悪の秘ひ密みつ結社である。ハサミカメレオンは人間の自由のために、今日も神殿や粛しゆく清せいと戦うのだ。




ＧＭ：次は社長のＰＣのオープニングなんですが……。

鈴吹：では、ネオ・ダイナストカバルの秘密基き地ちからだな。

プリム：なんか、悪の組織っぽいですよね。

鈴吹：実際、悪の組織だから。

プリム：えええっ、そうなんですかっ!?　ファンタジーなのに。

鈴吹：何を言っているんですか。悪の秘密結社はファンタジーですよ！

ＧＭ：ちなみに、ネオ・ダイナストカバルは神殿に反抗している組織だ。なので、冒険者との相性はあまりよろしくない。

プリム：そうなんですか？

ＧＭ：そうなんです。なので、予定していたオープニングが大きく変わりました（笑）。

プリム：それって大だい丈じよう夫ぶなんですか？

鈴吹：ゆーらさんならきっと大丈夫。対たい応おうしてくれるはず（笑）。

ＧＭ：まぁ、なんとかします（笑）。

プリム：ＧＭって大変ですね～。

きくたけ：いやあ、こういうことはホントによくある（笑）。

ＧＭ：では、キャラクターの自己紹しよう介かいをどうぞ。

鈴吹：名前はハサミカメレオン！

一同：ハサミカメレオン!?

プリム：な、なんですか、それ？

きくたけ：もはやキャラクターの名前じゃないな（笑）。

鈴吹：これは怪人としての名前だからな。その名前のとおり、腕がハサミになっているカメレオンの姿をしているぞ。ちなみに人間の姿の時はハヤト・シザースと名乗っている。クラスはシーフ／ニンジャ。種族はフィルボルで、一三歳の少年だ。ハヤトと呼んで欲しい。

[image: ]

ＧＭ：まあ、公こう衆しゆうの面前でハサミカメレオンと呼ぶわけにもいかないですからね。

鈴吹（以降、ハヤト）：出自は［服装倒とう錯さく］なので、普ふ段だんは派手な服を着ている。これが身体からだの色が自由に変わるカメレオンの怪人であることを表わしているのだ。そして、《カメレオンスキン》という一般スキルを持っていて、エンゲージしている状態でも隠おん密みつ状態になることができるぞ。

プリム：本当にカメレオンっぽいんですね（笑）。

ハヤト：だって、カメレオンだし（笑）。境きよう遇ぐうは［出しゆつ奔ぽん］。いろいろあって家を飛び出し、ネオ・ダイナストカバルに入り、怪人になった。後こう悔かいはしてない。

ＧＭ：なるほど（笑）。

ハヤト：目的は［忠ちゆう誠せい］。これは、ネオ・ダイナストカバルのＰＣはみんな持つことになる。

プリム：組織への忠誠が厚あついんですね（笑）。

ハヤト：ニンジャなので隠かくれながら戦うのが得意。武器はクナイ二本を両手に持って、ハサミのようにして戦う。怪人だけど、一三歳だしフィルボルなんで見た目も性格も子どもっぽい。カメレオンの怪人である自分を、かっくいいーとか思ってる。以上！（笑）

ＧＭ：というわけで、シナリオハンドアウトとは大きく変わってしまったので、このシーンの舞台は、ネオ・ダイナストカバルのグランフェルデン支部となります。

ハヤト：そういえばグランフェルデンに支部があったな。

ＧＭ：はい、グランフェルデン支部はリーダーも決まっていて、名前はファウスタ教きよう授じゆ。




ファウスタ教授

　フィルボルの一五歳の美少女。怪人製せい造ぞうから組織のマネジメントやコンサルティングまで手広くこなす天才である。

[image: ]




ＧＭ：数人の構成員が並ぶ前に、ファウスタ教授はカツカツと靴くつ音おとを立ててやってくる。「おはようございます、ネオ・ダイナストカバルの諸しよ君くん」

ハヤト：まあ、そんなことより今日は何の用なんだい、ファウスタ姉ちゃん。

ＧＭ：「ハサミカメレオン！　わたしのことは教授と呼びなさい！」

ハヤト：あっ、ごめーん。ファウスタ……教授（笑）。

プリム：アットホームですね～。

ＧＭ：地域密着型ですからね（笑）。さて、ハサミカメレオンほか、グランフェルデン支部の構成員を前にファウスタ教授はこう言う。「諸君、喜びなさい。実は大だい首しゆ領りようから我がグランフェルデン支部に、直じき々じきに命令がくだりました」

ハヤト：あー、すげえ。そりゃあすげえや！

ＧＭ：「ほんとにすごいと思ってる？」

ハヤト：……う、うん。思ってるよ？（笑）

ＧＭ：「よろしい、いつもどおりの忠ちゆう誠せい心しんですね。では、大首領からお言葉があります」と、部屋に飾かざられた鷲わしの石せき像ぞうの目がビカーンビカーンと光って大首領の声が響ひびいてくる。

ハヤト：おお、大首領！

ＧＭ：「今回の任にん務むについて説明する。まずは冒険者として神しん殿でんに潜もぐり込こむのだ」

ハヤト：神殿に？

ＧＭ：ハヤトの問いに石像の目が再びピカピカと光る。「そうだ。どうやらグランフェルデン大神殿で、よからぬ動きがあるとの報告があった。我がネオ・ダイナストカバルは神殿の悪行を見み逃のがさぬ」

ハヤト：神殿に怪あやしい動き？　確かにそれは見逃すことはできないね。

ＧＭ：「そのとおりだ。ハサミカメレオン、よい心がけだ」

ハヤト：ありがとうございます。大首領！

ＧＭ：そして、ファウスタ教授がびしっ、とハサミカメレオンを指差す。「では、ハサミカメレオンに命じます。冒ぼう険けん者しやに身をやつし、神殿に潜せん入にゆうせよ！」

ハヤト：シザース！（了解の意味らしい）　……ところでオレ、冒険者になれるのかなぁ？

ＧＭ：「そこはなんとかしなさい」

ハヤト：アバウトだなぁ。まぁ、なんとかなるか（笑）。




　ハサミカメレオンはそうつぶやくと、人間の姿に化け、グランフェルデン支部を後にするのであった。







◆Opening04◆ジェイス、再び




　ジェイス・ロウ───。

　グランフェルデンを襲った魔ま族ぞくカスピエルを倒たおした英えい雄ゆうのひとりである。もっとも彼は共に戦った仲間たちを称たたえ、自分はあくまでも彼らを手伝っただけと公言。大神殿内での重要な地位へと推挙する声もあったが、彼はそれをすべて断わり、現在は後進の冒険者育成に心血を注いでいた。




ＧＭ：最後はジェイスのオープニング。では、自己紹介をよろしく。

きくたけ：ふむ。私はジェイス・ロウ。グランフェルデンの神殿に仕える神官だ。クラスはアコライト／バード。『セカンドウィンド』シリーズから引き続いての登場となった。さきほども言われたとおり、キャラクターレベルは６！

一同：おぉ[image: ][image: ]（パチパチ）。

プリム：頼りにしてます！（笑）。

きくたけ（以降、ジェイス）：任せてくれたまえ（笑）。ライフパスの出自は［闇やみの一族］。さっきの話し合いでキュリアと同じ暗殺者集団の出身となった。境遇は［紛ふん失しつ］ですべてを失ったが、『セカンドウィンド』のＰＣのひとりルードの父上に助けられて、神官となった。
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ハヤト：これだけ聞くと、ハードで渋い設定だ（笑）。

ジェイス：冒険者になった目的は［金銭］だが、これも先ほどのルードや恵めぐまれない子どもたちのために金を稼かせいでいたのだ。金に汚きたないとか、胡う散さん臭くさいとか言われているが、実際にはそんなことはないぞ。

プリム：いい人そうです。

ジェイス：〝いい人そう〟じゃなくて、いい人ですよ（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、実際にプレイが始まれば、どんな人かは分かるから。とゆーわけで、ジェイスのシーンからです。キミは、急きゆう遽きよ神官長ソーンダイクから呼よび出だしを受ける。

ジェイス：そういうことならすぐに向かおう。なんだか知り合いが大変なことになっている予感がするからな（笑）。

キュリア：なってます、なってます！（一同笑）

ジェイス：コンコン（ノックの音）。お呼びですか、ソーンダイク神官長。
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ＧＭ：ジェイスがソーンダイクの執しつ務む室しつに顔を出すと、そこには神官長のほかにもうひとり、二二、三歳くらいの神官がいる。柔にゆう和わそうなヒューリンの男性で、人のよさそうな笑え顔がおを浮うかべている。

ジェイス：神官長、そちらの方は？

ＧＭ：「はじめまして、ジェイスさん。〝聖都〟ディアスロンド〟から参りましたギルバートといいます」ギルバートと名乗った神官は、握あく手しゆのために右手を差さし伸のべてくる。

プリム：ディアスロンド？




〝聖都〟ディアスロンド

　エリンディル西方に存在するすべての神殿を統とう括かつするディアスロンド大聖堂のある都市。神殿のトップに立つ教皇がいる場所でもある。




ＧＭ：「いやぁー、感激です！　あのジェイスさんと会えるなんて！　あっ、これからもよろしくお願いしますよ！」ギルバートは、ジェイスの手を握にぎるとぶんぶんと上下に振る。

ジェイス：持ち上げてくれるのはいいんだが……こいつ、馴なれ馴なれしくないか？（笑）

ＧＭ：フランクな性格なんですよ（笑）。

ジェイス：ふん。胡散臭い奴やつだ。

ＧＭ：「いや、ジェイスさんだけには言われたくないから」（一同笑）

ジェイス：うるさい（笑）。そんなことはまぁ、いい。それで？　わざわざディアスロンドからどのような用よう件けんで？

ＧＭ：「ジェイスさんは、〝ヘッジホッグ〟というギルドを知ってますか？」

ジェイス：あぁ。知り合いがメンバーにいる。で、そのギルドが全ぜん滅めつでもしたか？（笑）

ＧＭ：「あっ、もう耳に入ってました？」

ジェイス：そうかそうか、全滅し……（大声で）なんだってぇー!?

ＧＭ：わざとらしいわっ！（一同笑）

ジェイス：いや、ここは驚おどろくのがお約束かと思ってな。で、生存者はいるのか？

ＧＭ：「今のところ、生存が確かく認にんされているのはキュリア・ルピレイという方だけ。ギルドマスターのアメリアさんの消息も知れない状じよう況きようでして……」

ジェイス：ほう。キュリアくんは無事だったか……。で、キュリアくんは？

ＧＭ：「こちらの神殿で保護しています。ただ、心身の疲ひ労ろうが激しく、今はまだ眠ねむっています」ソーンダイクが説明してくれる。

キュリア：わたし、無事戻もどれたんですね。よかったぁ[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：「それで、ここからがジェイスさんへのお願いなんですが……。実はアメリアさんには妹がいまして、その妹さんに〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターになってもらわないと困るんですよ。ですので、まずはその子が冒険者になるのを手伝って欲しいんです」

ジェイス：ちょ、ちょっと待ってくれ。話が見えないぞ。

ＧＭ：「実は〝ヘッジホッグ〟は少々特とく殊しゆなギルドでして……。そのギルドマスターは、代々決められた家系の女性が継つぐことになっているんですよ」

ジェイス：それはまた、珍めずらしいな。

ＧＭ：「なので、アメリアさんが行ゆく方え不ふ明めいとなった今、〝ヘッジホッグ〟を継ぐことができるのは、その妹さんだけなんです。お願いです。私を助けると思って、ここはひとつ！」

ジェイス：「ここはひとつ！」って言われてもな。ところで、なんで〝ヘッジホッグ〟が襲われたんだ？　相手は何者だ？

ＧＭ：その質問にはソーンダイクが答えてくれる。「まだ判はん明めいしていません。なんとか逃のがれてきたキュリアさんによれば、手て練だれの戦士が一刀の下もとに倒たおされたと───」

ジェイス：ほぅ、手練れの戦士が一撃で……。

ＧＭ：「〝ヘッジホッグ〟のギルドメンバーには、護ご衛えいのために〝聖都〟から派は遣けんされた者もいたはずなんですけどねぇ～」ギルバートは大きなため息をつく。

ジェイス：〝聖都〟からの護衛？　なにか理由がありそうだな。聞かせてもらえるか？

ＧＭ：「う[image: ][image: ]ん。申しわけないんですけど、今はまだお教えできないんですよ。〝聖都〟の機密にかかわることなんで。ただ、ここは私を助けると思って、ひとつ！」

ジェイス：またかよっ！（一同笑）

ＧＭ：「グランフェルデンの戦いで、新人の冒険者を見事に育て上げたというジェイスさんの実じつ績せきを見込んでのお願いなんです！　どうか、どうか、引き受けてください。引き受けてくれないと、この私の立場というものが……」ジェイスにすがりつくギルバート。

ジェイス：お前の立場なんかどうでもいい。

ＧＭ：「（すがるような目つきで）……」（一同笑）

ジェイス：……だが、先ほどの話から考えるに、この私が引き受けなくてもほかの誰だれかがやらねばならないことのようだ。分かった。その仕事、引き受けよう。

ＧＭ：「ほ、本当ですか？　あ、ありがとうございます！　先ほどの機密については、すぐにお教えしますから！」再び、手を握ってぶんぶんと上下に振るギルバート。

ジェイス：うっとしいわ！（一同笑）　で、その新ギルドマスター候補の子は今どこに？

ＧＭ：それには神官長のソーンダイクが答えてくれる。「今、神官のひとりに迎えに行かせています。名前はプリミラです」

ジェイス：では、そのプリミラくんが来るまでここでしばらく待つとするか。しかし、彼女は冒険者となってギルドマスターを継ぐことに同意しているのか？

ＧＭ：「その説得もかねて、ジェイスさんにお願いします」

ジェイス：おい、ちょっと待て！

ＧＭ：「名門ギルドの存そん続ぞくがかかっています。どうかしっかり、説得してくださいよ」

ジェイス：なんか大変なことになってしまったな、おい（一同笑）。




　思わぬ事態に、大きなため息をつくジェイスであった。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：これで全員のオープニングが終了。とゆーことで、ＰＣ間コネクションを決めよう！本来ならキャラクター作成直後に決めるんだけど、各ＰＣのオープニングが終わったあとの方が各ＰＣの設せつ定ていとか性せい格かくとかが把は握あくしやすいと思って、ちょっとだけルールを変更しました。順番はプリム→キュリア→ジェイス→ハヤト→プリムで、お願いします。




「じゃあ、振ふります！　［慕ぼ情じよう］ですね」

「おおっ、慕したってもらえる。やった！　これで三下じゃない（笑）」

「う～む。どうやら［秘ひ密みつ］を共有しているらしい」

「同じ暗殺組織だし、ちょうどいいですね」

「［信しん頼らい］？　なんで、ネオ・ダイナストカバルの奴やつを［信頼］してるんだよ！」

「その方が、こっちを疑うたがわずにすむから楽だよ」

「おぉ～、そういう考えもあるか（笑）」

「［憧しよう憬けい］だ。憧あこがれのお姉さんということで！」




　こんな大おお騒さわぎの中、ＰＣ間コネクションが決定した。くわしくは次のページを参照だ！

[image: ]







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆冒ぼう険けん者しやになりませんか？




　神官に連れられ、プリムはグランフェルデン大だい神しん殿でんへと向かう。

　一体姉になにが起こったのか。これからなにを告げられるのか。不安に押おし潰つぶされそうになるプリム。

　そんな彼女を出で迎むかえたのは、人のよさそうな笑え顔がおを浮かべている男性と、整った顔立ちながらも冷たい目をした男性という、ふたりの対照的な神官だった。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズとなる。最初のシーンのシーンプレイヤーはプリム。場所はグランフェルデン大神殿の一室。ジェイスも登場よろしく！

プリム：はーい。

ジェイス：なるほど。プリミラくんを私とギルバートが出迎えて、冒険者になるように説得するシーンというわけだな。

ＧＭ：そうです。とゆーわけで、プリムの前にはふたりの神官──ジェイスとギルバートがいる。

ジェイス：では、噂うわさのプリミラくんの実力を見み極きわめるとしよう。（上から下へと視線を動かしながら）じ──────っ。

プリム：な、なんなんですか？

ＧＭ：「ジェイスさん、プリミラさんが怯おびえているじゃないですか。いやー、わざわざお呼よび立だてして申もうしわけありません。あっ、私わたしはギルバートと申します。ご覧のとおり、神官などをやっています。どうぞよろしく」ニコニコと笑みを浮かべたまま、ギルバートと名乗った神官が挨あい拶さつをしてきます。

プリム：は、はぁ。

ジェイス：（冷たい口調で）ジェイス・ロウだ。

プリム：うっ……な、なんかジェイスさん……恐こわいです。

ジェイス：そう、怯えることはない。じ──────────っ。

一同：怯えるわっ！（笑）

ＧＭ：「ジェイスさん！　お願いだから、プリミラさんを怖がらせないでください」

ジェイス：私は別に恐くないぞ（笑）。

ＧＭ：「えーっと、とりあえず私から説明しますね」ギルバートはジェイスをたしなめると、言いづらそうにプリムに話しかける。その表情からは笑みが消えている。

プリム：うっ……。

ＧＭ：「実はお姉さんのギルド、〝ヘッジホッグ〟なんですが……」

プリム：……は、はい。あー、なんかドキドキします。

ＧＭ：プリムの心配そうな顔にギルバートは言い淀よどむが、意を決したように言葉を続ける。「…………何者かに襲われたとのことです」

プリム：それで、お姉ちゃんは……。

ＧＭ：「分かりません。生存者が一名確認されていますが、それ以外はまだ……。現在、ほかの冒険者が確認のため、現地に向かっているとのことですが、おそらく……」

ジェイス：絶ぜつ望ぼう的てきだな。

キュリア：ア、アメリアさん……。

プリム：で、でも、まだ死んだと決まったわけじゃないし……。

ＧＭ：「……お気持ちは察します。どうかお気を落とさず」

プリム：は、はい……。

ＧＭ：「そして、このような状況で言うことではないんじゃないかなぁと思うんですが……。プリミラさん、あなたを神殿にお呼よびしたのはお願いがあってのことなんです」

プリム：お願い？

ＧＭ：「実はアメリアさんがギルドマスターを務めていた〝ヘッジホッグ〟は、特別なギルドでして。代々あなたの家か系けいがギルドマスターとなることが決められているんですよ」

キュリア：さっきもそんな話が出てましたけど、それって珍めずしいんですか？

ＧＭ：ええ、とても珍しいです。世せ襲しゆうでギルドマスターを継いでいるところはほかにあるかもしれないけど、神殿によってそう決められているギルドはそうそうないですよ。

プリム：あのー、あたしはその話を知っています？

ＧＭ：知っていてもいいですよ。

プリム：じゃあ、それは存ぞんじていますって答えます。

ＧＭ：「おお、それは話が早い！　どうです？　冒険者になりませんか？」

プリム：……え？

ＧＭ：「アメリアさんが行方不明という状況となってしまった今、プリミラさんが冒険者となって、〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターを務めて欲しいんです」

プリム：（即座に）そんなの無理です！

一同：断わるの速っ!!（笑）

プリム：い、いや、本当はいろいろと悩なやんでいるんですよ。大おお怪け我がをしてからは冒険者の修しゆ行ぎようしていないし、お姉ちゃんもまだ死んだと決まったわけでもないし、そんなあたしが冒険者になれるのかなぁ～って。で、消極的な性格なら断わるかなぁ～って……。

ＧＭ：そんな葛かつ藤とうが、プリムの心の中であったということで（笑）。

ハヤト：言うなれば、〝ためらいなき、ためらい〟？




　どっちなんだ。




プリム：（不安そうに）あ、あのー、まずかったですか？

ハヤト：いえいえ、面おも白しろいからもっとやってください（一同笑）。

ＧＭ：ちょ、ちょっと（笑）。えー、そうするとギルバートは申しわけなさそうにこう言う。「そうですか。となると、あとはセシリーさんにお願いするしかないですねぇ」

プリム：え？　セシリー？

ＧＭ：「はい。あなたが引き受けないってことになれば、我われ々われはセシリーさんにお願いするしかないです。〝ヘッジホッグ〟はあくまでも血によって継けい承しようされる特別なギルド。あなたが無理なら、もうセシリーさんしか……」

プリム：セシリーには冒険者なんて無理です！　だって、あの子は病気なんですよ。

ＧＭ：「私も、できればこんなこと言いたくないんです。でも、これは決まりごとでして。私の一いち存ぞんではどうすることもできず……」と、ギルバートは心苦しそうに言う。

プリム：で、でも、あたし冒険なんて全然できないですもん。昔、大怪我したくらいですし。運動神しん経けいないですし……。

ジェイス：ふっ、ここは私の出番だな。（咳せき払ばらいをして）いや、そんなことはない。プリミラくん、私のみたところキミには十分冒険者の才さい能のうがあるっ！

キュリア：断だん言げんした!?

ジェイス：キミの姉上も母上も、実力ある冒険者だった。

プリム：そうなんですか？

ジェイス：そうなのだ。〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターは代々見事な活かつ躍やくをし、才能に長たけていると聞く。案ずることはない、キミもその血を引いているのだから。

プリム：そ、そうかな（笑）。

ハヤト：おだてモードに入ったな。

ジェイス：それに冒険者になれば、お姉さんの行方について、なにか分かるかもしれないぞ。冒険者のもとにはさまざまな情じよう報ほうが入ってくるからな。

プリム：本当ですか？

ジェイス：本当だとも。

プリム：……（少し考えて）あのー、冒険者ってすぐなれるものなんですか？

ジェイス：うむ。簡単な適てき性せい試し験けんを受けるだけでなることができるぞ。

プリム：（再び即そく座ざに）し、試験なんて無理です！

一同：またまた速っ!!（笑）

プリム：あっ……いえ、こ、これでもプリムは迷ってるんですよ。試験に受かるわけないとか。でもお姉ちゃんのことが分かるなら冒険者になってもいいかもとか……。

ジェイス：間かん髪はつ入れずの優ゆう柔じゆう不断……ってとこだな（笑）。

ハヤト：いや、即断即決のためらいの方があってない？（笑）

プリム：えーっと……えへへへ（笑）。

ＧＭ：「まぁ、試験のことはご安心ください。試験用のダンジョンには、こちらのジェイスさんが同行してくれますから」

ジェイス：……は？

ＧＭ：「彼は冒険者としての経けい験けんも豊ほう富ふです。冒険者となる上でよき指し導どう者しや、よき相談役となってくれるでしょう」

プリム：本当ですか？

ジェイス：あ、ああ、もちろんだとも。快く引き受けようではないか（一同笑）。

プリム：う～ん、でも試験かぁ。不安だよう（笑）。

ジェイス：では、そんなプリミラの様子を見た私はこう提案しよう。どうやらプリミラくんは、あまりにも急なことで動転しているようだ。どうだろう、ギルバートくん。彼女に明日まで考える時間を与あたえてみては？

[image: ]

プリム：あっ、はい。そうしていただけると……。

ＧＭ：「なるほど。それもそうですね。では、明日の昼まで返事を待つことにしましょうか。よーく考えてくださいね」

プリム：（不安そうな声で）……は、はい。

ＧＭ：とゆーところで、場面をプリムの自じ宅たくに移そう。ただし、シーンはそのまま継続ということにするので、プリムはそのまま登場で。ジェイスは退場かな。

ジェイス：いや、ちょっとやりたいことがあるので、そのままということで。

ＧＭ：了解！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では場面は変わってプリムの自宅。プリムが神殿から家に帰ってきたところだ。家ではセシリーがご飯も食べずに椅い子すに座って待っていた。「プリムお姉ちゃん、お帰りなさい」

プリム：……（しょんぼりした感じで）うん、ただいま。

ＧＭ：「どうしたの？」心配した様子でセシリーが尋たずねてくる。

プリム：ど、どうしよう。でも、言わないとまずいですよね？

ＧＭ：それはプリム次し第だいです。

プリム：う～ん、セシリーならきっと大だい丈じよう夫ぶ……かな。（しばらく悩んで）……えっとね、アメリアお姉ちゃんのギルドが何者かに襲われたって……。

ＧＭ：「……えっ？　コホッ、コホッ！」プリムの言葉に驚おどろいたのか、セシリーは咳せき込こむ。

プリム：だ、大丈夫？　セシリーの背中をさすります。

ＧＭ：「あ、ありがとう。プリムお姉ちゃん。でも、本当なの？」

プリム：うん。今、冒険者さんが確認に行ってるって……。それでね。あたしが冒ぼう険けん者しやにならないといけないって、神官の人たちに言われて……どうしようセシリー！

ＧＭ：と、そんな不安そうなプリムに向かって、セシリーは落ち着いた表ひよう情じようで言う。「……きっと、アメリアお姉ちゃんは大丈夫」

プリム：だ、大丈夫って言ったって……。

セシリー：「だって、今までだって必ず帰ってきたんだから。わたしたちが信じていれば、お姉ちゃんは帰ってくる。わたしはそう思うの」セシリーの言葉には、どこか不思議な説得力を感じさせるものがある。

プリム：妹に説得されてしまいました（笑）。

セシリー：「それで、プリムお姉ちゃんはどうしたいの？」

プリム：え？　ど、どうしたいって……どういうこと？

ＧＭ：「プリムお姉ちゃんは、冒険者になるのは嫌いやなの？」




　プリムをじっと正面から見つめるセシリー。

　その蒼あおく澄すんだ瞳ひとみに心の奥まで見られた気がして、プリムは恥はずかしさのあまり、ごまかすように言いつくろう。




プリム：い、嫌とかそんなことはないよ？　だって、怪我する前は冒険者になるためにがんばっていたわけだし、冒険者になればお姉ちゃんのことが分かるかもしれないし……。でも、あたしじゃできないんじゃないかって……。

ＧＭ：「そんなことないよ」

プリム：えっ？

ＧＭ：「プリムお姉ちゃんは、いつも自分は何もできないって決めつけているみたいだけど……全然そんなことないよ？」

プリム：そうかな？

ＧＭ：「そうだよ。この家のことだっていろいろやってくれてるし、アメリアお姉ちゃんがいない時は、いつもプリムお姉ちゃんがわたしを助けてくれたじゃない」

プリム：そっか……。

ＧＭ：「うん、そうだよ。プリムお姉ちゃんなら、きっと大丈夫！　だから、プリムお姉ちゃんも、冒険者になるって夢を諦あきらめないで」

プリム：……夢？

ＧＭ：「そう夢だよ。プリムお姉ちゃんの夢……」そう言うと、セシリーはプリムに向かって笑え顔がおでうなずく。

プリム：…………うん、分かったセシリー。あたし、冒険者になる！

一同：おお～！（拍はく手しゆ）

キュリア：ついに決けつ断だんしましたね～。

プリム：あたし、やってみるね。冒険者になって、アメリアお姉ちゃんと帰ってくる！

ＧＭ：「うん、待ってるね」

プリム：明日の試験、がんばる！

ＧＭ：「じゃあ、遅おそくなっちゃったけど、お夕飯にしよ？」セシリーは椅子から立ち上がると、夕食のシチューを温め直すために台所に向かう。

プリム：あ、待って。あたしも手伝う。

ＧＭ：「うん。じゃ、お皿出してプリムお姉ちゃん」

ジェイス：じゃ、そんなふたりの様子を外で聞いていよう。

プリム：つけられてた!?（一同爆ばく笑しよう）

キュリア：ストーカーだ！　ストーカーがいますよっ!?

ジェイス：違うよ！　見守ってるんだよ！（一同笑）

ハヤト：そうは思えないし……。

ジェイス：いや、プリミラくんの決意の言葉を訊ききたかっただけだよ。

プリム：ああ、そうなんですか。

ジェイス：そうだよ！　そして──。




　家の壁かべに背せを預あずけているジェイスの耳に、仲よく食事するふたりの声が聞こえてくる。その声にはもはや迷まよいはない。

　そう確信したジェイスは、優しい微笑ほほえみを浮うかべると、ゆっくりとその場を去っていった。







◆Middle02◆白き薔薇ばらの鍵かぎ




　朝──。

　神しん殿でんの一室で目が覚めたキュリアは、あの惨さん劇げきが夢であることを願った。

　だが、部屋を訪おとずれた神官長ソーンダイクの暗い表情から、あの出来事が夢でなかったことはすぐに分かった。




ＧＭ：それでは次のシーン。場所は神殿。キュリアが目を覚ましたことを知った神官長のソーンダイクが、部屋にやってきたところだ。もちろん登場しているのはキュリア。

キュリア：はーい。

ＧＭ：では、キミは身み支じ度たくを整え、ソーンダイクを出で迎むかえている。「今回のことは、本当に大変でしたね。今、神殿から別の冒険者を派は遣けんし、生き残った方の捜そう索さくを進めています」

キュリア：（大人っぽい感じで）それで……誰だれか見つかりましたか？

ＧＭ：キュリアの問いに、ソーンダイクは静かに首を横に振る。「いいえ。今のところ、キュリアさん以外の生存者は確認されていません」

キュリア：が─────ん！（一同笑）

ジェイス：素すが出てる、出てる（笑）。

キュリア：はっ！　（清純そうな声で）そ、そうですか……（一同笑）。

ＧＭ：「しかし、アメリアさんの遺い体たいが発見されたわけではありません。希望はあります」

キュリア：もちろんです！　アメリアさんはきっと生きている。わたしはそう信じてます。

ＧＭ：「それで、〝ヘッジホッグ〟を襲おそった連中についてですが、なにか気がついたことはありませんか？」

キュリア：気がついたこと？　あっ、そういえば、ローブで顔はよく見えませんでしたが、竜ドラゴンが彫ほられた腕うで輪わをしていました。

ＧＭ：「竜の腕輪？」キュリアの言葉にソーンダイクはじっと考え込む。

プリム：なんか知ってそうですよ！

キュリア：ですね。あ、あのー、なにか心当たりが？

ＧＭ：「ええ。まだ確証はありませんが……。分かりました。その竜の腕輪については、こちらで調べてみます。なにか、分かり次第、ご連れん絡らくいたします」

キュリア：（お辞じ儀ぎをしながら）お願いいたします。

ＧＭ：「なにか、ほかにありませんか」

キュリア：え？　ないですけど……。

ＧＭ：……（笑顔）。

キュリア：あ、あ─っ！　鍵っ、鍵！　わ、忘れてましたっ！　神官長、そういえばアメリアさんから預かった物があったんでした（笑）。ごそごそ……これです（鍵を渡す仕草）。

ＧＭ：「鍵？　……神殿のシンボルである十字に白い薔薇の紋もん章しよう？　なるほど、そういうことですか」鍵の頭部に彫られた模様を調べながらソーンダイクがつぶやく。

キュリア：なんの鍵なのか、知ってるんですか？

ＧＭ：「えぇ、まぁ。……とりあえず、鍵はお預かりしておきましょう。……ただ、あなたの性格だと、この鍵と関かかわり合いを持つことになるかもしれませんね」

キュリア：え？　それってどういうことですか？

ＧＭ：「いえ、単なる私の推測です」キュリアの質問に、ソーンダイクは済まなそうな表情を浮かべる。「そうだ、じきにアメリアさんの妹さんがこちらにお見えになりますが、お会いになりますか？」

キュリア：う～ん、ひとりだけ生き残ってるんで会いづらいかも……。

プリム：そ、そんなことないです。会ってください！（笑）

キュリア：ですよね～（笑）。アメリアさんとの約束もあるし……分かりました。会います！




　キュリアはほんの少し迷うそぶりを見せたが、決意を込めて大きくうなずいた。







◆Middle03◆新たな出会い




　ノックの音が家中に響ひびく。

　ついに時が来てしまった。プリムはためらいがちにドアを開ける。

　と、そこに立っていたのは昨日出会った神官──ジェイス・ロウだった。




ＧＭ：では、次のシーン。場所はプリムの自宅。これから神殿に行くところ……。

ジェイス：いや、私みずからプリミラくんの自宅に行こう。

プリム：えっ？

ジェイス：なんだね？　私では不服かね？（笑）

プリム：そ、そんなことないですよ（笑）。

ジェイス：というわけで、プリミラくんの家のドアをノックしよう。お迎むかえにあがりました。

プリム：（震ふるえる声で）あっ、ジェイスさん……。

ジェイス：なぜ、キミはそんなに怯おびえているのかな？

プリム：いえ、昨日からなんとなく視し線せんを感じていたので（笑）。

ジェイス：なるほど。それは気持ちが昂たかぶってしまっているためだろう。よくあることだ。気のせいだよ。

一同：気のせいじゃないだろっ！（笑）

プリム：人の家を覗のぞいていたじゃないですかっ!!（一同笑）

ジェイス：（怪あやしい声で）覗いていたんじゃない。見守っていたんだよ。（咳払い）そんなことよりも、決心はついたかね？

プリム：あ、はい。（決意を込こめた声で）あたし冒険者になります！

ジェイス：そうか。その決意ができているならいい。さあ、馬車に乗りたまえ。

プリム：……。

ジェイス：どうした？　馬車に乗りたまえ。

プリム：……これから、試験を受けるんですよね。

ジェイス：そのとおりだ。だが、安心したまえ。キミの母上も姉上も立りつ派ぱな冒険者だったと聞く。キミならきっとできる。

プリム：でも、あたしと違ちがってお母さんとお姉ちゃんは優ゆう等とう生せいだったし……。

ハヤト：決意、もう鈍にぶってるし（一同笑）。

プリム：やっぱり、なかなか自分に自信が持てないんですよ。

ジェイス：……なぜキミはそんなに自信がないのかね？（一同笑）

プリム：（ためらいがちに）だって、頭は悪いし、運動神経ないし、運もないし……。絶対にお姉ちゃんたちみたいに上手にできないですよ。

ジェイス：ふーむ。こんなタイプは初めてだな。まずは自信をつけさせることからだな（笑）。よし、とりあえず神殿に向かおう。

プリム：は、はい！　お願いします。




　ジェイスに説得され、神殿へと向かうプリミラであった。




ＧＭ：それでは場所は神殿へ移る。訓練用のダンジョンに向かうため、礼拝堂の中を通っていくことになるのだが、そこにはふたりを出迎えるように二〇歳くらいのエルダナーンの女性が立っていた。ちなみに、その頭にはなぜかタコがのっている（笑）。

キュリア：お、わたしの登場ですね。

ジェイス：では、私が仲介役となろう。おぉ、キュリアくんじゃないか。そうだ、紹しよう介かいしておこう。（プリムへと手を差しだし）プリミラ・ヘッジホッグくんだ。アメリアくんの妹で、冒険者の試験を受けることになった。

キュリア：アメリアさんの妹？

プリム：プリミラ・ヘッジホッグです。はじめま──。

キュリア：（突然に）抱だき寄よせます！　がばっ！

プリム：え？

キュリア：そして、泣き出します！

プリム：え──────っ!?

キュリア：う、うわああ[image: ][image: ]ん！　ごめんなさい、ごめんなさい。

プリム：キュ、キュリアさん？

キュリア：ごめんなさい、ごめんなさい、わたしのせいでアメリアさんが[image: ][image: ][image: ]。

プリム：ど、どうしたんですか？

キュリア：でも、でも、うわあぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん！

ジェイス：落ち着くんだキュリアくん！　（頭を叩たたく振りしながら）ゴン！

キュリア：あっ、叩かれたっ!?

ＧＭ：が、ジェイスの拳こぶしがキュリアへと届く前に、ターチュがぴゅーっと吐はいた墨すみがジェイスの顔に直ちよく撃げきする！（笑）。

ジェイス：ぶばっ！　な、なにをする！（一同笑）

ＧＭ：「ふっ！」墨で真っ黒になったジェイスに向かって、ドヤ顔を見せるターチュ。

ジェイス：ほぅ、タコの分際でいい度胸ではないか。ちょっと来い。たこ焼きにしてやろう。

キュリア：あぁ[image: ][image: ]、ターチュを食べないでください！

ＧＭ：すると、ターチュはニヤリと笑って、足の一本で首を斬るしぐさをする。

ジェイス：き、きさま──っ!!　タコの分際で人間に盾突く……（以下略）。




＊　　　＊　　　＊




ジェイス：というわけで、彼女がキュリア・ルピレイくん。今のところ、〝ヘッジホッグ〟唯ゆい一いつの生き残りだ。

プリム：お姉ちゃんのギルドの人だったんですね（笑）。

キュリア：ごめんなさい、自分だけが残ってしまって……。

プリム：そんな、キュリアさんが生きていてよかったです。それに、お姉ちゃんがお友だちになって欲しいって言った人だもの。悪い人じゃないと思います。

キュリア：ありがとう。でも、なんで神殿へ？

ジェイス：これからプリミラくんは、冒ぼう険けん者しやになるための試験を受けるのだ。

キュリア：え？　プリミラさんが？

プリム：自信ないんですけど……。

キュリア：大だい丈じよう夫ぶですよ、きっと。そうだ。それだったら、わたしもお手伝いします。まだわたしのレベルは１だから、問題ないですよね？

ジェイス：確かに。パーティー行動の時の様子も確かく認にんしたいからな。キュリアくんさえよければ、手伝ってくれないか？

キュリア：はい、よろこんで。よろしくね。えーと、プリムちゃん（笑）。

プリム：こ、こちらこそ……。

キュリア：（素に戻って）さぁ、先輩としていいところを見せますよ！

プリム：期待してます、先輩！

キュリア：せ、先輩……。やっぱり、いい響きです（一同笑）。

ＧＭ：とゆーわけで、合流した一行は、訓練用ダンジョンへと向かう。聖堂の奥に建てられたそのダンジョンの入口──無骨な鉄の扉の前にはギルバートがすでに待っていた。「プリミラさん、どうやら冒険者になる決意はされたみたいですね」

プリム：あ、いえ、その……。

ジェイス：目め一いつ杯ぱい決意が鈍っているようだ（一同笑）。

ＧＭ：あら？　「プリミラさん、どうやらまだためらっているようですね」（一同）

プリム：……は、はい。

ジェイス：大丈夫だ。キミならきっとできる。それに、キュリアくんという心強い仲間もできたことじゃないか。

キュリア：そうです、そうです（笑）。

ジェイス：だが……（プリムを指して）ウォーリア、（キュリアを指して）メイジ、（自分を指して）アコライトか。となると、シーフが欲ほしいところだな（笑）。

ハヤト：おっと、じゃあそこで登場だぜ！　シーフを探さがしているんだって？

ジェイス：誰だれだ、キミは？

ハヤト：オレの名は、ハサミカメレオン───!!

一同：ハサミカメレオン!?（笑）

ハヤト：……じゃなかった、ハヤト・シザース！

ジェイス：で、そのハヤトくんがなんの用だ？

ハヤト：オレ、シーフなんだ。オレも冒険者になりに来たんだけど……。

ＧＭ：「おや？　今日はプリミラさん以外の冒険者の審査はなかったはずですが……」ギルバートはハヤトに不審な目を向ける。

ハヤト：あれ？　おかしいなぁ～、書類は出しておいたはずだけど……。と、口から出任せを（笑）。

ジェイス：う～む。確かにどこかカバル臭い気がする。




　どんな臭いだ。




ハヤト：ぎくっ！（一同笑）

ジェイス：だが、私のＰＣ間コネクションによれば、この少年は［信頼］するに足る人物。

ハヤト：もちろん、シーフの技もちゃんとしてるよ。おじさん、オレも試験を受けさせてくれよ。

ジェイス：むぅ……（考えてる）。おじさんと呼ぶことは気に食わんが、我々が気づかぬほどの隠おん密みつの技わざ。若わかいが腕うでは確かなようだな。どうだろう、ギルバートくん。試験だけでも一緒に受けさせてみては？

ＧＭ：「まぁ、ジェイスさんがそう言うならば……。どのみち、シーフの代わりは別に用意する予定でしたからね」

ハヤト：やったー！

ジェイス：では、ほかのみんなを紹介しよう。あそこにいる内気そうな少女がプリミラくん。タコを頭にのせた女性がキュリアくんだ。

プリム：プリミラ・ヘッジホッグです。

キュリア：キュリア・ルピレイです。

ハヤト：わぁ、綺き麗れいなお姉さんたちだー。どきどき（一同笑）。

ジェイス：さっ、ハヤトくんも挨あい拶さつしたまえ。

ハヤト：じゃ、よろしくお願いします。ハヤト・シザースっていいます。あんまり経験ないんですけど、一いち応おうシーフなんで。トラップの発見はできるよ。

ジェイス：解かい除じよは？

ハヤト：解除はまあ、まだまだこれからって感じで。温かい目で見てくれるといいなー。ほら、オレやっぱり若いでしょ。将しよう来らいに投とう資しすると思ってさ（笑）。

プリム：でも、あたしよりも全然役に立ちそう……。

キュリア：ちょっ!?　そこで落ちこんじゃ駄だ目めですよぉ（一同笑）。

ＧＭ：「じゃあ、こちらの四人で試験を受けるということで。ギルドは仮結成で申しん請せいをお願いしますね」まぁ、データ的にはそのまま〝ヘッジホッグ〟のものを使ってください（笑）。

ジェイス：まぁ、そうなるな。

ＧＭ：「それと試験の内容は６レベルのジェイスさんが試験官兼けんメンバーとして加わっているため、エネミーが多少強めになっているそうです」書類をめくりながら、ギルバートが教えてくれる。

ジェイス：おぉ～、それは楽しめそうだな。

プリム：（不安そうに）だ、大丈夫なんですか？

ジェイス：強いということは、それだけ成長点とお金が手に入るということだ。これはまたとない機会だぞ（笑）。

ＧＭ：あ、ちなみに冒険者ではないプリムとハヤトは装備はないはずなので、神殿の方で用意したということにします。あとでそれを買い上げてもらうという感じですね。

ハヤト：オレはネオ・ダイナストカバルの怪人なので、装そう備びはそろってることにしたいんだけどいい？

ＧＭ：了りよう解かい。

キュリア：わたしも、すでに装備はそろえていていいんですよね？

ＧＭ：ええ。すでに冒険者という設定ですから（笑）。

ジェイス：それでは各員。隣りん室しつに武器や鎧よろいが用意してあるのでそれを装備し、ダンジョンの入口に集合だ。

プリム：はい！　じゃあ、あたしは用意されてる装備を見てみます。

ＧＭ：１レベル用の装備がいろいろとそろっている。もちろん、キャラクターシートに書いてある物は用意されている（笑）。

プリム：これがハットで、これがレザージャケット。これがグレートソード。

ハヤト：すげー、あのお姉ちゃんグレートソードを選んだよ！

プリム：うん、なんかしっくりくる。

ハヤト：ねえ、重くない？

プリム：うん、大丈夫。武器はこれな気がします（笑）。

ジェイス：時にキュリアくん。キミは鎧をつけないのかね？

ハヤト：あ、オレ聞いたことある。〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟のひとりは、鎧を着てなかったらしいよ。

キュリア：でやんす……なんだろう、なんだかすっごくしっくりときます（一同笑）。




　ご存じの方も多いと思うが、小島さんは『アリアンロッド』リプレイシリーズに頻繁に登場するベネットというキャラクターの声を担当してくれている。

　鎧を着ていなかった英雄とはそのベネットのことなのだ。




ＧＭ：「さて、準備はできました？」全員の顔を見渡しながら、ギルバートが尋たずねてくる。

プリム：は、はい！

キュリア：準備できました。

ハヤト：こっちもいいぜ。

ジェイス：うむ。大丈夫なようだな。よし、準備完了だ。

ＧＭ：「それではダンジョンへと向かってください。ジェイス試験官、あとはよろしくお願いします」

ジェイス：うむ、任まかせたまえ。さて、行こうか、プリミラくん。

プリム：は、はい。がんばります！




　ダンジョンの入口に設しつらえた鉄の扉とびらが、音を立てながら開く。

　それぞれの思おも惑わくを胸に、四人はダンジョンへと足を踏ふみ出だした。
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◆Middle04◆試練の迷めい宮きゆう




　冒険者となるための試練のダンジョン──。

　これを突とつ破ぱすることが冒険者の第一歩となるのだ。

　ダンジョンへと進んだ四人のうしろで、ゆっくりと扉が閉まっていった。




ＧＭ：それでは、ここからはダンジョンだ。幅はば三メートルほどの通路の両側には明かりが灯ともされ、とりあえず周囲を見るのに不便はない。そしてキミたちの目の前、一〇メートル先にまた金属製の［扉］が見える。

ハヤト：じゃあ、飛び出したオレはその［扉］を開けようとするぜ！

ジェイス：おい、待たんか。（襟えり首くびを掴つかむ真ま似ねしながら）がしっ！　ハヤトくんは落ち着きがない。記録しておこう（笑）。

ハヤト：なにするんだよ！　放せ、放せよ！

ＧＭ：と、ジェイスに掴まれてジタバタしているハヤトの目に、［扉］に掛けられているプレートが飛び込んでくる。そこには青い文字で〝鍵かぎと罠わながかかっています。見つけて解除しましょう〟と書かれてある。

ハヤト：あ、危ねぇ～。なにも考えずに開けるところだったぜ（笑）。

ジェイス：ハヤトくんは注意力散さん漫まん……っと（笑）。

ＧＭ：とゆーことで、最初の試験はトラップの対処だ！

ジェイス：うむ。トラップの対処法の基本は、シーフを［扉］にエンゲージさせて、ほかの三人は扉から離れることだ。ただし、離れる距きよ離りは二〇メートル以内。これよりも離れるとダメージを減らす《プロテクション》が届かなくなり、危険だからな。

プリム：それがダンジョン攻こう略りやくの仕方なんですね。

ジェイス：そうだ。では、セオリーどおりいこうかハヤトくん。

ハヤト：分かったぜー、と［扉］に駆かけ寄よります（笑）。

ジェイス：お、おいっ！

ＧＭ：大丈夫、［扉］以外に罠はありません。本当に初心者試験用のダンジョンなんで（笑）。

ジェイス：まぁ、それもそうか。

ＧＭ：で、トラップ探たん知ちの前にこの［扉］には［鍵Ａ］が掛かけられているいるのが分かる。

プリム：［鍵Ａ］というのは？

ジェイス：トラップ解除に成功すれば開けることのできる錠じよう前まえのことだ。一方、開けるために専用の鍵が必要な錠前は［鍵Ｂ］となる。

プリム：なるほどー。

ジェイス：よいかね、トラップ探知をする時はキャラクターシートのここを見るんだ。

プリム：（キャラクターシートを見て）あっ、ちゃんと書いてある。なんだかチュートリアルっぽいですね。
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ジェイス：今回の試験は、それも兼かねているのだよ（笑）。

ＧＭ：ちなみに《ファインドトラップ》というスキルを取得していないと、トラップ探知に失敗した場合はトラップが作動するので気をつけるように。

プリム：なるほどー。

ハヤト：オレは《ファインドトラップ》を持っているから失敗しても大丈夫だぜ。しかもスキルの効果で３Ｄも振ふれるぞー（ダイスを振る）……ダイス目は10だから達成値は16。

ＧＭ：お、それならハヤトは［扉］に仕掛けられていたトラップを発見した。

ハヤト：やったー、見つけたぜ！　これが初めてのトラップ探知成功かも。オレ、今までネオ・ダイナストカバルで訓練しただけだったし。

ジェイス：……ネオ・ダイナストカバル？

ハヤト：あっ、なんでもない、なんでもない。あはははは……。

ジェイス：はっはっはっ、聞きき間ま違ちがえか。一いつ瞬しゆん、神殿に敵てき対たいしている悪の組そ織しきの名を聞いたような気がしたが、私が［信しん頼らい］するハヤトくんのような若わか者ものがそんな組織の名を口にするなんてあり得ないからな（笑）。

ハヤト：そ、そうだよそうだよ……ふう、危あぶなかった（笑）。それで、どんなトラップ？

ＧＭ：［タライの雨］の簡かん易いバージョン。効果は上からタライが落ちてくるというもので、これを受けた者はあまりの恥はずかしさにＭＰが減ってしまうという恐おそろしいトラップだ。ただし、簡易バージョンなんで、全体的にデータは弱めに設定されている。

ハヤト：［タライの雨］かぁ。マヌケな奴やつが引っかかりそうなトラップだね。

キュリア：わたし引っかかりそう！　すごく引っかかりそう！

ジェイス：確かに（笑）。

ハヤト：え？　キュリア姉ちゃんってマヌケだったの？（笑）

キュリア：そ、そんなことないですよ。マヌケなわけないじゃないですか～。ちょっと抜ぬけているだけです！（きっぱり）

ジェイス：同じことだ（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。さて、それではトラップを解かい除じよしてもらうか。［タライの雨：簡易バージョン］の解除値ちは15だ！

ハヤト：15かぁ～。オレの【器用】は６だから、ダイス目で９以上はけっこうきびしい。それにトラップ解除にボーナスのある《リムーブトラップ》は取得してないんだよね（笑）。

プリム：あたし、持ってますよ。

ジェイス：おぉ、そうか。それなら、ここはプリミラくんにやってもらおう。

プリム：（即そく座ざに）む、無理ですっ！

ハヤト：相変わらず速い（一同笑）。

プリム：あっ、いえ、《リムーブトラップ》は持っているけど、習ったのはずーっと昔だし、そもそもトラップ解除するのは初めてだし、そんな感じにためらった結果です（笑）。

ハヤト：でも、オレは２Ｄ＋６で判定だけど、プリム姉ちゃんは３Ｄ＋４だから[image: ]ぐらい期き待たい値が高いんだよね。

プリム：たった[image: ]じゃないですかぁ～（一同笑）。

ジェイス：プリミラくんは、本当に自信が持てないタイプだな（笑）。

プリム：うう～、これって引っかかるとダメージどれくらいくらうんですか？

ＧＭ：ダメージは受けませんが、ＭＰロスを受けるのでＭＰが15点ほど減へります。

キュリア：プリムちゃん、がんばって！

プリム：わ、分かりました。いきます！　えいっ！　（ダイスを振る）ダイス目は９！

ＧＭ：トラップ解除の達たつ成せい値ちは13、残念！

プリム：だから言ったじゃないですかー！（一同笑）

ＧＭ：と、プリムの頭の上に、タライがどかーんと。

プリム：きゃ─────っー！

ＧＭ：さて、このタライに当たるかどうかの判定だ。【幸運】判定で12以上が出れば、落ちてくるタライを避よけることができる！

プリム：タライよ外れて～！　（ダイスを振る）……あっ、13。やったー！　避けました！

ＧＭ：では、プリムは落ちてくるタライをとっさにかわすことに成功した。ゴイン！　カランカランカランカランカラカラカラカラ……（タライが床ゆかに落ちて、回る音）。

プリム：あ、危なかったぁ～。

ジェイス：すごいじゃないか、やはりキミには冒ぼう険けん者しやの素質があるな。

プリム：そう言われると、ちょっと嬉うれしい。少し自信がでてきました（笑）。

キュリア：おめでとう、プリムちゃん。ハイターッチ！

プリム：ありがとうございます、ぱちーん！（笑）

ハヤト：やるじゃんお姉ちゃん。さあ、次は［鍵Ａ］の解除だよ。

プリム：え？　またあたしがやるんですかぁ？

ハヤト：そっちの方が確かく率りつ高いし（笑）。




　言われるままに［鍵Ａ］を解除するプリム。

　今度は無事に判定は成功。［扉］に仕掛けられていた［鍵Ａ］は解除された。




ＧＭ：では、キミたちは扉を開けて、次の部屋へと入っていく……。とゆーところで、次のシーンへと移うつろう。







◆Middle05◆クマクマパニック！




　第一の試練はプリムの活躍によってなんとか突とつ破ぱできた。

　なんとなく自信を得たプリムと共に、〝ヘッジホッグ〟は次の部屋へと向かう。

　なにが待ち受けているのか警けい戒かいしながら、おそるおそる進んでみると……。




ＧＭ：そこは石造りの壁かべに囲まれた一五メートル四方ほどの部屋だ。入ってきた［扉］の反対側の壁に別の［扉］が見え、部屋の中央には二体のベアとブラウニーという妖よう精せいがいる。
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キュリア：ベア？　クマ？

ジェイス：ベアが二体もいるのか？　これはかなり手て強ごわいぞ。

ＧＭ：「よく、いらっしゃいました！　さあ、次の試験は戦せん闘とうですっ！」大げさな身振りで、ブラウニーが試験の内容を告げる。

プリム：あっ、しゃべりましたよ～。

ジェイス：まあ、妖精だからね。中には会話できるのもいる。

ＧＭ：「戦闘の相手はベア二体と、私わたしブラウニー。勝利条件は二体のベアを戦闘不能にすること。ベアに勝利すればＨＰとＭＰはすべて回かい復ふくいたしますので、全力で挑いどんでください」

プリム：回復してくれるんですか。ちょっと安心です。

ハヤト：フェイトは？

ＧＭ：「申しわけございませんが、フェイトは回復いたしません」

ハヤト：ですよね～（笑）。

ＧＭ：「ベアと私ブラウニー、みなさま四人とそれぞれひとつのエンゲージとなり、五メートル離れたところから戦闘開始となります。なにか質問はございますか？　なければ、戦闘試験を開始いたしますっ！」




●第１ラウンド

ＧＭ：それでは、戦闘の第１ラウンドを始めよう！　ちなみにベアの【行こう動どう値ち】は11。ブラウニーが７だ。




▼行動値

　ベアＡ、Ｂ　　11

　ハヤト　　　　９

　ブラウニー　　７

　キュリア　　　６

　プリム　　　　５

　ジェイス　　　５
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ＧＭ：まずはセットアップフェイズから。こちらは特にすることはない。

ジェイス：ベアにエンゲージされるとまずい。ここは《陣じん形けい》を使った方がいいな。

プリム：そ、そうですよね。

ジェイス：……プリミラくん、ギルドマスターはキミだ。《陣形》を宣せん言げんしたまえ。

プリム：は、はいっ。《陣形》を使いましょう！

ハヤト：なら、オレはベアのところまで移い動どうするぜ。

プリム：お願いしますっ！

ハヤト：いや、プリミラさんもだから（笑）。

プリム：……え？

ハヤト：プリムお姉ちゃんは剣けんを持ったウォーリアでしょ？

プリム：で、でもっ、クマですよ!?　クマ強いですよね？

ジェイス：プリミラくんは少々積せつ極きよく性せいに欠けるな。記録しておこう（笑）。

プリム：ううっ……が、がんばります！

キュリア：がんばって、プリムちゃん！

ＧＭ：では、セットアッププロセスは終しゆう了りよう。まずはベアの行動から。さっそく、前に出てきたハヤトを攻こう撃げきしよう。鋭するどい爪つめでざしゅっと薙なぎ払はらう！　（ダイスを振ふる）命中は18。

ハヤト：おいちょっと！　そこのブラウニー。こいつらちょっと強くない？

ＧＭ：「はい！　ジェイスさんが６レベルですので、出血大サービスでちょっと強いエネミーをお出しています！」

ハヤト：そんなサービスいらねぇ～（笑）。と、とにかく避よけるぜ。えーい！　（ダイスを振る）あ、ダメ、14。こんな鋭い攻撃、無理だぁぁぁぁっ！

ＧＭ：ではダメージロール。６Ｄ＋15で……。

ハヤト：多いよ!?（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）ドカッと39点。

ハヤト：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が４点で、ＨＰが28点だから一発で戦闘不ふ能のうだ（笑）。

プリム：ハ、ハヤトくんっ!?

ジェイス：いかん、《プロテクション》だ！　想そう像ぞう以上にベアの爪が鋭い！　（ダイスを振る）魔ま法ほうの障しよう壁へきを瞬しゆん時じに展てん開かいし、18点軽けい減げん！

ハヤト：う……11点残った。半分以上持っていかれた。

キュリア：ジェジェジェジェジェイスさん、なんか強いです。あのクマ強いですよ!?

ジェイス：落ち着け！（笑）　ここでキュリアくんは落ち着きに欠けるとメモしておこう。

プリム：ど、どうしよう。やっぱり帰った方がいいんじゃ……。

ジェイス：消極的だなあ。プリミラくんはもう少し積極性を持つべきとメモメモ。

プリム＆キュリア：そんなことしてる場合ですかっ!?（一同笑）

ＧＭ：さて、次はもう一体のベア。こちらはプリムに襲おそいかかる。

プリム：きゃあぁぁぁぁぁっ!?

ＧＭ：（ダイスを振る）15で命中。

プリム：避けられます？　あたし、避けられます!?

ハヤト：プリミラさんの回かい避ひは６もあるから、ダイス目が９以上で避けるよ。

プリム：あの……攻撃が当たったら《プロテクション》はもらえるんですか!?

ジェイス：当たること前提とか……キミはなぜそんなに自信がないんだ（一同笑）。

プリム：どうなんですっ!?

ジェイス：も、もちろんかけるが、５Ｄ分しか軽減できないからな。極力避けてくれ。

プリム：は、はい！　避けます、いきますよ？　えいっ！（ダイスを振る）

ＧＭ：……ダイス目は７。ああ、それだと命中だね。

プリム：あああああっ、やっぱり～!?（一同笑）

ＧＭ：ザスッ！　（ダイスを振る）。あ、ひくっ。34点。

プリム：（情けない声で）ジェイスさ[image: ][image: ][image: ][image: ]ん。

ジェイス：《プロテクション》だ。（ダイスを振る）おや？　ちょっとダイス目が低いな。申しわけない。13点しか軽減できなかった。

プリム：ひ、ひいぃぃぃ────っ!?　あ、でも残りＨＰが18点なんで、まだ大丈夫かな。

ハヤト：ようやくこっちの番だな。ハサミカメレオンの力を見せてやるぜ！　マイナーアクションで《カメレオンスキン》を使用。エンゲージしている状態で隠おん密みつ状じよう態たいになる！

ジェイス：どういうことだ、ハヤトくんが消えたぞ？（笑）

ハヤト：メジャーアクションは《ワイドアタック》！　エンゲージ全体を攻撃するぜ。（ダイスを振る）うわ、７だって。出目悪っ!?　フェイトを使って振ふり直します。

ジェイス：では、ここでフェイトの解かい説せつをしよう。

ハヤト：ああ、ジェイスさんのルール解説コーナーが（笑）。

ジェイス：ぱらぱっぱっぱー♪　というわけで、キミたちは運命を操あやつるフェイトというものを持っている。そのフェイトを使えば、判はん定ていのダイスを振り直せるんだ。

キュリア：うわー、すごいわー。

プリム：なるほどー。ためになります～。




　以上、ジェイス・ロウのルール解説コーナーでした。




ジェイス：だが問題は振り直しても、よくならない場合があるということだ（笑）。

ハヤト：（ダイスを振る）うおー、そんなこと言うから低いじゃないか。ダイス目が９だから達成値は15しかない。

ジェイス：言いい換かえよう。フェイトとは運命に打ち勝つ……かもしれない力だ（一同笑）。

プリム：「かもしれない」って、もっと確かく実じつにならないんですか!?（笑）

ジェイス：ならん！（きっぱり）

ＧＭ：そして、攻撃されたベア一体に対して、ブラウニーが《お手伝い》を使用！　これで、回避の判定が＋１Ｄされる。

ハヤト：うわっ、それは当たらないかも。

ＧＭ：ベアＡが３Ｄで回避……（ダイスを振る）成功！　もう一体は……（ダイスを振る）おっ、こちらも回避成功！

ハヤト：ええっ、二体とも避けたの？　オレの《ワイドアタック》がー。

ＧＭ：そしてブラウニーは……（ダイスを振る）あ、回避失敗。

ハヤト：あ、当たった！　よかった～。（ダイスを振る）20点の物理ダメージだ！

ＧＭ：くっ、16点の物理ダメージを受けたか。そして、ダメージを受けたブラウニーは待機。次はキュリア！

プリム：お願いします、キュリアさん！

キュリア：《サモン・フェンリル》で魔ま法ほう攻こう撃げきです。魔術判定は３Ｄ＋10……（ダイスを振る）達成値は21です！

ハヤト：おっ、これは当たりそうだ。

プリム：さすがです、キュリアさん。

キュリア：冒ぼう険けん者しやの先せん輩ぱいとして、ちょっとはいいとこを見せますよ～（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）ベアもブラウニーも回避できない！　狼おおかみの姿をした〝動物の王〟の一柱であるフェンリルの幻げん影えいが牙きばをむき、ベアたちに襲いかかる！

キュリア：ダメージは３Ｄ＋１。いきます！　せいっ！　（ダイスを振る）えぇ[image: ][image: ]、ダイス目が５っ!?　ダメージは６点なんですけど……。

ＧＭ：全員、ちょっぴりだけダメージを受けました。カプッ！（一同笑）

キュリア：え？　ダメージ入りました？　入りましたね!?　（急に強気になって）だったら、バッドステータスの［威い圧あつ］です！　ここでターチュがしたり顔しますよ。

プリム：これが、先輩の力！（一同笑）

ジェイス：次は私とプリミラくんか。よし。ここは私が先に動こう。ムーブアクションで敵にエンゲージ。そしてプリミラくんに《エンチャントウェポン：無》を掛かける。

プリム：《エンチャントウェポン：無》？

ジェイス：キミの剣に、魔法の力が宿るのだ。魔術判定……（ダイスを振る）成功。これで武器攻撃が魔法ダメージになるので、ダメージが通りやすくなるはずだ。

プリム：ありがとうございます！　やれる気がしてきましたよ！

ＧＭ：そして、プリムの行動。

ハヤト：ここは《ダンシングヒーロー》使った方がいいぜ。

プリム：はい、《ダンシングヒーロー》使いまーす。

キュリア：さあ、やるんです。プリムちゃん。

プリム：じゃあ、ベアＡを狙ねらいます。マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《バッシュ》を使って攻撃です！　えい！　（ダイスを振る）19で命中です。

ジェイス：おおっ、なかなか高いじゃないか。

ＧＭ：これを避けるのはクリティカルのみ。はっ！（ダイスを振る）

プリム：（両手を合わせて祈いのるように）どうか当たって[image: ][image: ]。




　だが、ＧＭの振ったダイスの目は６と６。

　クリティカルであった───。




ＧＭ：あ、あは。出ちゃった（笑）。

プリム：ええええええっ～!?（一同笑）

ジェイス：ま、まずい。このままではまたプリミラくんが自信を失ってしまうぞ（笑）。

プリム：えーと、この展開まずくないですか？（←ちょっと素に戻っている）

ジェイス：もっと、空気読め、ＧＭ（一同笑）。




　無茶言わないでいただきたい。




ＧＭ：と、ともかく！　これで全員が行動済ずみ。クリンナッププロセスは誰だれもなにもしないので、これでラウンド終しゆう了りよう！（こ、これはやばいかも……）




●第２ラウンド

　まったくエネミーにダメージを与あたえることができないまま、戦闘は第２ラウンドへ。

[image: ]

　セットアッププロセスでジェイスは、ベアよりも先にハヤトを行動させるべく、《ヘイスト》を使用。この効果によってハヤトの【行動値】が13となる。

　ベアよりも先に行動可能となったハヤトは、再び《カメレオンスキル》＋《ワイドアタック》で攻撃し、ベア、ブラウニー全員に命中させる。

　そしてダメージロールに３点のフェイトを注ぎ込むことで、二体のベアにそれぞれ20点ずつダメージを与え、ブラウニーを倒たおすことに成功する。




ＧＭ：さて、今度はベアの番。よくもやってくれたなと、マイナーで［威圧］を解かい除じよしてハヤトを攻撃。（ダイスを振る）命中は18。

ハヤト：それはクリティカルのみ！　（ダイスを振る）お、やった！

プリム：クリティカルだー!!

ハヤト：もう、さっき出ろよ（笑）。ともかく、ひらりと避よけたぜ。

ＧＭ：では、こっちの熊も威圧を解除してプリムさんに攻撃。（ダイスを振る）19で命中。

プリム：いきます！　（ダイスを振る）ダイス目は５、失敗しました。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは38。

プリム：38！　あたし死んじゃいます～。

ジェイス：そうはさせん。《プロテクション》だ！　（ダイスを振る）20点軽減。

プリム：ＨＰの残りが５点になりました。つ、つらいよー。

キュリア：《サモン・フェンリル》でベア二匹ひきを攻撃です。（ダイスを振る）20！

ＧＭ：（ダイスを振る）両方とも回避失敗。

キュリア：やった！　ダメージに《マジックフォージ》を乗せて＋２Ｄします。

ジェイス：私も、《ディスコード》を乗せよう。

キュリア：ダメージは、（ダイスを振る）18！

ジェイス：（ダイスを振る）それに15点プラスだ。




　キュリアの《サモン・フェンリル》を受け、再び［威圧］されるベアたち。

　さらにプリムのグレートソードが唸うなりを上げ、ベアに襲いかかる！




プリム：もう一度、《ソードダンス》＋《バッシュ》で攻撃です。（ダイスを振る）ダ、ダイス目が悪い……３、３、２で８なので命中は11です。

ジェイス：11かぁ～。振り直してもいいかもな。

プリム：なら、フェイトを使って時間を巻まき戻もどします！

一同：時間を巻き戻す!?（笑）

ハヤト：そうか、振り直しの演出が時間を巻き戻すってことか。オレたち〝ヘッジホッグ〟は時間を支し配はいする……おお、なんだかすげえかっこいいぞ！（笑）

プリム：じゃあ、振り直して、えい！　（ダイスを振る）２点上がりました！　13です！

ＧＭ：（ダイスを振る）あ、回避成功（笑）。

プリム：えーっ、またー!?（一同笑）

ジェイス：いかんな、また自信を失うぞ。

プリム：そうですね。プリム的にはションボリします……けどプレイヤー的にはなんだか逆に燃えてきましたよ（笑）。

ジェイス：ではプリムを励はげまそう。大丈夫、まだ試験は始まったばかりだ。

キュリア：自信を持って、プリムちゃん！

プリム：はい！　がんばります！

ＧＭ：では、ジェイスの番だ。

ジェイス：このイニシアチブで、プリミラくんに《クイックヒール》だ。（ダイスを振る）成功、36点回復だ。

プリム：それなら全ぜん快かいです！

ジェイス：キミはまだまだやれる、自信を持つんだ。プリミラくんに《ジョイフルジョイフル》を使用！

プリム：それは？

ジェイス：メジャーアクションで使って、キミをもう一度行動させるスキルだ。さあ、行くんだ。（ダイスを振る）呪じゆ歌か判定は成功！

プリム：あたしいきます！　もう一度……はぁー！　（ダイスを振る）えー、低い!?

ハヤト：わはははは！

プリム：出目６です。ふっ、振り直し！

ハヤト：もう、ダイス変えた方がいいんじゃないかな？

プリム：じゃ、こっちで振り直します。えい！　（ダイスを振る）今度はダイス目が10なので、命中は13です。これなら──。




　すがるような目でＧＭを見つめる上村さん。

　だが……。




ＧＭ：（ダイスを振る）14で回かい避ひ成功してしまいました（笑）。




　またしても攻撃は当たらなかった。




プリム：あぁぁ～。やっぱり！（一同笑）




●第３ラウンド

ＧＭ：それでは第３ラウンド。

[image: ]

ジェイス：今回は《ヘイスト》は使わないでおこう。

ＧＭ：では、ベアの攻撃からか。一体はやはりプリムを狙ねらって……（ダイスを振る）あ、今回は低い。命中は13。

プリム：それなら、７以上で避けられます！　いきます！　（ダイスを振る）……あっ!?

ハヤト：……５（一同笑）。

プリム：あぁー、クマさん嫌いやだよー、痛いたいの嫌だよー。

ＧＭ：（ダイスを振る）がつんと38点。

ジェイス：うおおおっ、《プロテクション》！　この子は合ごう格かくさせねばならんのだ。（ダイスを振る）14点軽減。プリミラくんのＨＰを回復しておいてよかった。

ＧＭ：もう一体のベアはジェイスを攻撃しよう。（ダイスを振る）命中は20。

ジェイス：はっははは。実は私の回避は２Ｄ＋２しかないのだ。（ダイスを振る）避けられるかっ！（一同笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）おっ、ダメージは大きい。42点！

ジェイス：まずい！　《プロテクション》を自分に。魔法の障しよう壁へきをバーンと張って……（ダイスを振る）お、20点軽減！　合わせて37点の軽減だ（笑）。

ＧＭ：くっ、やはり６レベルのＰＣには歯が立たないか。

ハヤト：次はオレの番……とはいっても、ＭＰ切れかけてる。

プリム：あたしもですー。そのうえＭＰポーション持ってないです。

ハヤト：えっ、持ってないの？　じゃあ、ＭＰポーションをシャキッと取り出して、メジャーアクションでプリム姉ちゃんに渡わたす。

プリム：ありがとう！

キュリア：じゃあ、わたしは少しでもダメージを与えておきます。《サモン・フェンリル》で攻こう撃げき！　（ダイスを振ふる）23で命中。

ＧＭ：（ダイスを振る）両方とも回避失敗！

キュリア：ダメージは……（ダイスを振る）11点です。

ＧＭ：それならまだベアは倒れない。だが、ハヤトのクナイや、キュリアの魔法によってあちこちに傷を受けて、かなり弱っているように見える。

ジェイス：よし。そろそろ倒せそうだな。さあ、プリミラくん。キミの真の実力を見せてくれたまえ！

プリム：は、はい！　まずはマイナーでＭＰポーションを飲んで……（ダイスを振る）ＭＰが５点回復！　命中にフェイトを使って、４Ｄでいきますよ、クマさん！

ＧＭ：ふっ！　攻撃を外しまくっているプリムを鼻で笑うクマ（笑）。

プリム：もう～、今度こそ当てますよ！　てやああああっ！　（ダイスを振る）６、６、３、４！　クリティカルですよ！

一同：おおおおっ!?

ＧＭ：こ、ここでクリティカルだとっ!!

ジェイス：私も《ディスコード》で支援しよう。

プリム：ありがとうございます！　いきますよぉ、クマさん！　ていやあっ！　（ダイスを振る）え、えぇ────────っ！

キュリア：……あれ？　プリムさん？

ジェイス：こ、これはっ!?

ハヤト：６Ｄ振って、１、１、２、２、２、６？

プリム：やー、見ないでええええっ!?（一同笑）

ジェイス：えーっと、私の《ディスコード》の追加分は８点だが、合計すると何点？

プリム：さ、33点……です。ごめんなさい！　うー、みんなの期待に応えられませんでした……。

ジェイス：いやいや、こういうのをおいしいダイス目というのだ。問題ないっ！

ＧＭ：それに、すでにベアはかなりの傷を負っており、しかも今回の攻撃は魔法ダメージ。プリムの一撃を受け、ベアＡはその場にどうと倒れる。

ジェイス：次は私だな。プリミラくんに《ジョイフルジョイフル》だ。その調子でもう一体のベアも頼たのんだ。

プリム：はい！　今度はあなたにいきますよ、そっちのクマさん。《バッシュ》で攻撃します！　せーの……（ダイスを振る）はい、命中は14です。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメだ。回避は失敗！




　ジェイスの呪歌により、プリムが再度動き出す。ベアを倒した攻撃の返す刀でプリムは、もう一体のベアへと一撃を放つ。




プリム：（ダイスを振る）ダメージは23点！　これで、どうですかっ!?

ＧＭ：ベアの【魔法防御力】は３なので、受けたＨＰダメージは20点。そして、ベアの残りのＨＰは────11点。

プリム：はぁ、はぁ……た、倒たおせた？

ジェイス：あぁ、キミの勝ちだ。プリミラくん。

キュリア：おめでとう、プリムちゃん！

プリム：ほ、本当？　や、やったよ、アメリアお姉ちゃん。クマさんを倒せたよ！　アメリアお姉ちゃん、クマさんを倒せたよぉ───っ!!

ジェイス：なんという喜びようだ（笑）。

ＧＭ：「よ、よくやりました。戦闘試験は合格です」地面に横たわったままで、傷だらけの姿でブラウニーがみなさんを褒ほめ称たたえてくれます。とゆーわけで戦闘は終了。ＨＰとＭＰも回復となります。

ハヤト：やった[image: ][image: ][image: ]っ！（笑）

ジェイス：さて、次の講義だ。戦闘が終了したら、ドロップ品を忘れてはいけない。これからキミたちに金の漁あさり方……いや、冒険者が糧かてを得る方法を教えてやろう（笑）。




　こうして、第二の試験──戦闘試験はクリアとなった。ドロップ品を手に入れた四人は、次の試験に挑むべく、扉を開けるとさらに先へと進んでいく。

　ちなみに、ドロップ品を振った結果は次のとおりであった。




▼ドロップ品

・妖よう精せいの服（三〇Ｇ）×１

・熊くまの手（二〇〇Ｇ）×２







◆Middle06◆第三の試練




　扉とびらの向こうは部屋ではなく通路だった。

　しかも通路の途と中ちゆうに穴あなが空いている。

　どうやら、これを飛とび越こえないと先には進めなさそうだ。




プリム：通路？

ＧＭ：そのとおり。幅はばは五メートル、長さ一五メートルくらいで、その先には［扉］が見える。ただし、五メートル先の床ゆかにはぽっかりと［穴］が空いている。

ジェイス：迂う回かいはできそうなのか？

ＧＭ：道みち幅はばいっぱいに広がっているのでそれはできない。

ハヤト：どうやら飛び越えるしかないようだね。

ＧＭ：あと、［穴］の前には立て札があり、そこには青い文字で〝この［穴］の向こうは重力が上に働いており、天てん井じように落ちます〟と書かれている。

ジェイス：天井に落ちる？　上を見てみよう。

ＧＭ：天井にも［穴］が空いているね。

ジェイス：なるほど。［穴］を飛び越えると、天井の［穴］に落ちるという仕組みか。

ＧＭ：どうやらそのようだ。あと立て札には〝このトラップを解除するには、床の魔ま法ほう陣じんを消してください〟と追記してある。よく見ると［穴］を飛び越えた向こうの床には複雑な文字や図形で構成された魔法陣が描えがかれていて、その脇わきには手すりがある。

ハヤト：ああ、上に落ちる前に手すりに片かた手てでがしっと掴つかまって、もう一方の手でトラップ解除しろってことか。

ＧＭ：［穴］を飛び越えるには難なん易い度ど10の【筋きん力りよく】判定に成功しなければならない。しかも、跳ちよう躍やく後に難易度12の【敏びん捷しよう】判定に成功しないと上の穴に落ちます（笑）。

ジェイス：それはキツイな。トラップ解除は？

ＧＭ：解除値は12。

ジェイス：そちらは大したことないな。やはり、問題は【筋力】判定と【敏捷】判定か……。

ハヤト：これ、ウォーリアの仕事だよね。

プリム：そうなんですか……え？　またあたしがやるんですか？

ハヤト：だって、プリム姉ちゃんは《アスレチック》を取得してるでしょ？

プリム：分かりました。あ、あたしが跳とびます！

ジェイス：おお、やってくれるか。

プリム：はい。さっきの戦いでちょっとだけ自信をつけました（笑）。

ハヤト：あっ、それならこれを身体からだに巻いて。冒ぼう険けん者しやセットから、ロープを差しだそう。

ジェイス：それはいい。よし。このロープは我われ々われ三人でしっかりと掴つかんでいるから安心してジャンプしたまえ。

ＧＭ：では、ロープを用意したので、達成値が＋２される。

プリム：じゃあ、行きます！　《アスレチック》があるから３Ｄで……（ダイスを振る）ダイス目が11なので達成値は17で成功です！

ハヤト：おお、やるじゃん。

ＧＭ：プリムは軽々［穴］を飛び越えると、向こうの床に着地する。と、その瞬しゆん間かん、ふっと身体が軽くなり、上に向かって落ちていく。

プリム：うわああっ、どうすればいいんですかぁ～!?

ハヤト：手すりを掴むんだよ。

ＧＭ：はい、難易度12の【敏捷】判定！

プリム：《ダンシングヒーロー》を使って……（ダイスを振る）成功です！

ＧＭ：プリム、がっちり手すりをキャッチ。

ハヤト：今度はトラップ解除だよ。

ＧＭ：次は難易度12のトラップ解除！

プリム：（ダイスを振る）13！　空いてる片手で魔法陣をゴシゴシっと消します！

ＧＭ：プリムが魔法陣の一部を消すと、仕し掛かけられていたトラップの魔法の力は失われ、上の方向に働いていた重力が次し第だいに元に戻もどっていく────。

プリム：やりましたよ～！

ＧＭ：だがその結果、天井に開けられていた［穴］の中に落ちていたなにかが、本来あるべき方向、つまり真下へと落ち始める。

プリム：……え？

ＧＭ：そのなにかの気配を感じて見上げるプリム。その目に映ったのは天井に空いた真っ黒な［穴］から落ちてくる金属の塊かたまり！

プリム：え、えぇ───────っ!?

ジェイス：ちょっと待て、そのまま落ちてくるのか？

ＧＭ：ええ。重力が元に戻った以上、［穴］の中にいたものが落ちてくるのは必然。とーゆことで、天井からゴーレムが落ちてくる！　ドォ─────ン！

一同：ゴーレムっ!?

ＧＭ：そしてゴーレムは……（ダイスを振る）11点の貫かん通つうダメージを受けます。

ジェイス：ダメージ受けるのかよっ！（笑）

ＧＭ：だって、落下したから（笑）。

キュリア：え？　じゃあ、もし【敏捷】判定に失敗したら……。

ＧＭ：うん。天井の［穴］に落下して貫通ダメージを受けたあと、このゴーレムとサシでバトルというトラップになっております。まぁ、トラップを消してもバトルになるのは一いつ緒しよだけど（笑）。

ハヤト：な、なんというトラップだ。

ＧＭ：あ、あとゴーレムの首から一枚のプレートがかかっていて、そこには赤い文字で〝このゴーレムには自じ爆ばく装そう置ちは仕し掛かけられていません〟と書いてあるね。

プリム：え？　自爆装置まであるんですか？

ジェイス：うん、結構あるんだな、これが（笑）。

ＧＭ：では、戦闘を始めようか。




●第１ラウンド

▼行動値

　ハヤト　　　　　　　　９

　アイアンゴーレム　　　９

　キュリア　　　　　　　６

　プリム　　　　　　　　５

　ジェイス　　　　　　　５
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ＧＭ：では、まずはセットアッププロセスはお互たがいになし？　じゃあ、行動はハヤトからだ。

ハヤト：とりあえず待機、様子を見るよ。

ＧＭ：では、ゴーレムの行動。誰だれにしようかな……よし、キュリアさん。

キュリア：よしこい！　わたしだって、やるときはやるんです。

ＧＭ：では、見せてもらおう。ゴーレムの目がギュインと光り、《アイアンビーム》を発はつ射しや！

ジェイス：なるほど、アイアンゴーレムか。

ＧＭ：やはり、ビームの名前でばれてしまう（笑）。

[image: ]

ハヤト：ゴーレムはビームを撃うってくるけど、それは必ずゴーレムの種類がついているんだ。

プリム：なるほど[image: ][image: ]。

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は13。

キュリア：回避は……（ダイスを振る）惜おしい！　12なので失敗です～。

ＧＭ：ダメージは２Ｄ＋30の魔法ダメージだから……（ダイスを振る）39点ね。

キュリア：うえぇ─────っ!?　死ねます！　それは死ねますっ!!

ジェイス：《プロテクション》だ！　（ダイスを振る）ダメージを15点軽減する！

ＧＭ：アイアンゴーレムの放ったビームがキュリアを直ちよく撃げきするかと思われた時、ジェイスがキュリアに掛けた《プロテクション》が受け止める。だが、ビームは魔法の障しよう壁へきをすり抜ぬけ、キュリアに直撃！　24点のダメージだ！

キュリア：【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】を引いて……あ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。ＨＰは７点残ってます。し、死ぬかと思った～。

ＧＭ：ゴーレムはこれで終わり。次はキュリア！

キュリア：《サモン・フェンリル》で今のお返しをします！




　ビームで傷つきながらも、キュリアは召しよう喚かん魔術《サモン・フェンリル》を行使する。

　キュリアの願いを聞き入れ、〝動物の王〟の鋭するどい牙きばがゴーレムに襲おそいかかる！

　その隙すきをついて、ジェイスはムーブアクションで［穴］を飛び越え、プリムに《エンチャントウェポン：無》を掛ける。ゴーレムが魔法に弱いことを知っての行動だ。

　その支し援えんを受け、プリムはグレートソードを大きく振りかぶると真っ向からゴーレムを斬きりつける！




プリム：《ソードダンス》＋《バッシュ》で攻撃です！　（ダイスを振る）12で命中。

ジェイス：な、なんか嫌いやな予感がする（笑）。

ＧＭ：ゴーレムは７以上で回かい避ひ。（ダイスを振る）……おっ、７。

一同：外した──────!?

プリム：は、はぁぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?

キュリア：だ、大丈夫ですって！　わたしなんか、別のリプレイでもっと攻撃が当たらなかったんですからっ!!（一同笑）




　理屈を越えて説得力のあるセリフである。




ハヤト：最後はオレか。とりあえず、やれるだけやってみるか。《カメレオンスキン》で隠かくれてからクナイを投げるぜ。うりゃー！　（ダイスを振る）命中は21！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。

ハヤト：（ダイスを振る）17点のダメージ！

ＧＭ：カキーン。ハヤトの投げたクナイはゴーレムの厚い装そう甲こうに阻はばまれ、撥はね返された。ダメージは０。

ハヤト：う～ん、クナイ程度じゃ、ゴーレムにはやっぱり通じないか。




●第２ラウンド

　そして次のラウンド。

[image: ]

　ハヤトが様子見のためにまたしても待機。続くアイアンゴーレムは、プリムとジェイスに対して《範はん囲い攻こう撃げき》を行なう。左右に大きく振り回した両りよう腕うでがふたりをなぎ払はらうも、レベルの高いジェイスには10点のＨＰダメージ。プリムに対しても《プロテクション》が効果的に働き、５点しかダメージを与あたえることができない。

　キュリアの《サモン・フェンリル》は安定して命中するも、ダメージロールのダイス目があまりよくなく、少しずつアイアンゴーレムのＨＰを削けずるだけである。

　頼たのみの綱つなは《エンチャントウェポン：無》によって魔法ダメージ化されたプリムの攻撃なのだが……。




プリム：もう一度、《ソードダンス》＋《バッシュ》で攻撃してみます。まず命中させないと……えーい！　（ダイスを振る）命中は11。

ＧＭ：こちらは、６以上で回避。（ダイスを振る）ダイス目10、やっぱり回避（笑）。




　まったく当たらない。




プリム：う、うわぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん！

ジェイス：プリミラくん、あきらめるな。《ジョイフルジョイフル》をプリミラくんに！（ダイスを振る）判定は成功。よし、もう一度攻撃するんだ！

プリム：こ、こんどこそ。《ソードダンス》と《バッシュ》を使って……えい！　（ダイスを振る）あっ、15！　これなら……。




　左へと軽かろやかにステップを踏ふむプリム。その動きに合わせてゴーレムも左へと向きを変える。そのタイミングを狙ねらって、今度は右へプリムは足を運ぶ。だが、ゴーレムはこの動きについてくることができない。その結果、ゴーレムに生まれる大きな隙。




ＧＭ：（ダイスを振る）今回は回避失敗だ。

プリム：やったー！　当たりましたよ！

一同：よしっ！

ジェイス：そこに《ディスコード》も使用しておく。さぁ、今度こそ、真の実力を見せてくれ、プリミラくん！（笑）

プリム：はいっ！　ダメージ、いきます。４Ｄ＋17で……えいっ！（ダイスを振る）

一同：おぉ────っ！

ハヤト：今回はダイス目いいよ！　３以下が出てない！

プリム：か、会心の一撃です！　ダイス目が18なので……35点のダメージですっ！

ジェイス：それに《ディスコード》の10点を加えてくれ。

プリム：はいっ！　45点の魔法ダメージです。一気に剣を振ふり抜ぬきます。ええぇ──いっ！

ＧＭ：魔法の輝かがやきを帯びたプリムのグレートソードが、アイアンゴーレムの装そう甲こうを易やす々やすと袈け裟さに斬きり裂さいていく。そのまま上半身がずれるように左へと落ちていく。

プリム：やったー、やりました！

ＧＭ：と、そのゴーレムの体内で、赤くチカチカと点てん滅めつしている小さい光が──。

キュリア：あ、あれ？　これって、まさか……？

ＧＭ：自爆装置のようですね（笑）。

ジェイス：なんだって！　自爆装置はないとプレートに書いてあったじゃないかっ！

ＧＭ：うん、赤い文字でね。

プリム：赤い文字？

ハヤト：なるほど～。赤い文字は嘘うそなんだよ。ここまでずーっと青い文字で書かれていて、それ、全部本当だったし！

ジェイス：な、なんだと────っ！

ＧＭ：とゆーわけで、ゴーレムとエンゲージしてる方は、難易度13の【幸運】判定だ！




　カチッ！

　アイアンゴーレムが活動を停止すると同時に、周囲に小気味よい音が鳴なり響ひびく。

　それは、ゴーレムに仕掛けられていたトラップ［自爆］が作動する合図だ。

　逃にげ遅おくれたプリムとジェイスを巻き込み、ゴーレムは大爆発を起こした。

　爆ばく炎えんが上がり、煙けむりが晴れたそこには──。




キュリア：ジェイスさーん、プリムちゃーん大丈夫ですか～？

プリム：……な、なんとか。

ジェイス：ふっ、この程てい度どの爆発、涼すず風かぜのようなものだ（笑）。




　25点の物理ダメージを受けたふたりの姿があった。

　ちなみに、アイアンゴーレムのドロップ品はゴーレムの宝ほう石せき（一五〇Ｇ）であったことも記しておこう。







◆Middle07◆三つの難題




　先の部屋へと続く扉とびらにはトラップは仕し掛かけられていなかったが、そこには青い文字で〝この向こうの部屋では回復を行なうことができません〟と書かれてあった。

　青い文字ということで、この言葉を信用した四人はＨＰやＭＰの回復を行ない、次の部屋へと進んでいく──。




ＧＭ：この部屋は一〇メートル四方ほどの広さだ。入ってきた反対側の壁かべには［扉］、右側の壁にはなにやら複雑な装置があり、中央には台だい座ざが置かれている。台座の上には一冊さつの本、そして何本かのポーションが置かれているのが見える。

ハヤト：ポーションは何本ある？

ＧＭ：それはダイスで決める。ＨＰポーション、ＭＰポーション、それぞれ［１Ｄ[image: ]３］本だ。端は数すうは切り上げとする。誰だれでもいいからダイスを振るように。

ジェイス：じゃ、ダイス目に自信ある人ー。

プリム：いやぁ、あたしはちょっと（笑）。

キュリア：わたし、ありませんっ！

ジェイス：そんなに堂々と言わなくてもいい（一同笑）。




　ダイスを振った結果、ＨＰポーションが三本、ＭＰポーションが一本となった。

　念のためハヤトが台座に近づきトラップ探知を試みるが、特にトラップは発見できない。安心してポーションを手に入れたハヤトは、次に台座の上に置かれていた本に手を伸のばした。




ＧＭ：本はだいたいＡ４くらいの大きさで、厚さはそれほどでもない。表紙には青い文字で〝最後の試練の間に設せつ置ちされたトラップを解除する方法〟と書かれている。




　説明書の内容は次の図を参照していただきたい。
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ハヤト：まずはダメージ軽減ができなくなる［加か護ご消しよう失しつ］だよ。これは絶ぜつ対たいに解除しないと。

ジェイス：［加護消失］は【筋力】か。これは私がやろう。実は【筋力】は５もあるのだよ。見よ！　この鍛きたえ抜ぬかれた肉体を！（一同笑）

ＧＭ：［加護消失］は、右壁の装置に取りつけられている、子どもの背せ丈たけほどもある巨きよ大だいなレバーを引くことで解除できる。

ジェイス：ふっ、この程度のこと私にとっては造作もない。（ダイスを振る）ふん、15！

ＧＭ：ジェイスがレバーをグッと引くと、隣となりの部屋からゴゴゴゴと地鳴りのような音が聞こえてきた。どうやらトラップの解除に成功したようだ。

プリム：さすが、ベテラン冒ぼう険けん者しやのジェイスさんです！

ハヤト：よし、オレはここでこっそりと携けい帯たい大だい首しゆ領りように聞くよ。

プリム：携帯大首領？

ハヤト：そう。ネオ・ダイナストカバル専用のアイテムで、目がピカピカ光る鷲を象った小さい彫像だ。これさえあれば、いつでも大首領と連れん絡らくが取れるようになる。

プリム：それは便利です（笑）。

ハヤト：（携帯大首領に向かって）あー、もしもし、大首領？　こんな時どうしたらいいんですか？　（声こわ色いろを変えて）［スタン］を受ける［無む間げん地じ獄ごく：スタン］を解除するのだ。１ラウンドだけ耐たえれば［物理防ぼう御ぎよ力りよく］［魔法防御力］が０になる［防御無効］は消える。ここでＨＰロスやＭＰロスを受けるリスクを冒おかすよりは、そちらの方が安全だ。

プリム：ひ、ひとりで全部しゃべってますよっ！

ＧＭ：うん、ＧＭいらない（笑）。

ハヤト：で、通信が終わったら、さっき大首領がアドバイスしてくれた理り論ろんを語る（笑）。

ジェイス：おぉ、ハヤトくんは見かけによらず賢かしこいようだ。機転が利きいて信しん頼らいできる、とメモしておこう……ん？　どうやら私は携帯大首領に気がついていないらしい（一同笑）。

キュリア：じゃあ、［無間地獄：スタン］の解除は、わたしが挑ちよう戦せんしますね。【知力】判定は２Ｄ＋８だから、フェイトを１点使えばなんとかなりそうですよ。




［無間地獄：スタン］の解除は、装置の一角を占しめている機械を操作して、三つの数字を合わせるというものだった。キュリアはなんなくこれに成功した。




ＧＭ：では、［加護消失］と［無間地獄：スタン］が解除された。［防御無効］は解除しないということでＯＫ？

プリム：はい、大首領の言葉を信じます！

ハヤト：いや、確かに大首領から教えてもらってるけど、そのことは秘密だから（笑）。

プリム：あっ、そうでした（笑）。えっと、ハヤトくんの言うことを信じます！（一同笑）

ジェイス：うむ。ギルドマスターがそう言うのであれば、その決定にしたがおう。

キュリア：はい！　わたしも賛成です。

ＧＭ：では、キミたちは次の扉へと進む。そこには青い文字で〝ここが最後の部屋です。この扉にはトラップは仕掛けられていません〟と書いてある。つまり、次はクライマックスフェイズとなる。準備はいい？

プリム：はい！　次が最後の部屋ですよね。ちょっとどきどきします（笑）。




　プリムは自分を落ち着かせるように胸に手を当て、ゆっくりと最後の扉を開けた。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆最終試験に挑ちよう戦せん！




　なりゆきで冒ぼう険けん者しやとなる試験を受けることとなってしまった、ひとりの少女。

　今、彼女の前にはその最終試験を迎むかえる扉がある。

　たくさんのためらいと、ほんの少しの決意を胸に秘ひめながら、その少女はゆっくりと扉を開く……。




ＧＭ：それでは、ここが最後の部屋となる。

プリム：……いよいよですね、これをクリアすればあたしも冒険者になるんですね。

ジェイス：後こう悔かいしているのか、プリミラくん。

プリム：後悔しているわけじゃないけど、やっぱりちょっと不安です。

キュリア：大丈夫。プリムちゃんなら、きっと立派な冒険者になれるから（笑）。

ハヤト：そうそう、案ずるより産むが易やすしってね（笑）。

プリム：そ、そうですね。まだ試験に受かったわけじゃないんですもんね。

ジェイス：ふっ、相変わらずだな。だが、その謙けん虚きよな気持ち、私は嫌きらいじゃないぞ（笑）。

プリム：じゃあ、扉とびらを開けます！

ＧＭ：では、プリムが扉を開けると、最初の部屋と同じくらい──二〇メートル四方の正方形の部屋になっている。部屋の中央には一体のタイガー、そしてポメロという丸っこい生き物が数十体ほど。ちなみにポメロはこんな感じのエネミーね。
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プリム：（イラストを見て）きゃー、かわいいー。

ＧＭ：ちなみに、ポメロは集しゆう団だんで一体として扱あつかうモブというデータのエネミーで、それが二グループいる。

ジェイス：タイガーか……。確かレベルは一〇を超こえていたはずだ。気をつけろ、かなり手て強ごわいぞ。

ＧＭ：「さすがはジェイスさま。よくご存じで！」警けい戒かいするジェイスを誉ほめながら、トラのうしろから一体のブラウニーが現われる。

ジェイス：ブラウニー？　もしかして、さっきの奴やつか？

ＧＭ：「そのとおりです。先ほどは後おくれを取りましたが、今度は簡単には負けません」そういうブラウニーはあちこちに包帯を巻き、松まつ葉ば杖づえをついていたりする（笑）。

ハヤト：た、大変だな、お前も（笑）。

ＧＭ：「これも仕事なんでしょうがないんですよぉ～」

プリム：大変ですねー。

ＧＭ：「ま、そんなことはおいといて、これが最後の戦せん闘とうになります」

キュリア：また敵てきの応おう援えんとか、するんですか？

ＧＭ：「もちろん！」胸を張ってブラウニーは答えます。

ジェイス：そういうことなら容よう赦しやはしない（笑）。

ハヤト：この戦闘に勝たないと、冒険者になれないってことだったね。

ＧＭ：「そのとおりです！」

プリム：が、がんばらないとっ。

ＧＭ：ちなみに、この部屋には［防ぼう御ぎよ無む効こう］のトラップが残っています。ですので、最初のラウンドだけキミたちの【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔ま法ほう防御力】は０の状じよう態たいとなる。この効果はクリンナッププロセスで解かい除じよされる。ちなみに、虎とらは《トラップ無効》があるので［防御無効］の効果は受けない。

ジェイス：しかし、このポメロは怪あやしいな。［自じ爆ばく］のトラップが仕し掛かけられているんじゃないのか？

ハヤト：調べる？

ジェイス：いや、とっとと範はん囲い攻こう撃げきで潰つぶした方が早いだろう。

ハヤト：じゃ、その方向で行くぜ。

ＧＭ：「それでは最後の試験、レディィィィ、ゴー！」




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　タイガー　　　　16

　ハヤト　　　　　９

　ブラウニー　　　７

　キュリア　　　　６

　プリム　　　　　５

　ジェイス　　　　５

　ポメロＡ、Ｂ　　３
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ＧＭ：では、戦闘を開始しよう。配置はエンゲージはＰＣ、エネミーそれぞれひとつずつ、距離は一〇メートルだ。

ハヤト：やっぱりタイガーは速いなぁ。

ジェイス：タイガーにエンゲージされると面めん倒どうだ。《陣じん形けい》で先にこっちからエンゲージして、タイガーの移い動どうを制限した方がいいな。

ＧＭ：では、セットアッププロセス。こちらはなにもなし！

ジェイス：よし、ここで《陣形》だ。プリミラくん！

プリム：はい、《陣形》を使います！

ジェイス：だが、ここは移動はいろいろ考えた方がいいな。一〇メートルだと、タイガーにエンゲージできるのは私だけだ（笑）。

プリム：ジェイスさん、お願いします！

ジェイス：おいおい、私はアコライトなんだぞ。とはいっても、一番打たれ強いのはレベルの高い私だったりするんだよな（笑）。

ハヤト：じゃあ、オレとジェイスさんで五メートルくらい前進して、キュリア姉ちゃんとプリム姉ちゃんにはそのうしろにいてもらおうよ。

ジェイス：うむ、それしかないな。では、私はセットアップでキュリアくんに《ヘイスト》を掛けよう。（ダイスを振ふる）判定は成功。【行こう動どう値ち】は……（ダイスを振る）４点上じよう昇しようだ。

キュリア：じゃあ、10になりました。
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ＧＭ：だが、まだタイガーの方が速い。さて、目の前にいるのはハヤトとジェイスか……。どちらを攻撃するかはダイスで決めよう。（ダイスを振る）ジェイスに突とつ進しん！

ジェイス：うおっ、こっちか！

ハヤト：よかったあああ！　心の叫さけび（笑）。

ジェイス：聞こえてるわっ！（一同笑）

ＧＭ：ムーブアクションでジェイスにエンゲージ。マイナーアクションで《バッドステータス付ふ与よ：ノックバック》、メジャーアクションは《連続攻撃》だ。ちなみに［ノックバック］の効こう果か強度は２なので、この攻撃でダメージを受けると【行動値】がマイナス10される。

プリム：ジェ、ジェイスさん、死なないでください！

ジェイス：そんな不ふ吉きつなことは言わないでくれたまえ！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）ダイス目は９、18で命中！

ジェイス：そりゃ無理だ。（ダイスを振る）回かい避ひできない。

ＧＭ：では、跳はねるようにダッシュしてきたタイガーが、ジェイスの首筋目掛けて飛びかかってくる。（ダイスを振る）刃は物もののような牙きばが食い込み、ダメージは37点！

ジェイス：ふっ、その程度ならまだまだ余よ裕ゆうだ。《プロテクション》を使って……（ダイスを振る）20点軽減して、17点ダメージのＨＰダメージか。［防御無効］の効果で、これをそのまま受けるわけだな。

ＧＭ：そのとおり。そして、二回目の攻撃。（ダイスを振る）15で命中！

ジェイス：（ダイスを振る）やはり、回避失敗だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは39点。

ジェイス：あ、あれ？　いかん！　タイガーの最初に攻撃に余裕かましていたら、残りＨＰが５点になってしまった。

プリム：ジェイスさーん!?

ジェイス：《プロテクション》にフェイトを乗せておくべきだったか。

ＧＭ：だが、タイガーの行動はこれで終しゆう了りよう。くっそー、最初の攻撃で《蘇そ生せい》を使わせる予定だったのに（笑）。

ジェイス：どうやら、運命の女神アリアンロツドはこちらに微笑ほほえんだようだな。さぁ、キュリアくん。次はキミの番だぞ。

キュリア：はい。ポメロとブラウニーのいるエンゲージに《サモン・フェンリル》を！（ダイスを振る）命中判定は25です！

ＧＭ：（ダイスを振る）ブラウニーもポメロたちも全員回避失敗！

ジェイス：ふっ、ならばここで《ディスコード》だな。私のすばらしい歌声で、キュリアくんの魔法の効果が上昇するぞ。

キュリア：ありがとうございます。（ダイスを振る）こちらのダメージは11点です！

ジェイス：念のため、フェイト１点使っておくか……（ダイスを振る）19点プラスだ。

ＧＭ：キュリアが召しよう喚かんしたフェンリルの遠とお吠ぼえが、周囲に響ひびき渡わたる。それは鋭するどい衝しよう撃げき波はとなり、ポメロやブラウニーたちに襲おそいかかる！　これでポメロとブラウニーは全ぜん滅めつ。「こ、今回はなにもできなかった……がくっ！」ブラウニーは力尽つきた。

ジェイス：あれ？　ポメロに［自爆］は仕掛けられていないのか。

ＧＭ：ないよ。タイガーの攻撃で【行動値】がポメロよりも遅おそくなったＰＣに攻撃するために、嫌いやがらせとして配置しただけだから。

ジェイス：まぁ、［防御無効］で攻撃が抜ぬけてくるからな。確かにそれは屈くつ辱じよくだ（笑）。

キュリア：これで目標がタイガーに絞しぼられましたね。

プリム：キュリアさんはやっぱりすごいです！　それにひきかえ、あたしは……。

キュリア：大だい丈じよう夫ぶです、プリムちゃんもやればできる子です！

プリム：……できますか、あたしに？

キュリア：大丈夫。わたし程てい度どでできたんだから、プリムちゃんにもできるはず！




　説得として、それはどうなんだ？




ハヤト：次はオレの番だね。ムーブアクションでタイガーにエンゲージする。そしてマイナーで《カメレオンスキン》。光学迷めい彩さいを使っているかのように、オレの姿すがたは即そく座ざに見えなくなる。

プリム：ハ、ハヤトさんが消えましたよ！

ジェイス：またか。いったいどんな技わざを使っているのだ、あの少年は……。ネオ・ダイナストカバルの怪人だと思っていない私には、まったく見当もつかないのだ（一同笑）。

ハヤト：で、メジャーアクションは普ふ通つうに攻撃。でも、隠おん密みつ状じよう態たいだから《コンシールアタック》のおかげで４Ｄ振れるぜ！　（ダイスを振る）うおー、目が低い！　命中は16！

ＧＭ：それなら、７以上で避けられるな。（ダイスを振る）……げっ！　ダイス目が５!?

ハヤト：お、やった！　(ダイスを振る）でも、ダメージロールも低いや。ダメージは21点しかいかない。

ＧＭ：そのダメージだと、たいしたことないな。毛皮にちょっぴり血がにじむくらい（笑）。

ハヤト：タイガーの毛皮分厚いよ。ジェイスさんが《エンチャントウェポン：無》をかけた方がいいかも。

ジェイス：確たしかにな。だが、そのためにはプリミラくんに待機してもらわないと。私は［ノックバック］をくらっていて、今は【行動値】が０なのだ（一同笑）。

プリム：分かりました、待機します。

ジェイス：では、私の行動だな。タイガーのエンゲージから離り脱だつして、プリミラくんにエンゲージ。そして《エンチャントウェポン：無》を使用。（ダイスを振る）判定は成功、プリミラくんの剣けんが怪あやしい光を放ち出す。

プリム：あ、怪しい光!?（一同笑）

ジェイス：さあ、力に身を委ゆだねたまえ。この力があればキミはもっと強くなる！

ＧＭ：あんたアコライトでしょうが。力へ誘ゆう惑わくしてどうするんだよ！（一同笑）

ジェイス：いや、ちょっと目先を変えればダイス目もよくなると思って……。

プリム：……。

ＧＭ：プ、プリムさん？

プリム：…………えっと、この力に頼たよっちゃダメ？（一同笑）




　ダメです。




ジェイス：さぁ、次はプリミラくんだ。その力で眼前に立ち塞ふさがる敵を倒たおすのだ！




　だから、誘惑しないでいただきたい。




プリム：は、はい！（笑）　ムーブアクションでタイガーにエンゲージします。《ソードダンス》＋《バッシュ》で攻こう撃げき。あとフェイトと《ダンシングヒーロー》も使います。いきますよ、トラさん！　えいっ！　（ダイスを振る）６、６、１、２、５！

一同：おおおっ～！

プリム：やりました！　クリティカルですよっ!!

ジェイス：ふははは、やはり私の見立てに間ま違ちがいはなかった！　プリミラくんの素そ質しつは本物だったのだ！　いいだろう、これが神の力だ！

プリム：ありがとうございます、ジェイスさん！　神の力最高です（一同笑）。

ハヤト：うーん、やっぱり神しん殿でんってよくない気がする（笑）。




　ネオ・ダイナストカバルは反神殿を掲かかげる秘密結社である。

　だが、ジェイスが怪しいからといって、神殿すべてを疑うたがうのはよくない風ふう潮ちようである。




プリム：ダメージは……（ダイスを振る）35点！　魔法ダメージです。

ＧＭ：タイガーの【魔法防御力】は低いんだよなぁ～。

ジェイス：いいぞ、その調子だ。プリミラくん、キミはもっと自分に自信を持つべきだ。キミはやればできる子なんだ。神はいつもキミを見守っているぞ。

プリム：はいっ！　あたしも、だんだんいける気がしてきました（笑）。

ＧＭ：これで、全員の行動が終了。クリンナッププロセスとなるので、［防御無効］のトラップは消えて、ジェイスの［ノックバック］も治る。さぁ、次のラウンドだ！




●第２ラウンド

ＧＭ：お互いセットアッププロセスでのスキルの使用はなしでＯＫ？　では、タイガーの攻撃だ。《バッドステータス付与：ノックバック》＋《連続攻撃》で、ハヤトとプリムをそれぞれ攻撃。まずはプリムから……（ダイスを振る）17で命中。
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ハヤト：プリム姉ちゃんならダイス目11以上で回避だよ。

プリム：はい、任まかせてください。

ジェイス：おぉ～、あんなに自信がなかったプリミラくんが見み違ちがえるようだ。

プリム：（ダイスを振る）惜おしい！　ダイス目は９です。でも、だんだんよくなってきましたよ（笑）。

ＧＭ：では、それがいつまで続くか。ダメージは……（ダイスを振る）34点！

キュリア：だ、大丈夫？

プリム：はい！　ＨＰはまだ５点残ってます。

一同：５点っ！

ハヤト：ギリギリセーフってとこだね。

ジェイス：これも神の加護！　神はみずから助たすくる者を助くのだ。

ＧＭ：だが、まだ攻撃が一回残っている。ハヤトにタイガーが食らいつく！　（ダイスを振る）命中は16！

ハヤト：（ダイスを振る）ダメだ、回かい避ひ失敗したー。




　プリムに十分な手傷を負わせたタイガーは、ターゲットをハヤトへと変える。

　地面を揺ゆるがすような咆ほう哮こうに怯ひるんだハヤトは、飛びかかるタイガーの牙きばを避さけることができない。だが、ジェイスの《プロテクション》によって、かろうじて倒れることを免まぬがれる。

　すかさずタイガーへと、キュリアの魔法が襲いかかる。彼女の呼び出したタイガーの始祖たる〝動物の王〟はためらうことなく、みずからの子に一撃を食らわせた。




ジェイス：よし、ここが攻せめ時だな。《ジョイフルジョイフル》のために私は待機だ。

ハヤト：じゃあ、次はオレが攻撃するよ。《カメレオンスキン》で姿を消して、タイガーに向かって攻撃！　（ダイスを振る）命中は22！

ジェイス：おお、よくやったハヤトくん。

ＧＭ：（ダイスを振る）おっ、クリティカル（笑）。




　保ほ護ご色しよくで姿を消し、虎とらの背はい後ごから奇き襲しゆうを仕し掛かけたハヤト。

　だが、相手は野や性せいの勘かんを持つ密みつ林りんの王者。

　忍しのび寄よった気配を察知し、ひらりと身をかわした。




ハヤト：ちぇっ、避けられちゃったよ。でもまぁ、ここはプリム姉ちゃんに見せ場を譲ゆずってあげるか（笑）。

プリム：はいっ！

ジェイス：頼たのむぞ、プリミラくん！

プリム：《ソードダンス》と《バッシュ》を使って……えいっ！　（ダイスを振る）あっ、きましたー！　６、６、３、クリティカルですっ！

一同：よしっ！

ジェイス：序じよ盤ばんは耐たえに耐えて、クライマックスでクリティカル連発……なんという主人公体たい質しつ。やはり、私の目に狂くるいはなかった（笑）。

プリム：えいっ！　（ダイスを振る）43点のダメージです！

ＧＭ：プリムの攻撃を受け、ぐらりと倒たおれそうになるタイガー。だが、なんとか姿し勢せいを持ち直す。次の攻撃の機会を狙ねらい、姿勢を低くし、唸うなり声を上げる。

プリム：でも、あと一歩ってことですよね？

キュリア：そうです。プリムちゃんが追おい詰つめているんです。

プリム：あたしでもやれる……あたしでも、冒ぼう険けん者しやになれる気がする！

ジェイス：おおっ、プリミラくんに自信が宿り始めた！　よし！　ここで《ジョイフルジョイフル》だ。さぁ、プリミラくん、華か麗れいに決めたまえ。

プリム：もちろんです！

ジェイス：ただ、ここでファンブルとか振ってしまうとね。（ダイスを振る）───ぶっ、ファンブル!?（一同爆笑）

プリム：ちょ、ちょっとジェイスさん！

ジェイス：フェイト使って振り直し。（ダイスを振る）よし！　今度は成功だ。プリミラくん、もう一度、攻撃だ！

プリム：はい！　でもＭＰが足りないので、攻撃は《バッシュ》だけです。命中に最後のフェイト１点を使って……えい！　（ダイスを振る）命中は20！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダイス目８、回避失敗。さすがにクリティカルはしなかったか。




　満まん身しん創そう痍いの虎に、プリムは挑いどんでいく。

　手負いの獣けものは、油断のならない相手だ。

　だが、大たい剣けんが命中するその手ごたえはプリムに何かをもたらした。

　自分にも、できる───。

　それは、自信なのかもしれない。




プリム：これで決めます!!　４Ｄ振って、ダメージは……（ダイスを振る）26点です！　お願い、これで倒れてっ!!

ＧＭ：……今のプリムの攻撃によるＨＰダメージは21点。これにより、タイガーへの累るい積せきダメージは[image: ]点だ。

プリム：……。

ＧＭ：そして、タイガーの最大ＨＰは[image: ]点。

プリム：ということは……。

ＧＭ：おめでとう。キミたちの勝利だ（笑）。タイガーはその場でゆっくりと横倒しに崩くずれ落おちた。

プリム：……やった！　…………やりましたっ!!

キュリア：駆かけ寄よります！　すごいじゃないですか、プリムちゃん！

プリム：は、はい！　これもキュリアさんとみなさんのおかげです。

ジェイス：これで試験は合格だな。

ＧＭ：倒れていたブラウニーも起き上がって、パーンとクラッカーを鳴らしてくれる（笑）。

ジェイス：お前、ちゃんと祝福の準じゆん備びをしていたのか（笑）。

ＧＭ：「もちろんですとも。お見事です。無事、最後の部屋をクリアいたしましたね」と、試験終しゆう了りようを宣言してくれる。

プリム：これで、あたしも冒険者になれるんですね！

キュリア：やりましたね、プリムちゃん！

プリム：はい！　ありがとうございます！

ジェイス：だが、プリミラくん。冒険者としての試練は、これからだぞ。

プリム：はい！




　仲間たちに囲まれ、プリムはうれしそうな表情を見せる。

　それは少しだけ、だが彼女にとっては大きな自信に満ちた笑え顔がおだった。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆晴れて冒ぼう険けん者しやに！




「これですべての試験は終わりました。お疲つかれさまでした」




　どこからともなく、試験の終了を告げる声が聞こえてる。

　それと共に今まで壁かべだったところが、音を立てて左右に分かれた。




ジェイス：あそこが出口だな。

プリム：ふう～、終わりましたね～。

キュリア：大変なテストでしたね。

プリム：はい、大変でした。

ハヤト：でも、これで合格だろ。よかった、よかった。

ＧＭ：その扉を抜ぬけると、そこにはソーンダイクとギルバートが出で迎むかえてくれている。

ＧＭ：「お疲れさまでした、プリミラ・ヘッジホッグさん、ハヤト・シザースさん。おふたりとも、十分な成績でした」ソーンダイクが満足そうに言う。

プリム：じゃあ……。

ＧＭ：はい。おふたりを冒険者として認にん定ていいたします」そう言うとソーンダイクは、ふたりに冒険者の証あかし──七しち芒ぼう星せいと主神アーケンラーヴを表わす剣が刻印されたメダリオンを渡わたしてくれます。

プリム：これが冒険者の証……。

ハヤト：やったー、かっこいいー！　よし、さっそく冒険者になったことを大首領に報告するぜ。大首領、やりましたよ！（笑）

ＧＭ：携けい帯たい大首領も満足げにピカピカ光ってます（笑）。

ジェイス：おやハヤトくん。なんだね、そのピカピカ光ってるのは？

ハヤト：あっ、これ？　縁えん日にちで買ったおもちゃだよ（笑）。

ジェイス：ふうむ。まあキミくらいの子こ供どもなら、そんな玩具おもちやのひとつやふたつ持っていてもおかしくはないか。あまり、無む駄だ遣づかいしないようにな？

ハヤト：は、はい。……ふう、危あぶなかったぜ（一同笑）。

プリム：…………。

キュリア：どうしたの、プリムちゃん？

プリム：いえ、これと同じ物をお姉ちゃんも持っていたんだなって（笑）。

ＧＭ：そんな感かん慨がい深げな思いにふけっているキミに、ギルバートが声を掛かける。「そうそう、冒険者になったことで、プリミラさん、〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターとしても認みとめられるんで、よろしく！」

プリム：そっか。そうなるんですね。

ＧＭ：「まずはギルドメンバー集めをがんばってくださいね」

プリム：そ、そうですね。やることはいっぱいありそうですね（笑）。

ＧＭ：「大丈夫、大丈夫。プリミラさんならなんとかなりますって。それから……」




　ギルドについていろいろと説明し出すギルバートの声を聞きながら、プリムはこれからのことをいろいろと考えていた。まずは妹のセシリーに試験を合格したことを知らせて、それから冒険者用の装備も調ととのえて……。やることはほかにも、まだまだたくさんある。

　大変だと思いながらも、プリムの顔は希望に満ちあふれていた──。





『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』

みっしょん０「冒険者になりませんか？」

──ＦＩＮ──


















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆これからが本番




「みっしょん０」の収しゆう録ろくが終しゆう了りようした翌よく日じつ──。

　私、久保田悠羅くぼた・ゆうらは菊きく池ちたけしと「みっしょん１」のシナリオについて相談していた。

　もちろん、ジェイス・ロウがＰＣとして参加している以上、シナリオの内ない容よう自体について相談するわけにはいかないのだが──。




久保田悠羅（以降、ゆーら）：さて、きくたけさん。次のシナリオでは〝アレ〟を出さねばなりません！

菊池たけし（以降、きくたけ）：そうか。〝アレ〟か……。

ゆーら：ええ。どの〝アレ〟を出すのかだけは相談しておかないと。『ヴァイス』と『シュヴァルツ』で同じ〝アレ〟を出すわけにはいかないですからねぇ。




〝アレ〟ばかりの会話で申しわけないが、まだその内容を明かす時ではないので、ご了りよう承しよういただきたい。




きくたけ：ん～、適てき当とうでいいんじゃね？（笑）

ゆーら：は、はい？

きくたけ：俺は『ヴァイス』に、ゆーらさんは『シュヴァルツ』にプレイヤーとして参加しているわけだから、どの〝アレ〟が出てきたかはお互たがいにすぐ分かるじゃない。

ゆーら：いや、まぁそうだけど……。

きくたけ：というわけで、早い者勝ちにしよう！（きっぱり）




　相談は、わずか数分で終わった。

　……いいんかい！　それでっ!?（笑）




　とまぁ、そんな出来事があってから数日後───。

　上村彩子うえむら・あやこ、小こ島じまめぐみ、菊きく池ちたけし、鈴吹太郞すずふき・たろうの四人のプレイヤーは、再びセッション収しゆう録ろくのために、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に集まっていた。




鈴吹太郎（以降、鈴吹）：いやぁー、前回の上村さんのダイス目はすごかった！

上村彩子（以降、上村）：いえ、それほどでもないです（ちょっと照れてる）。

きくたけ：いやいや、あれだけベアやゴーレムへの攻こう撃げきを外しまくったあと、クライマックスフェイズで大活躍。小島さんも見習って欲しいものだ（笑）。

小島めぐみ（以降、小島）：あざーすっ！（笑）

きくたけ：……いや、ほめてないから。

小島：えぇ───────っ!?（一同笑）

ゆーら（以降、ＧＭ）：（笑）。では、オチもついたところで、そろそろセッションを始めようか！　まずは今回予告を読み上げるよ。




●今回予告

　冒ぼう険けん者しやとなり、〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターとなったプリム。




上村：はーい。冒険者になりましたぁ～（笑）。




　だが、姉アメリアがようとして行方が分からない。唯ゆい一いつの手て掛がかりは、キュリアがアメリアから預かった白き薔薇ばらの象かたどられた鍵かぎのみ。

　そんな時、この鍵が〝廃はい都と〟ファリアスにある閉ざされた神殿の物であることが分かる。




小島：あ、神官長に渡したあの鍵！　やっぱり、神殿関係の鍵だったんですね。

きくたけ：まぁ、神殿のシンボルが刻まれていたからな。しかし、ファリアスか……。

上村：ファリアス？

ＧＭ：そう。〝廃都〟の名でも呼ばれている廃墟だ。これについては、今回予告でも軽く触れている──。




〝廃都〟ファリアス──そこは天変地異により滅ほろびた、アンデッドの巣すくう町。

　アメリアはそこでなにを手に入れようとしていたのか。

　このことを知ったプリムは果たして……。



『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』

　　　　　──みっしょん１「初めての冒険に出たけれど」




　これは白と黒の運命に翻ほん弄ろうされる少女の物語──。




上村：アンデッドって、ゾンビとかそういうのですよね？

鈴吹：そうですよ。ゾンビとかグールとかです。

上村：じゃあ、ゾンビがたくさん出てくるパニック映えい画がみたいな感じですか？

ＧＭ：ゾンビは出てくるけど、パニックになるかどうかはプレイヤー次第かな。

上村：それなら大だい丈じよう夫ぶです。日本一長いお化け屋や敷しきに挑ちよう戦せんしたことがありますから（笑）。

ＧＭ：それって廃病院が舞ぶ台たいになってる奴？

上村：はい。そうです、そうです。

小島：あれって、すっごく怖こわいって噂うわさでしたよね？　すごーい！　最後まで行けたの？

上村：はい。途と中ちゆうすごく怖かったんですけど、もっと怖いの来るかな、来るかなって思いながら歩いていたら…………。

小島：……（ご、ごくり）。

上村：気がついたら、終わっちゃってました。

きくたけ：終わりかよっ！（一同笑）

小島：…………。

ＧＭ：こ、小島さん？

小島：え？　えっ？　あ、怖さのあまり意い識しきが飛んでました。

きくたけ：今の話は怖くないだろっ！（一同爆笑）




　とまぁ、そんな雑ざつ談だんののち、ＧＭは各プレイヤーへとシナリオハンドアウトを配る。




▼プリミラ用シナリオハンドアウト

コネクション：アメリア　　　関係：家族

　キミは試練のダンジョンを見事クリアし、冒険者となった。それを自分のことのように、喜んでいる妹のセシリー。

　そんなセシリーと姉のアメリアのことを話していた時、アメリアがとても大切な物を冒険で探しているらしいということを、キミはセシリーから教えられる。

　アメリアは一体なにを探していたのだろうか？




上村（以降、プリム）：セシリーはちゃんと喜んでくれたんですね。

ＧＭ：そりゃあ、もう自分のことのように喜んでくれます。

鈴吹：でも、アメリアの生死は分からないし、プリムもそうならないか、心配してるかもしれないな。

プリム：そうですね、セシリーには心配かけないようにしないと……。

小島：大丈夫、わたしがついてますから！

プリム：頼たよりにしてます、先輩！

きくたけ：麗うるわしい関係じゃないか。

プリム：でも、お姉ちゃんが探している物ってなんだろう？

鈴吹：襲しゆう撃げき受けたのと関係ありそうだな。




▼キュリア用シナリオハンドアウト

コネクション：アメリア　　　関係：恩人

　アメリアの妹プリムは、見事に冒険者となる試験に合格した。キミの目から見ても、彼女には十分冒険者としてやっていける腕はありそうだ。

　それに、キミにはアメリアから、プリムの友人になってくれと頼まれている。命を救ってくれた恩人であるアメリアの願いを無下にすることはできない。そう思ったキミは……。




ＧＭ：とゆーことで、プリムに協力してあげてくださいというＧＭからのお願いです（笑）。

小島（以降、キュリア）：もちろんです！

プリム：ありがとうございます（笑）。

キュリア：アメリアさんからのお願いですし、冒険者の先輩としても、ちゃーんと協力してあげますよ。

きくたけ：先輩といってもキャラクターレベルは一いつ緒しよだがな。

キュリア：そこは気持ちの問題ですっ！（一同笑）




▼ジェイス用シナリオハンドアウト

コネクション：ギルバート　　　関係：同どう志し

〝聖せい都と〟ディアスロンドから派は遣けんされた神官ギルバート。

　グランフェルデンの英えい雄ゆうたるキミに、彼は内ない密みつに協力をお願いしたいと申し出てきた。

　どうやら彼がグランフェルデンへとやってきたのは、プリムを冒険者にし、〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターにするためだけではなかったようだ。




きくたけ（以降、ジェイス）：私のコネクションはギルバートか。「関係：同志」とか、あいつと志こころざしを同じくした覚えはないぞ？

ＧＭ：同じ神官じゃないですか（笑）。

ジェイス：まあ、そうなんだが……。なにやら隠しているところが気に食わん。

鈴吹：でも、〝グランフェルデンの英雄たるキミに協力を申し出てきた〟だよ。英雄だよ、英雄！　ジェイスさんは英雄！（笑）

ジェイス：（即座に）なんでも話を聞こうじゃないか（一同笑）。




▼ハヤト用シナリオハンドアウト

コネクション：大だい首しゆ領りよう　　　関係：忠ちゆう誠せい

　無事に冒険者に合格したキミの次の任務は、ギルド〝ヘッジホッグ〟への潜入だ。幸いなことに、〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターとはすでに知り合っている。

　さっそくキミはギルドに入れてもらうように、プリムにお願いしにいくのであった。




ハヤト：うん、シンプルで分かりやすい（笑）。次のオレの任務は正式に〝ヘッジホッグ〟に入ることだな。

ＧＭ：そういうことです。とゆーわけで、シナリオハンドアウトは以上。キャラクターの成長に移うつりましょう。




●キャラクターの成長

　さて、前回冒険で得た成長点は31点であった。１レベルだったプリム、キュリア、ハヤトの三人は余よ裕ゆうで２レベルに成長できるが、６レベルのジェイスは７レベルに成長するためには60点必要となり、今回はレベルアップすることはできない。

　そしてプレイヤーたちで相談することしばし、その結果は次のとおりとなった。




▼プリミラ・ヘッジホッグ（２レベル）の場合

プリム：プリミラは、２レベルになりました。ＨＰが42点、ＭＰが35点になりました。

ＧＭ：スキルはなにを取りました？

プリム：《バッシュ》を３レベルに伸のばして、新しく《スラッシュブロウ》を取りました。それと《ウェポンルーラー》と《トレーニング：器き用よう》を取ったので、これで命中判定は３Ｄ＋６になりました。もう、今度からは命中しまくりますよ（笑）。

ジェイス：それは、結構当たりそうだな。期待しているぞ。

プリム：はーい。で、装そう備びは頭にサークレット、手にガントレットをつけて、ダメージが＋１される手入れ道具を買いました。こんなところです。




▼キュリア・ルピレイ（２レベル）の場合

キュリア：キュリアも２レベルになりました。ＨＰは30点、一般スキルの《インテンション》を取ってＭＰが47点です。そして、新しく《ファミリアアタック》を取ったので、ターチュで攻撃できるようになりました。ふふ、きましたね。ターチュの時代が！

ＧＭ：《ファミリアアタック》か……。取得したのはＰＣとしては初めてかも（笑）。

キュリア：あとは、《マジシャンズマイト》と《マジックフォージ》のレベルを上げたので、《サモン・フェンリル》のダメージもばしっと出るようになります……なるはずです！

ＧＭ：装備は？

キュリア：イレイションローブを買いました。やっと【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】０から２にちょっぴり上がりました。でも、【魔ま法ほう防御力】が３、【行こう動どう値ち】も４に下がちゃいましたけど。

ジェイス：浮き沈みの激しい人だ（笑）




▼ハヤト・シザース（２レベル）の場合

ハヤト：次はオレだな。キャラクターレベルが２レベルに上がって、ＨＰが35、ＭＰが40になった。そして、一般スキルで念願の《リムーブトラップ》を取ったぞ。これでトラップ解かい除じよが３Ｄになった。

プリム：もう、あたしがトラップ解除しなくてもいいんですね（笑）。

ハヤト：もちろんだよ（笑）。あとは《インタラプト》を取って、《サプライザル》も取った。《コンシールアタック》も３レベルにしたので、これで隠おん密みつ状じよう態たいの攻撃が命中６Ｄ＋５、ダメージが６Ｄ＋８に。

プリム：すごいですね！

ハヤト：これがハサミカメレオンの力さ。

ジェイス：ネオ・ダイナストカバル、意外と侮あなどれんな（笑）。




▼ジェイス・ロウ（６レベル）の場合

ジェイス：成長はなし！　以上（一同笑）。




●ギルドの成長

ＧＭ：あと、ギルドのレベルも２に上がるので、ギルドサポートを一個こ取得できる。

ジェイス：まあ、《祝福》だな。

プリム：《祝福》？

ジェイス：一回だけ全員のＭＰを全ぜん快かいするギルドサポートだ。これを取らない手はない。

プリム：そうですね、取りましょう！

ＧＭ：では、〝ヘッジホッグ〟のギルドサポートは、《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》となる。６レベルのジェイスのおかげで、合計６レベルのギルドサポートを持っていける。なので、今回もすべてのギルドサポートを選せん択たくすることができるよ。

ハヤト：ジェイスのおじさんのおかげで、ずいぶんと助かるなぁ～（笑）。

ジェイス：だから、私はまだおじさんじゃないと言ってるだろう（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、ハヤトから見たら十分おじさんだけどな（笑）。では、ギルドサポートも決まったので、オープニングフェイズへ移うつろう！
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆姉妹の語らい




　なぜか冒険者となる試験を受けることになり、そして合格したプリム。

　怪け我がをして以来、あきらめていた道が開けることとなった。

　さあ、これから新しい朝が始まる───。




ＧＭ：オープニングフェイズ、最初はプリムのシーンからだ。

プリム：はーい！

ＧＭ：冒険者になるために受けた試験の翌日──。冒険者となって初めての朝を迎むかえたプリムだが、前日の疲つかれもあってかいつもよりも遅おそい時間に目を覚ました。窓まどからは暖あたたかな日の光が差し込んでいる。

プリム：（眠ねむそうな声で）うう～ん、朝かぁ。もうそろそろ、起きないとなぁ。ベッドからゆるゆる這はい出だします（笑）。

ＧＭ：ベッドの誘ゆう惑わくを振り切り、眠い目をこすりながら、ゆらーりゆらーりとリビングへと歩いていくと、暖かなスープのおいしそうな匂においが漂ただよってくる。

プリム：（まだ眠そう）ん[image: ][image: ]、朝ご飯……。

ＧＭ：「おはよう、プリムお姉ちゃん」扉とびらを開けてリビングへとやってきたプリムに朝の挨あい拶さつをするセシリー。すでに食しよく卓たくにはスライスされた山形のパンやジャガイモとポロネギのスープなど、おいしそうな料理が並ならべられている。

プリム：わー、ありがとう！　助かるなぁ。おはよう、セシリー。

ＧＭ：笑顔で答えるプリムを、セシリーは嬉うれしそうな目で見つめる。

プリム：ん？　どうかしたの？

ＧＭ：「ううん、なんでもないな。ただ、プリムお姉ちゃんも冒険者になったんだなぁって……」

プリム：うん。あたし、冒険者になっちゃった（笑）。

ＧＭ：「……もしかして、冒険者になるの嫌いやだった？」

プリム：嫌じゃなかったけど……大変だったから。クマさんやトラさんと戦ったり……。

ＧＭ：「え？　冒険者って、クマさんやトラさんと戦うの？」

ジェイス：う～む、どうやら語ご弊へいがあるようだ。

ハヤト：まぁ、野生動物と戦うこともあるのは間ま違ちがいないけど（笑）。

キュリア：前回もゴーレムとは戦ってました！

プリム：そういえば、そうでした。（セシリーに）あ、別にクマさんやトラさんばかりと戦うわけじゃないよ（一同笑）。

ジェイス：結局、戦ってばかりなような印象は変わらない（笑）。

ＧＭ：そんな慌あわてているプリムの様子に、セシリーは楽しそうに笑顔をにじませる。「でも、わたしは嬉うれしいな。アメリアお姉ちゃんが冒険から帰ってきたら、アメリアお姉ちゃんとプリムお姉ちゃんの両方から冒険のお話を聞けるんだもん」

ジェイス：（おどろおどろしい声で）帰ってくればなぁ……。

プリム：えぇ──────っ!?

ハヤト：アメリアさんの方はまだ行ゆく方え知れずのままだしね。

プリム：（しょんぼりと）やっぱり、あたし、帰ってこれないかも……。

キュリア：また弱気に戻もどったー（一同笑）。

ＧＭ：「（慌てて）だ、大だい丈じよう夫ぶ！　プリムお姉ちゃんなら絶ぜつ対たいに大丈夫だよ！　うん、きっと冒険をばんばん成功させることができるって！」

ジェイス：セシリーも必死だな。

ハヤト：どちらかというと、ＧＭの方が必死な気もするが（一同笑）。

ＧＭ：「それにアメリアお姉ちゃんだって、今まで必ず帰ってきたんだから……ね？」

プリム：……（気を取り直したように）そうだよね。セシリー、ありがとう。

ＧＭ：「ほら、朝ご飯が冷めちゃうよ。早く食べよ」

プリム：うん、いただきまーす（一同笑）。




　冒険者となって、初めての朝。

　妹の手作りの朝食を食べながら、何気ない会話をする。

　アメリアが消息を絶たったままなのは、昨日も今日も変わらない。

　それでも、プリムが冒険者となったことをセシリーは喜んでくれた。




ＧＭ：さて、そんな感じでふたりで朝食を取っていると、ふとセシリーが思い出したように言う。「そういえばこの間、アメリアお姉ちゃんがギルドの仲間の人と話しているを偶ぐう然ぜん聞いたんだけど……」

プリム：仲間の人？　もしかしてキュリアさん？

キュリア：わ、わたし？

ＧＭ：あ、違ちがう、違う。セシリーの話では別のギルドメンバーだね。「お姉ちゃん、〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟っていうマジックアイテムを探してるみたい」

ハヤト：出たっ！　〝薔薇の武具〟！

プリム：〝薔薇の武具〟？　知ってます？

ＧＭ：いや、冒険者なら知っている可能性があるけど、今まで一いつ般ぱん人じんだったプリムは聞いたことはないね。

キュリア：わたしは聞いたことあります？

ＧＭ：それは判定の結果次第。くわしくは、〝薔薇の武具〟の話が出たところで説明しよう。まぁ、プリムは知らないということでお願いします。もちろん、セシリーも聞いたことがないという感じだ。

プリム：じゃあ、キュリアさんなら、なにか知ってるかもしれないわけですね？

ＧＭ：「キュリアさん……？　アメリアお姉ちゃんのギルドにいた人？」

プリム：そう！　お姉ちゃんと一いつ緒しよに冒険してたみたいなの。

ジェイス：（ぼそっと）頭にタコを乗っけてる女。

プリム：頭にタコを乗っけてる人なんだけど……。

ＧＭ：「あっ、アメリアお姉ちゃんから聞いたことがある！」

キュリア：〝頭にタコの人〟で覚えられてる（一同笑）。




　頭にタコを乗せている人は、そうそういない。




ハヤト：まぁ、グランフェルデンでも相当な有名人じゃないかな（笑）。

キュリア：有名人ですよ、有名人！　やったぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！（一同笑）




　それは喜ぶべきことなのか？




プリム：じゃあ、セシリーに、キュリアさんにちょっと聞いてみるねと言います。

ＧＭ：「うん、分かった。じゃあ、プリムお姉ちゃんも冒険をがんばってね！　おうちのことは、私に任まかせてくれていいから」

プリム：うん！　任せたよセシリー。

キュリア：すっごくいい子ですね、セシリーちゃん（笑）。

プリム：そりゃ、あたしの妹ですから（笑）。あ、それでこれからあたしはどういう予定になってるんですか？

ＧＭ：神殿からは家で休んだら、あらためて翌よく朝あさに来てくださいと言われている。朝食を終えたので、そろそろ向かう時間になるかな。

プリム：分かりました。じゃあ、出かけます。行ってくるよ、セシリー。

ＧＭ：「プリムお姉ちゃん、いってらっしゃい」　と、セシリーに見送られ、プリムが神殿へと向かったところでシーンを終了しよう。







◆Opening02◆残された鍵




　プリムの試験を手伝った翌日。

　キュリアはひとつの決意を固めていた。

　それは──。




ＧＭ：次はキュリアのシーンだ。時間的には先ほどのプリムのシーンと同じくらい。場所は神官長の執しつ務む室しつ。キミはグランフェルデン神殿のトップである神官長のソーンダイクから呼よび出だしを受けた。

キュリア：では、扉をノックをして入ります。失礼します。

ＧＭ：「わざわざご足労いただき、ありがとうございます。キュリアさん」ソーンダイクは目を通していた書類を脇わきに置くと、キュリアを笑顔で出迎えてくれる。ソーンダイクが向かっている執務机の上にはほかにいくつか書類があり、朝も早くから仕事を始めていたのが分かる。

キュリア：い、忙いそがしそう（笑）。

ＧＭ：「これも神官長の務つとめですから。それよりも昨日はご協力ありがとうございました。プリミラさんもさぞかし心強かったことでしょう」

キュリア：いえいえ。わたしはなにもしてしてません。プリムちゃんの実力ですよ。

ジェイス：うむ、確たしかにすごかった。

プリム：（うれしそうに）ほ、本当ですか？

ジェイス：（うなずいて）あの派は手でなダイス目はすごかった。

プリム：ダイス目だけっ!?（一同笑）

ＧＭ：さて、ソーンダイクはキュリアをねぎらったあと、真面目な顔で本題へと移る。「それから、アメリアさんのことですが……」

キュリア：は、はい……。

ジェイス：やはり、まだショックは抜ぬけきらないようだな。

ハヤト：まぁ、襲しゆう撃げき現げん場ばを目の前で見たらね。

キュリア：話を聞くことのは、ちょっと怖いですね～。でも、ここはちゃんと聞きますよ。プリムちゃんのためにも！

ジェイス：おぉ[image: ][image: ]。なんかちゃんと先輩している（笑）。

キュリア：任せてくださいっ！

ＧＭ：では、ソーンダイクもキュリアの気持ちが落ち着いた頃ころを見計らって、続きを話し出す。「襲撃現場に向かった冒険者から報ほう告こくがありました。調べた結果、アメリアさんの遺体は発見できなかったとのことです」

プリム：よ、よかったぁ[image: ][image: ]。

キュリア：複ふく雑ざつな気持ちですが、少しだけホッとします。

ＧＭ：「〝聖せい都と〟からの要よう請せいもあるので、調ちよう査さを依い頼らいしている冒険者には、引き続きお願いすることになるでしょう」

ジェイス：ディアスロンドからの要請？

ハヤト：やっぱり〝ヘッジホッグ〟には、なにか秘ひ密みつがありそうだね。一族が代々ギルドマスターを務めているっていうのも怪あやしいし。

ＧＭ：さぁ、どうでしょう（笑）。さて、そこまで報告したソーンダイクはキュリアにこう聞いてくる。「それで、キュリアさんはこれからどうされますか？」

キュリア：それにはもちろん、こう答えます。わたしは、プリムちゃんのギルドに入ろうと思っています。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

キュリア：お姉さんのアメリアさんが行方不明になって、プリムちゃんはわたし以上に大変な思いをしていると思うんです。それにアメリアさんとの約束もありますから。

ＧＭ：そんなキュリアのセリフを聞きながら、じっと考え込むソーンダイク。そして、ゆっくりと口を開く。「そうですか……。キュリアさんがそこまで言うならば、私から言うことはなにもありません。プリミラさんに協力してあげてください」

キュリア：（笑顔で）はい。

ＧＭ：「では、これもお返ししておきましょう」そう言うと、ソーンダイクは机の引き出しからひとつの鍵を取り出す。「聖印と白き薔薇が刻こく印いんされた鍵──これは〝廃都〟ファリアスにある秘密の神殿の扉を開けるためのものでした」

キュリア：じゃあ、アメリアさんの目的はその神殿？

ＧＭ：「おそらくは。だとすれば、アメリアさんの目的は、その神殿に封印されている物に間違いないでしょう」

キュリア：封印されている物？　なにがそこにあるんですか？

ＧＭ：「その神殿には、とあるマジックアイテムが封じられているのです。とそして、これだけは言えます──」




　ソーンダイクは両手を握り合わせ、キュリアをじっと見つめた。そして、ゆっくりと口を開くと、こう言った。




「その神殿に向かえば、苛酷な運命を背負うことになるでしょう」




　ソーンダイクの真剣な眼差しにキュリアは、なにも答えることができなかった。







◆Opening03◆ギルバートからの依頼




　神殿の朝は早い。

　もちろんジェイス・ロウも毎日早くに起き床しようし、ほかの神官と共に朝の礼れい拝はいを行なう。

　彼の日課──それは彼が育ててきた冒険者たちが、冒険を終えて無事に帰き還かんすることを神々に祈いのることだった。




ＧＭ：次はジェイスのシーン。場所は神殿内のとある廊下だ。

ジェイス：では、朝の礼拝を終えて、神殿の廊ろう下かを歩いていることにしよう。

ＧＭ：了解。では、廊下を歩いているジェイスに後ろから声をかける者がいる。「あ、こんなところにいたんですか、ジェイスさん」

ジェイス：ん？　誰だ？

ＧＭ：ジェイスが振り返ると、そこには〝聖都〟ディアスロンドより派は遣けんされた神官ギルバートが笑顔で立っている。

ジェイス：ギルバート？　あ、私にプリミラくんを手伝うように言った神官か。で、なにかようか？

ＧＭ：「そんなつれなくしないでくださいよ～。昨日はお疲れさまでした。いやぁー、実に見事な支援でした。さすがは英雄と呼ばれているだけのことはありますね」

ジェイス：私はなにもしていない。プリミラくんやハヤトくんに冒険者としての才があっただけのことだ。だから試験にも合格した。それだけのことだ。

キュリア：あれ？　わたしは？

ジェイス：キュリアは最初から冒険者だろう（笑）。

キュリア：え？　あ、そういえばそうでした。てへ（笑）。

ジェイス：で、わざわざ私をおだてるために呼び止めたのか？

ＧＭ：「実は内々にジェイスさんにお願いしたいことがありまして……」笑顔のまま、そう言い出すギルバート。

ジェイス：私にか？

ＧＭ：「もちろんじゃないですか。数々の戦いで活かつ躍やくしたジェイスさんを見込んで、のことです。ご活躍のほどは、私も耳にしておりますから」

ジェイス：いや、あれは私が導みちびいた冒険者たちが優ゆう秀しゆうだったからだ。私の力ではない……と、謙けん遜そんしておこう（笑）。

ＧＭ：「いえいえ、ジェイスさんがいなければ、より苦しい戦いになっていたでしょう」

ジェイス：そんな風に私をおだてて、なにをしたいのだ？

ＧＭ：怪け訝げんそうなジェイスにギルバートは大げさに慌てて、手を横に振る。「おだてているなんて、そんな！　もしそのように思われてしまったのなら謝しや罪ざいいたします」

ジェイス：……こいつ、絶ぜつ対たいに怪しいぞ（笑）。まぁ、いい。話だけは聞こうじゃないか。

ＧＭ：「ありがとうございます」そう言うと、ギルバートは自分にあてがわれている部屋へとジェイスを案内する。そこは神殿内に設しつらえられた来客用の部屋で、応接用の机や椅子、棚などひととおりの調度の類はそろっているし、どれも立派な物だ。

ジェイス：かなりの好こう待たい遇ぐうだな。

ＧＭ：「もっと質しつ素そな部屋でいいとは言ったんですけどねぇ」そう言いながら、ギルバートはジェイスに椅子を勧すすめる。

ジェイス：ふむ。で、頼たのみたいことというのはなんだ？

ＧＭ：「では、単刀直入に言いましょう。プリミラさんのギルド〝ヘッジホッグ〟に、ジェイスさんにも参加して欲しいんですよ」

ジェイス：それはかまわん。もとより、しばらくの間、プリミラくんのことは手伝うつもりだったからな。だが、話はそれだけではあるまい？　ギルバートをにらみつけよう。

ＧＭ：「もちろんです。本題はここからです」しかし、ギルバートの笑顔が崩くずれることはない。だが、口調は先ほどまでの軽い調子ではない。

ジェイス：ほう、なにやら事情がありそうだな。

ＧＭ：「実は先代の〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターであるアメリアさんには、〝聖都〟ディアスロンドよりお仕事を依頼していました」

ジェイス：〝聖都〟からの直接の依頼？

ＧＭ：「ええ。極めて重要度の高い依頼でした。それは〝薔薇の武具〟と呼ばれるマジックアイテムの探索です」




薔薇の武具

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズに登場した、物語のキーとなるマジックアイテム。

　堕おちた〝神しん竜りゆう〟ゾハールを倒すために、ゾハールを守護する〝薔薇の巫女みこ〟、〝霧きりの森〟に住む一部のエルダナーン、さらには魔ま族ぞくが協力して作り上げたマジックアイテムで、カラドボルグ（剣）、アガートラーム（籠こ手て）、ウィガール（鎧）などがある。だが、ゾハールを倒すことをよしとしない神殿の神官たちに奪うばわれ、すべて封ふう印いんされてしまう。

　しかし、〝薔薇の巫女〟の血を引くノエルという名の少女が、薔薇の武具をすべて集めることに成功する。そして、見事にゾハールを打ち倒したのであった。

　なお、〝薔薇の武具〟はゾハールを倒したのち、エリンディルのあちこちに散らばり、その行方は不明である。




ＧＭ：ちなみにゾハールを守護する〝薔薇の巫女〟や〝薔薇の武具〟について知っている者は少ないけど、いろいろな理由でジェイスはこれらのことを知っていることにする。




　本来は判定を行なうところだが、ジェイス役の菊池たけしは『ルージュ』シリーズのＧＭであり、〝薔薇の武具〟を知らないロールプレイをするのも大変なのでこのようにした。

　比較的レベルの高いアコライトであるということも理由のひとつであるが、説明役が欲しかったという理由の方が大きかったりする。




ジェイス：では、知っているという前提で話そう。だが、ゾハールは倒されたはず。なぜいまさら〝薔薇の武具〟を集めるのか？

ＧＭ：「申しわけありません。それについてはまだお教えすることができません」

ジェイス：なぜだ？

ＧＭ：（笑顔で）「機き密みつ事じ項こう……この言葉でお分かりになるかと」

ジェイス：相変わらずの秘ひ密みつ主しゆ義ぎか。キュリアくんたちを襲った連中と関係あるのか？

ＧＭ：「そちらについては現げん在ざい調ちよう査さ中ちゆうです」

ジェイス：調査中……か。伝説の武具に代々受うけ継つがれるギルド。そして、神殿の機密……（しばし考えてから）分かった。その話、乗ろうじゃないか。

ＧＭ：（笑顔で）「ありがとうございます」

ジェイス：だが、秘密については、いつか語ってもらうぞ？

ＧＭ：（笑顔で）「もちろん。時が来たらお話ししましょう」

ジェイス：…………（←微び妙みような表ひよう情じよう）。

ＧＭ：「どうしました？」

ジェイス：その笑顔が胡う散さん臭くさいんだよ。ギルバートくん。キミ、よく胡散臭いって言われるだろう？

ＧＭ：「グランフェルデン大神殿で、もっとも胡散臭いと噂うわさされるジェイスさんに言われてしまうとは……」

ジェイス：くっそー、言われると思った（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。とまぁ、再び軽い口調に戻ったギルバートは──。




「それではご協力お願いしますよ。

　英雄ジェイス・ロウさん」




　仮面のような笑みを浮かべながら、握あく手しゆを求めるために右手を差し出した。







◆Opening04◆ネオ・ダイナストカバル、次なる指令




　ハヤト・シザースことハサミカメレオンは、試験に合格、冒険者として神殿に潜せん入にゆうすることに成功した。

　だが、彼の任にん務むはこれからである。

　大だい首しゆ領りようの新たな指令を、いつものように待っていた。




ＧＭ：それではオープニングフェイズの最後──ハヤトのシーンだ。場所はネオ・ダイナストカバルのグランフェルデン支し部ぶ。冒険者になったことを報告しているところだ。

ハヤト：じゃあ、オレは改かい造ぞう手しゆ術じゆつを受けたのち、ファウスタ教きよう授じゆから「いでよ、ハサミカメレオン！」って呼び出されるよ。

ジェイス：なんで改造手術なんか受けてるんだ？

ハヤト：レベルアップの演えん出しゆつだよ。本当なら、話ごとに新しい怪かい人じんが登場するところだけど、ネオ・ダイナストカバルは人手不足なので、いつもオレが登場するんだよ（一同笑）。

プリム：大変なんですね（笑）。

ＧＭ：とりあえず、あとひとりこの支部にいることが分かっている怪人は、マグロオオカミだからなぁ～。

キュリア：マグロオオカミ？

ＧＭ：そう。彼は潜入任務には不ふ適てき切せつだから。

プリム：なんでですか？

ＧＭ：マグロだけに動き止めると呼こ吸きゆうができないんだ。

プリム：えぇ──────っ!?

ＧＭ：だから、この支部にいる時も部屋の中をぐるぐると回遊している（笑）。

ジェイス：なんでこんな奴やつを造つくったんだ？

ＧＭ：きっと、ファウスタ教授の遠大な計画があるんだよ。さて、ハサミカメレオン──ハヤトに「では、報告を聞こうか」とファウスタ教授が聞いてくる。

ハヤト：はっ！　冒険者になるための試験に潜り込むことに成功。試験にも合格しました。ここで冒険者の証のメダルを出そう。

ＧＭ：「よくやりました、ハサミカメレオン。では、次の指令です。〝ヘッジホッグ〟という名のギルドに潜入するのです！」

ハヤト：〝ヘッジホッグ〟？　そのギルドは全ぜん滅めつしたって言ってたけど。なんか、その妹が新しく編へん成せいされた〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターになるらしいよ。

ＧＭ：「な、なんですって!?　お、おのれ神殿め……〝ヘッジホッグ〟を探さぐろうとしたのに全滅させるとは……」（一同笑）

ジェイス：いやいや、神殿が全滅させたわけじゃないと思うぞ。

ハヤト：うん。そう思う（笑）。

ＧＭ：しかし、ネオ・ダイナストカバルにとってはすべての悪は神殿のせいなのだ。とまぁ、ファウスタ教授が怒いかりに震ふるえていると、大首領の像ぞうがピコンピコンと光を放ち始める。

ハヤト：では、みんなで整列して、大首領様のお言葉を聞こう（笑）。

ＧＭ：「おはよう、グランフェルデン支部の同志諸しよ君くん！」

ハヤト：おはようございます、大首領。そういうわけで、さっそくピンチなのですが（笑）。

ＧＭ：「かまわん。新たな〝ヘッジホッグ〟に潜入し、調査を続けるのだ」

ハヤト：はっ！

ＧＭ：「それと新たな情報が入ったので伝えておこう。〝ヘッジホッグ〟の前ギルドマスターは、〝薔薇の武具〟を集めていたとのことだ。なぜ集めていたのかは分からんが……」

ハヤト：え？　〝ヘッジホッグ〟を襲おそったのは我われ々われネオ・ダイナストカバルじゃないの？

ＧＭ：「違ちがう！　ネオ・ダイナストカバルが、そのようなことをするはずがない！」大首領は像の目をピカピカと激はげしく光らせて、怒りを露あらわにする。

キュリア：あら、違うんだ。

ハヤト：まあ、そうですよね～。奇き襲しゆうをかけて全滅させるなんて卑ひ怯きような手、オレたちは使わないっすよね！

ＧＭ：「ああ。我々は、そのようなことは、できない」（一同笑）

ジェイス：相変わらずだな、悪の秘密結社。

ＧＭ：「その、予算と人材的にも厳きびしいからな……」

キュリア：本音が出ましたよ!?

ＧＭ：「地ち域いきに愛される秘密結社としては、そのような卑怯な手を使ってはならないのだ！滅ほろぼす敵てきは、神殿のみ！」

ハヤト：悪い奴やつしか滅ぼしちゃいけないっすね！

ＧＭ：「そうだ。そこで新たな指令を伝える。〝ヘッジホッグ〟に潜入し、なぜ前ギルドマスターが〝薔薇の武具〟を集めていたのかを探るのだ。現ギルドマスターが、前ギルドマスターの妹であれば、なにかを知っているかもしれん。ハサミカメレオンよ、探さぐるのだ！」

ハヤト：分かりました。〝ヘッジホッグ〟に潜入して、〝薔薇の武具〟について探ります！

プリム：うぅ～、ハヤトくんはいい人だと思ってたのに[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：「くれぐれも、正体がバレぬようにな」




「シザース！」という掛け声と共に、人間形態に姿すがたを変えるハサミカメレオン。

　新たな命令を受けたハサミカメレオンは、ネオ・ダイナストカバル・グランフェルデン支部をあとにすると町の雑ざつ踏とうへ踏ふみ出していった。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆冒ぼう険けん者しや講こう座ざ




　冒険者の試験に受かったからといって、すぐに冒険に出ていいわけではない。

　冒険者として必要最低限の知識──冒険者とはどのような職業か、どこで依い頼らいを受けるのか、してはいけないことはどのようなことか──などを覚えなければならないのだ。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズを始めよう。まずは神しん殿でんに呼よばれたプリム、それとハヤトもシーンに登場となる。

プリム：は～い。

ハヤト：オ、オレも？

ＧＭ：新しく冒険者となったふたりのためのシーンだからね。今日、キミたちが神殿に呼ばれたのは、冒険者としての心得、決まりごと、歴史などの座ざ学がくを受けるためだ。

プリム：べ、勉強があるのっ!?　バタン（机に突つっ伏ぷしながら）。

ＧＭ：勉強というほどのものではないよ。数時間の講義を受けるだけ。とゆーわけで、キミたちの前には、眼鏡をかけたいかにも先生という感じの女性神官が、講師となっていろいろと教えてくれている。

ハヤト：あっ、じゃあ、オレは遅おくれて教室に入ってくるよ。ガラガラガラ[image: ][image: ]（扉とびらを開ける音）。すんません、遅ち刻こくしましたぁ[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：「遅刻したじゃないです。ハヤトさん、早く席に着きなさい」女性神官が眼鏡をクイッと上げて怒おこる。

ハヤト：うぃ～っす。へへ、プリムさんの隣となりの席に座すわるぜ。

プリム：あ、おはよう、ハヤトくん。

ハヤト：おはよう！

ＧＭ：たくさんの机と椅子が置かれた部屋の中には、キミたちのほかにも何人か新人の冒険者が講義を受けている。「それでは、講義を続けますよ？　冒険者はどのように誕生したのか。まずは、そこから説明しましょう」

プリム：はーい！

ＧＭ：「その昔、神様が遺のこした武ぶ器きなどを探さがすために神殿は、人々を聖せい職しよく者しやとして遺い跡せきに派は遣けんし、探たん索さくの使命を授さずけました。この使命を帯びた者に神殿は〝使徒ヘラルド〟という階級を授けました。これが冒険者の起こりです」

ハヤト：神様が遺した武器……たとえば〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟とか？

ＧＭ：「よく〝薔薇の武具〟のことを知っていましたね、ハヤトさん」

ハヤト：知り合いの冒険者に教えてもらったんだ、と適当に嘘をついておこう（笑）。

ＧＭ：「でも、〝薔薇の武具〟は神様が遺した武器ではありません」

ハヤト：ちぇー、そうなんだ。

ＧＭ：「でも、せっかくですから、〝薔薇の武具〟についても説明しましょうか」

ハヤト：やった！

ＧＭ：そう言うと、神官は前のシーンで説明した〝薔薇の武具〟と同じようなことを語り出す。ただ、〝薔薇の巫女〟やノエルという名前までは出てこない。そして神しん竜りゆうが邪じや神しんの手先になって──これを邪じや悪あく化かというんだけど──いたこと、魔ま族ぞくから〝薔薇の武具〟を奪うばった冒険者たちが神竜を倒したという話に変わっている。

ジェイス：都合の悪い話は隠かくしているという感じか。

ＧＭ：神殿の沽こ券けんに関わることだからね。

ハヤト：それで、そのあと〝薔薇の武具〟はどうなったんすか？

ＧＭ：「〝薔薇の武具〟はエリンディルのあちこちに散ってしまったそうです」

ハヤト：ここでノートをちゃんと取っておこう。普ふ通つうの神官は〝薔薇の武具〟について、くわしく知らないようだ……とスパイ手帳に記しておこう（笑）。

プリム：スパイ手帳？

ハヤト：いや！　何でもないよ!?　別に大切な情じよう報ほうを記録している手帳とか、水に溶とけるメモ用紙がついているとか、そういうのじゃないよ!?（一同笑）




　いまどき、誰だれも知らないって。




ＧＭ：「では、少々脱だつ線せんしましたが冒険者の話に戻もどります」

プリム：はーい。

ＧＭ：「冒険者は遺い跡せきなどの探索や警けい護ごなど、さまざまな仕事を神殿に併へい設せつされている依頼所から受けることができます」

プリム：依頼所、依頼所っと（メモしている）。

ＧＭ：「もちろん、依頼所を経けい由ゆせずに依頼を受けてもかまいませんが、その場合は各自の責せき任にんで受けることになります。この場合、けっして悪事には荷か担たんしないように。もしそのようなことがあれば、冒険者の資し格かくが剥はく奪だつされる可能性があります。十分に注意するようにしてください」

プリム：剥奪されちゃうんですか？　そ、それは困ります。

ハヤト：やっぱり神殿は怖いなぁ～。

ＧＭ：「それと依頼中に手に入れたアイテムは冒険者の物となります。依頼の目的であるアイテムは依い頼らい者しやに渡わたすことになりますが、それ以外の物──ドロップ品や遺跡で手に入れた物は、冒険者が自由に使ってかまいません。申告をする必要もありません」と、このような感じでふたりは一日中座学を受けていた。

プリム：たぶん、後半は眠気と戦ってます。

ハヤト：オレは使命を果たすために、一いつ生しよう懸けん命めい聞いているぜ。

ＧＭ：とまぁ、そんなことで講義は終わる。

プリム：やっと終わった！　長かった～！　バタン！（再び机に突っ伏す）

ハヤト：よし、冒険者についていろいろと知ったぜ。あとで大首領に報告しよう（笑）。

キュリア：じゃあ、ここで登場してもいいですか？　ギルドに参加することと、鍵かぎのことを伝えたいんですけど。

ＧＭ：ＯＫ。では、ちょうど講師が退室するのと入れ違いにキュリアが部屋に入ってきたことにして、ここでシーンを変えよう。







◆Middle02◆かくてギルドメンバーは集まった




　神官長の部屋を出たキュリアは、その足でプリムの元へと向かう。

　もちろんプリムのギルドに入れてもらうためだ。

　だが、そう考えているのはキュリアひとりではなかった……。




ＧＭ：では次のシーンだ。場所は先ほどのシーンと変わらず座学を受けていた部屋だ。プリムとハヤトがいるところに、キュリアが部屋に入ってきた──というところ。

キュリア：じゃあ、さっそくプリムちゃんに声を掛かけます。プリムちゃん、ちょっと話があるんだけど……いい？

プリム：あ、キュリアさん。はい、大だい丈じよう夫ぶです。

キュリア：今日はお願いがあってきたんです。

プリム：お願いですか？

キュリア：はい、お願いです。

プリム：どんなお願いなんですか？

キュリア：とっても大切なお願いです。

プリム：大切？　大切ってどんな？

キュリア：どんなって……すっごくです。

プリム：すっごくですか？

キュリア：はい、すっごく──。

ジェイス：ちょ、ちょっと待て！　話がちっとも進んでないだろ！

キュリア：あ、あれ？

プリム：あはははは（笑）。

ジェイス：仕方ない、私も登場しよう。キュリアくん、話は簡潔にしないとダメだぞ（笑）。

キュリア：わ、分かりました。（深呼吸してから）わたしをプリムちゃんのギルド〝ヘッジホッグ〟に入れてください！

ジェイス：簡潔すぎるだろっ！

プリム：大だい歓かん迎げいです！　あたしもキュリアさんがギルドに入ってくれればなぁ～って思ってたんです！

ジェイス：返事、速っ！（一同笑）

ハヤト：こういうところはためらわないんだ（笑）。

プリム：え？　えーっと、自分のことじゃないからです。ひとりだと寂しいじゃないですか。

キュリア：そうだよね～。あ、これからもよろしくお願いしますね。

プリム：こちらこそ、よろしくお願いします！

ジェイス：ま、まぁ、仲のよいことはよいことだがな。では、キュリアくんが参加したついでに、この私も〝ヘッジホッグ〟に入れてもらおうか。

ハヤト：じゃあ、オレも、オレも！

ＧＭ：「それは困りますねぇ～」軽い調子の男性の声が聞こえてくる。どうやら、ハヤトが〝ヘッジホッグ〟に参加することを認めない者がいるようだ。

ハヤト：だ、誰だよ！

ＧＭ：ハヤトの誰すい何かする声に、ジェイスのうしろから笑顔を浮うかべた神官ギルバートが現われる。「どこの馬の骨とも分からぬ輩やからを、〝ヘッジホッグ〟のギルドメンバーに認めるわけにはいかないんですよ」

ジェイス：まぁ、それは確かにそのとおりか……。最近、ネオ・ダイナストカバルの連中がなにやら動いている情報もあるしな（笑）。

ハヤト：ぎくっ！（一同笑）

ジェイス：おや？　なにをそんなに驚おどろいているのかな、ハヤトくん（笑）。

ハヤト：お、驚いてなんかいないよ。そ、それに、オレ、役に立ちますよね。今回のレベルアップで《リムーブトラップ》も覚えたし、なによりも隠おん密みつ状じよう態たいから攻こう撃げきができるよ。（ジェイスに向かって）ね、おにいさん！

ジェイス：おにいさん？

ハヤト：うん。おにいさん（笑）。

ジェイス：ギルバートくん、彼はとてもいい少年じゃないか～（一同笑）。

ＧＭ：「は、ジェイスさん？　いきなりなにを……」

ジェイス：ここはこのグランフェルデンの英雄たるこの私に免めんじて、彼を〝ヘッジホッグ〟に入れてあげようじゃないか。それともなにかね？　ハヤトくんを〝ヘッジホッグ〟に入れると不都合でもあるのか？　もし、あるならば今のうちに教えて欲しいのだが。

ＧＭ：そこまで言われてしまっては、ギルバートも断わることができない。「わ、分かりました。ギルドへの参加はすべてギルドマスターに一任されますからね。プリミラさんが認めるのであれば、仕方ありません」

プリム：あたしは別にかまいませんよ。ハヤトくんも、いい人そうですし。

ジェイス：なら決定だな。よろしく、ハヤトくん！

ハヤト：ありがとう、ジェイスおにいさん！

ジェイス：おにいさん……うむ、いい響ひびきだ（一同笑）。




　ハヤトの言葉に実に満足げなジェイスであった。







◆Middle03◆キュリアの決断、プリムのためらい




　紆う余よ曲きよく折せつがありながらも、どうにかメンバーが入った〝ヘッジホッグ〟。

　嬉しそうなプリムを見ながら、キュリアは鍵のことを告げるかどうか悩なやんでいた。




ＧＭ：次のシーンだけど……キュリア。

キュリア：は、はい。

ＧＭ：ソーンダイクから聞いたアメリアのことや鍵のことをプリムに言うか言わないか、そろそろ決めて欲しいんだけど。

キュリア：（悩んでいる）そうですよねぇ～。

ＧＭ：ここはどちらでもいいよ。

プリム：あたしは聞きたいです（笑）。

キュリア：そうだよねぇ～。お姉さんのことだもんね～。う[image: ][image: ][image: ]ん。

ＧＭ：どうします？

キュリア：……よし！　決めました！　プリムちゃんに言います！

一同：おっ！

キュリア：プリムちゃん。アメリアさんのことなんだけど……。

プリム：お姉ちゃんのこと？

キュリア：実はアメリアさんと別れた時、神官長に渡すようにって鍵を渡されたんです。それで、それが〝廃はい都と〟ファリアスって場所にある神殿の鍵らしいんです。プリムちゃんにその鍵を見せます。

プリム：じゃあ、お姉ちゃんはその神殿へ行こうとしていたってこと？

キュリア：たぶん。でも、その神殿に向かうと苛か酷こくな運命が待ちかまえているって……。

プリム：こ、怖そうな話じゃないですよね？

ジェイス：そういうことはないだろう。おそらく、プリミラくんの姉上が探している物についての情報だろう。

プリム：じゃあ、アメリアお姉ちゃんのことが分かるかもしれないんですよね？　なら、神官長のところに行ってみます。

ジェイス：ならば、私もつき合おう。（つぶやくように）ギルバートから聞いたことも気になるしな。

ハヤト：ギルバートさんがなんだって？

ジェイス：いや、ひとりごとだ。気にするな。

ハヤト：う～ん、気になるけど……まぁ、さっきの借りもあるし、ここは黙だまっておこう（笑）。

ＧＭ：じゃあ、神官長に話を聞きに行くということでＯＫ？

一同：はーい。

ＧＭ：では、キミたちはそのまま神官長の執務室へと向かう。扉をノックし、執務室へと入る。「やはり来ましたね」ソーンダイクは四人を見渡しながらつぶやく。

プリム：はい。アメリアお姉ちゃんのこと、教えていただけますか？

ＧＭ：「最初にお断わりしておきますが、私もすべてを知っているわけではありません。アメリアさんが持っていた鍵から、アメリアさんの目的を推測しただけです。それでも、よろしいですか？」

プリム：はい、かまいません。

ＧＭ：しばしためらったあと、ソーンダイクは重々しく口を開く。「キュリアさんに伝えたように、その鍵は〝廃都〟ファリアスに隠されている神殿の物です。ファリアスは、パリス同どう盟めいのライン王国の北西にある巨きよ大だい遺い跡せきです。約三〇〇年前に伝説の魔ま術じゆつ士しモルフィスが〈地〉の魔術と錬れん金きん術じゆつを駆く使しして造つくり上あげたといわれている町ですが、地ち殻かく変へん動どうによって崩ほう壊かいし、現げん在ざいはアンデッドの徘はい徊かいする危険な廃はい墟きよと化しています」

ジェイス：つまり、その神殿がアメリアの目的地ってわけだな。

ＧＭ：「おそらく。その鍵はファリアスの神殿に、とあるマジックアイテムを封印するために使用した物だったのですが、何者かに盗ぬすまれてしまったのです。アメリアさんは、それを手に入れたのでしょう」

プリム：それで、その神殿にはなにが封ふう印いんされているんですか？

ＧＭ：「失われた〝薔薇の武具〟のひとつ──ウィガール」

ジェイス：ウィガールだと？　そんなところにあったのか……。確か、あらゆる攻撃からその身を守るといわれている鎧だな。

ＧＭ：「そのとおりです」

プリム：じゃあ、お姉ちゃんの目的は〝薔薇の武具〟？　なんでそんな物を……。

ＧＭ：「そこまでは分かりません。しかし、アメリアさんの目的がウィガールならば──」

ジェイス：それを手にすることで、彼女の目的が分かるかもしれない、というわけか。

ＧＭ：「そのとおりです。しかし〝薔薇の武具〟を求める者には苛酷な運命が降りかかるともいわれています。それが真実かどうかは分かりません。だから、私に言えるのはここまでです。この鍵を持ってファリアスに行くかどうか、それを決めるのはキミたちです」

プリム：あたしたちが決める？

ＧＭ：「そうです。もし、神殿に向かうのであれば、アメリアさん捜そう索さくの一いつ環かんとして、神殿からの依頼ということにもできます」

プリム：……ど、どうしましょう？

ジェイス：それを決めるがギルドマスターの仕事だ。といいつつ、私はギルバートから言われたことが気になっているのだが（笑）。

ハヤト：オレも大首領から言われているし（笑）。

プリム：わぁ[image: ][image: ]、みんなずるいです。キュ、キュリアさん？

キュリア：……（満面の笑みでにこり）。

ＧＭ：どうしますか？

プリム：い、い、い……。

一同：い？

プリム：胃が痛いです（一同笑）。

ジェイス：どうやらこれは、ちょっと考える時間が必要だな。

プリム：……す、すみません（しょんぼり）。

キュリア：大丈夫、大丈夫！　そ、そうです。せっかくだからギルド結成のパーティーをしません？　ほら、お互いのことをまだよく知りませんし。

ハヤト：それは、いいアイデアだね。

ＧＭ：とゆーことは、次はパーティーのシーンかな。じゃあ、ここでシーンを一いつ端たん閉じよう。







◆Middle04◆意思と仲間




　新生〝ヘッジホッグ〟の結成パーティーをしようということになったのはいいが、キャラクターレベルが２ではお金がまったくといっていいほどない。有り金のほとんどを装備品に注ぎ込んでいたジェイスも似たようなものだ。

　相談の結果、パーティーはプリムのうちで行なおうということになった。




ＧＭ：では、一行はプリムの案内で彼女の家へと向かう。住宅街の細い路地に面した石造りのこぢんまりとした家だ。家の周囲はよく手入れされており、窓には色とりどりの花が植えられた鉢はちなども飾かざられている。

ハヤト：へぇ～、いい家だね。

プリム：ありがとうございます！　セシリー、ただいま。お客さん連れてきたよ。

キュリア：お邪じや魔ましま～す。

ジェイス：失礼する。

ＧＭ：すると家の奥おくから、ストールを肩かたに掛けた少女が出てくる。「プリムお姉ちゃんがお客さんを連れてくるなんて、珍めずしいね」

プリム：う、うん。ちょっと成り行きで……（笑）。

ＧＭ：「でも、家の中が賑にぎやかなのはいいことだよ。お姉ちゃん、引きこもってばかりだから……」

プリム：お、お買い物くらいはしてるもん。

ＧＭ：「お買い物くらいはね」肩をすくめながらも笑顔でセシリーは答えると、キミたちにもペコリとお辞じ儀ぎをする。「セシリー・ヘッジホッグです。プリムお姉ちゃんがいつもお世話になっています」

プリム：うん。じゃあ、セシリーにみんなを紹しよう介かいしなきゃ。みんな、新しい〝ヘッジホッグ〟のメンバーだよ。（ハヤトを引ひっ張ぱって）この人は、ハヤトくん。一いつ緒しよに冒険者の試験を受けたんだよ。

ハヤト：ハヤト・シザースと言います！　よろしくお願いします！

プリム：それから、タコのお姉ちゃん、キュリアさん。

キュリア：キュリア・ルピレイです。よろしくお願いします。

ＧＭ：「あっ、アメリアお姉ちゃんのギルドメンバーの……」

キュリア：はい。その、アメリアさんのことは……。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶです！　帰ってくるって信じていますから！」

キュリア：そうですね。きっと、帰ってきてくれます。

プリム：最後に、ジェイスさん。

ジェイス：ジェイス・ロウと申します。

プリム：ええと、怖い顔してるかもしれないけど、ジェイスさんはちゃんとあたしたちの仲間だから、安心してね？

ＧＭ：「うん、分かった（笑）」

ジェイス：分かったじゃない！　どうやら、ここは本当の私の姿を見せねばならんようだな。ちょっと台所を借りるぞ！

プリム：え？

ジェイス：返事を待たずに台所に向かって、そこで私の得意料理を作るぞ。

一同：得意料理？

ジェイス：うむ。よしできた！　プリミラくん。ほぅら、たこ焼きだ！（一同笑）




　なぜ、たこ焼き。




ジェイス：東方世界のダイワという国の名物だ。ちょうど、新しん鮮せんなタコがあったしな。

キュリア：新鮮なタコ？　……はっ、ターチュの足が一本減へってるっ!?（一同笑）

ジェイス：はっはっは、気にするな（笑）。

キュリア：タ、ターチュの足がぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

[image: ]

プリム：ほ、本当にターチュの足を使ったんですか？

ジェイス：……冗じよう談だんだ。

キュリア：え？　一、二、三……六、七、八！　本当だ、ちゃんと八本あります！（一同笑）

ＧＭ：「みんな、面白そうな人たちだね」

プリム：う、うん。そうだね（苦笑）。

ジェイス：セシリーくんと言ったかな。さぁ、たこ焼きをどうぞ（笑）。

ＧＭ：「ありがとうございます。じゃあ、みなさんのとりわけるお皿を持ってきますね」と、セシリーは台所へ向かう。

ジェイス：おお、気が利きく子ではないか。

ＧＭ：しかし、台所からは、コホコホと咳せき込こむ声が……。

ジェイス：……体力に難なんがありそうだな。

プリム：セシリーは、生まれつき身体が弱いんです。

ジェイス：……そうか。だが、いい妹じゃないか。

プリム：はい！　だから、セシリーのためにもアメリアお姉ちゃんを助けたいんです。でも、お姉ちゃんのことは、あたしの個こ人じん的てき事じ情じようにみなさんを巻まき込こむようで、とても心苦しいです……。

ハヤト：あれ？　そういえば、アメリアさんのこと、オレ聞いてない気がする（笑）。

ジェイス：アメリアさんはプリミラくんの姉上だ。

ハヤト：もしかして、前の〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターだった人？

ジェイス：そうだ。そしてアメリアさんは〝聖都〟ディアスロンドから特別な任にん務むを受けていたらしい……って、私は知らないうちにネオ・ダイナストカバルに情報を漏もらしてしまってるな（一同笑）。

ＧＭ：ハヤトがネオ・ダイナストカバルだってことはプレイヤーが知っている情報なので。

ハヤト：大丈夫だよ。オレは信用できるよ、かっこいいお兄さん！

ジェイス：うむ。ハヤトくん、キミはとてもよい少年だ。すべて疑わずに話すぞ（一同笑）。

ハヤト：そしてオレは、大事な情報だから聞きき逃のがさずにいる（笑）。

プリム：あたしとしても、お姉ちゃんは捜さがしたいけど……。

ジェイス：うむ、ここはいい話をするところだな。ちょっと昔を思い出すように……私の知り合いに、幼い頃ころに生き別れになった妹を捜すために冒険者になった青年がいてな。彼は多くの困難を乗り越え、妹と再開することができ、そして父親の跡を継ついで念願の騎き士しになった。

一同：……。

ジェイス：とある冒険で魔ま剣けんを手に入れはしたが、彼に取り立てて特別な力があったわけではないし、父親から家や技を継いだわけでもなかったし、ダイス目も平均だった。

ＧＭ：ダイス目は関係ないだろ（一同笑）。

ジェイス：だが、彼はどんな困難にも立ち向かう強い意志を持っていたし、そして苦楽を共にする仲間がいた。だからこそ、彼は己の願いを叶かなえることができたのだ。プリミラくん、キミにもこの先に困難が待ち受けているかもしれない。しかし、強い意志を持ち、仲間と協力することで、それを乗り越えることができるはずだ。そのことを覚えていてくれ。

一同：……。

ジェイス：ん？

キュリア：き、きくたけさんが、真面目なことを言ってますっ!!

ジェイス：いや、ジェイスだから。中の人は関係ないから（一同笑）。

ＧＭ：でも、ジェイスにしても珍しくいいことを言ったような気がする（笑）。

キュリア：ジェ、ジェイスさんはいい人ですよ？

ジェイス：……できれば、口ごもらずに言ってもらいたい（笑）。




　普ふ段だんから疑われるような言動が多いせいだと思う。




ジェイス：（咳払いをして）まぁ、そういうわけだ。

ハヤト：よし、オレたちも協力して、アメリアさんを捜しだそうじゃないか！

プリム：え？　お姉ちゃんを捜す依頼を引き受けてもいいんですか？

ハヤト：もちろんだよ！　仕事ですし！

プリム：なんて優やさしいんだろう……！

ハヤト：肉親だから、行ゆく方え不明なのも心配だろうけど……何より、仕事なんだろ？　しっかりと受けようじゃないか！

ジェイス：ということだ。みなに異い存ぞんはないようだぞ、プリミラくん。

プリム：はい、お願いします！　じゃあ、準じゆん備びを整ととのえて、一週間後に行きましょう！

一同：い、一週間後っ!?

ハヤト：今すぐじゃないの？

プリム：ほ、ほら、女の子だから、支し度たくに時間がかかるというか……（笑）。

ハヤト：でも、一週間も時間を空けちゃったら、プリム姉ちゃんが鍵を持っているっていう情報がほかに漏もれても？　それに、襲撃したヤツらがアメリアさんの目的地を荒あらしてしまう可能性もあるしさ。

プリム：そ、そうですね。分かりました。明日、ファリアスに向かって出発することにしましょう……（肩かたを落とす）。

キュリア：大丈夫ですよ。だから、そんなに落おち込こまなくても（笑）。

ジェイス：自信のなさといい内気なところといい、なかなか珍めずらしいＰＣ①だな（笑）。

ハヤト：それに、アメリアさんの行方の手がかりは見つかるかも知れないよ。

プリム：そうですね。じゃあ、明日はファリアスへ向かうとして、今日は解かい散さんしましょう！

ジェイス：えっ、泊とめてくれないの？　パジャマまで持ってきたんだけど（笑）。

ＧＭ：持ってきたんかい（一同笑）。

プリム：そ、それはちょっと（笑）。

ジェイス：しくしくしく……。

ハヤト：それじゃあ、おやすみ！

キュリア：おやすみなさい。また、明日。

プリミラ：はーい。おやすみなさい。

ＧＭ：三人を玄関先で見送ったあと、セシリーが安心したように言う。「みんな、いい人みたいでよかったね。プリムお姉ちゃん」

プリム：うん……。そうだ、セシリーに今日あったことを話そう。「聞いて！　今日、冒険者になるための講義を受けたんだよ。そこでね──」

ＧＭ：セシリーは「はいはい」と笑顔で聞きながら、紅こう茶ちやをいれてくれる。

ハヤト：妹はしっかりしてる子だなぁ。

ＧＭ：その代わり、体が弱いですけどね。

ジェイス：……セシリー、ボスキャラじゃないだろうな？

ＧＭ：さて、それはどうでしょう（笑）。というところで、シーンを変えよう。







◆Middle05◆死の都へ




〝廃都〟ファリアス───。

　三〇〇年前に崩壊して以来、ここに住まうのは死人たちだけだ。

　この町を舞台に、新生〝ヘッジホッグ〟の最初の冒険が始まる。




ＧＭ：さて、グランフェルデンを出発したキミたちは、一週間ほどで〝廃都〟ファリアスの縁ふちまでやってきた。時間は昼過ぎ。ちょうど外がい壁へきが見える位置にいる。

ハヤト：ふう、ようやくついたぜ～。

キュリア：長い旅でした（笑）。

ＧＭ：まぁ、徒歩で一週間はそれなりの距きよ離りだからね。旅の途と中ちゆうで事件やトラブルに巻き込まれることもなく、無事に到とう着ちやくすることができたのは僥ぎよう倖こうといえるだろう。

ジェイス：で、ここがファリアスか……。街の様子は？

ＧＭ：ざっと見回してみると石いし造づくりの建物が並ならんでいる。もちろん、長い年月が経っているので、崩くずれているものがほとんどだ。木々がうねりながらそれらの建物に侵しん蝕しよくしていたり、瓦礫が散らばっていたりと、まさに荒あれ放ほう題だいという言葉が相応しい。

キュリア：三〇〇年も放置されていれば仕方ないですね。人の気配はあります？

ＧＭ：キミたちの周囲からは感じられない。もっとも、人がいたとしても宝たからを目当てにやって来る冒険者くらいだろう。もしくは……。

ジェイス：我々を狙ねらう輩やからだな。

プリム：この町ってかなり大きいんですか？

ＧＭ：グランフェルデンと同じくらい……四、五キロ四方といったところかな。町の中心である城にはレアなマジックアイテムがあると噂うわさされている。もっとも、そこには強力なアンデッドがいるだろうけど。

ハヤト：まぁ、そうだよね。

キュリア：それで、神殿はどこにあるんでしょう？

ジェイス：それを探さがすところからスタートだな。

ハヤト：じゃあ、さっそく街の中へ行ってみようぜ。

プリム：え？　（おずおずと）……も、もう行くんですか？

一同：また内気に戻ってるしっ！（笑）

ジェイス：まぁ、ここで眺ながめていても仕方ないからな。というか、そのためらいがちなところは、なんとかならんのかね？（笑）

プリム：で、でも行かないとダメなんですよね？　……い、行きましょう！

ＧＭ：あ、自己完結した（笑）。

プリム：プリムはためらうけど、前に進む女の子なんです（笑）。

ＧＭ：では、キミたちは外壁の崩れている場所を見つけると、そこを乗り越えて町の中へと進入した。壁の向こうはちょうど大通りにつながっていて、目の前にはまっすぐ町の中心部へと延びる街路が見える。だが、町が賑にぎわっていた頃の面おも影かげはまったくなく、そこにあるのは瓦礫とたくさんの白骨だけだ。

プリム：は、白骨っ!?　ひ、引き返しましょう！

一同：速っ!?

ハヤト：まだ町に入ったばかりなんだけどな（笑）。

プリム：で、でも白骨ですよ。絶対に起き上がってきますよ！

ＧＭ：うん、いい勘かんしている。とゆーわけで、キミたちが町の中に入ると、街路に転がっていた白骨がカラカラと音を立てて立ち上がる！

プリム：や、やっぱり────っ!?

キュリア：戦闘ですか？

ＧＭ：いや、ここは動く人じん骨こつの群むれ──スケルトンに発見されるかどうかの判定となる。全員、難なん易い度ど９の【幸運】判定で、失敗したＰＣがひとりでもいた場合、スケルトンに見つかってしまう。

[image: ]

ジェイス：発見された場合は？

ＧＭ：全員、ＨＰロスとＭＰロスを５点ずつ受ける。では、判定をどうぞ！




　足音を忍しのばせ、瓦礫の中をうろうろと歩き回るスケルトンをやり過ごそうとする四人。

　しかし……。




キュリア：そうですよね。これくらいの判定……（ダイスを振る）ファンブルです！

一同：えぇ────っ!?

キュリア：フ、フェイトを１点使って振り直します。ここは先せん輩ぱいとしていいところを……きゃあああ───っ、また失敗ですぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。




　ペキ！　キュリアの足元で乾かわいた音がする。それは、彼女が踏ふんだ枯れ木の立てた音だった。

　おそるおそるスケルトンの方へと視線を動かすキュリア。




ＧＭ：と、そこにはキュリアをじっと見つめる無数のスケルトンの群れ。なにもないはずの眼がん窩かがニヤリと笑った気がした（笑）。

キュリア：ぎゃぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　逃にげます！　ダッシュで逃げますっ!!

ジェイス：先輩としてがんばるって宣言はどうした（一同笑）。

ＧＭ：大声を上げて逃げ出すキュリア。そんなキュリアをカタカタと歯を鳴らしながら追いかけるスケルトンたち。そしてもちろん、残りの三人もスケルトンに追いかけられる。

ハヤト：こ、こっちにも来たーっ!!

プリム：に、逃げます！　先輩を見習ってダッシュで逃げます！（一同笑）

ジェイス：そういうところは見習わないでいいから（笑）。

ＧＭ：とゆーことでキミたちはスケルトンの大群に追いかけられる。と、プリムはアメリアから渡されたという鍵が明めい滅めつしていることに気がつく。

プリム：鍵が光ってる？

ＧＭ：しかも、特定の方向へと進むと明滅の間かん隔かくが短くなっているようだ。

ジェイス：どうやら、我々を導いているようだな。と、逃げながら解説しよう（笑）。

プリム：もしかして、神殿の場所？

ジェイス：その可能性は高いな。

プリム：じゃあ、そっちの方へと逃げます！

ＧＭ：了解。キミたちは鍵の導くままに町の中を駆かけ巡めぐる。すると、倉庫らしい建物の前へと辿たどり着く。崩壊を免まぬがれたのか、原形をほぼ留めたままだ。どうやら、鍵が示しているのはこの建物らしい。気がつくと追いかけていたスケルトンたちの姿は見えなくなっている。

ハヤト：どうやら撒まいたようだね。

ジェイス：よし。別のアンデッドに見つからないうちに、中に入ってみよう。

プリム：はーい。

ＧＭ：建物の中はがらんとしていて、なにもない。しかし、建物の中心部へと向かうにしたがって、さらに明滅が激しくなっていき、ある一点まで行ったところで明滅が止まる。

ジェイス：ハヤトくん、この辺りの床ゆかを調べてくれないか？

ハヤト：分かったよ。トラップ探知……（ダイスを振る）達成値は14。

ＧＭ：それなら問題ない。床の一部が開くようになっている。《コンシール》のトラップで隠されていたようだ。

ハヤト：じゃあ、そこを開けるよ。ギギギギギ……。

ＧＭ：ハヤトが床の一部を動かすと、そこには地下へと降りる階段がある。

ジェイス：なるほど。秘密の神殿とやらは地下にあったのか……。

ハヤト：そりゃ、見つからないわけだよね。

ジェイス：ならば、ここからが本番というわけだな。キミたち、油ゆ断だんはするなよ？

プリム・キュリア：は、はい！




　四人は顔を見合わせると大きくうなずき、地下へと続く階段を降りていった。







◆Middle06◆カタコンペにて




　階段を降りた先は、広い空間になっていた。人工のものではなく、天然の洞どう窟くつのようだ。

　少し離はなれた場所に神殿らしき建物と、それを囲む塀へいが見える。

　そして、その塀までの間には、数多くの墓石が並んでいた。




ＧＭ：階段を降りた先は、カタコンペ──いわゆる地下墓地になっている。階段から先は明かりがまったくないのだが、プリムやジェイスが持っている冒険者セットの中にはランタンが含ふくまれているので、なんの問題もない。

ハヤト：時じ刻こくは何時くらい？

ＧＭ：スケルトンに追い回されて結けつ構こう時間が経たったので、もうすでに夕方だね。もうすぐ日が沈しずみ、夜になるくらいの時間だ。

キュリア：夜の墓場は、ちょっと怖い気ですね。

プリム：で、ですよね。……探索、明日の朝にしませんか？（笑）

キュリア：でも、明日の朝までどこで過ごしましょう。ここ？

プリム：そ、その方が怖いかも（笑）。




　それは言える。




プリム：やっぱり、先に進んだ方がいいのかな？

キュリア：し、心配いりません。わたしがついていますから！

ハヤト：キュリア姉ちゃん、怖いの？　怖くないの？　どっちなの？（一同爆笑）

ジェイス：ハヤトくん、これが先輩と後輩の麗しい関係なのだよ（笑）。

プリム：わ、分かりました！　もう……さっさと行きましょう！　すぐに行きましょう!!

ハヤト：弱気なんだか、強気なんだか……（笑）。

ＧＭ：（おどろおどろしい感じに）では、キミたちは立ち並ぶ墓石の中を抜けて、神殿へと向かっていく。錬金術によって作られた人工の明かりに照らされて、墓石の影かげが不気味に床に伸びる。

プリム：な、なんか出そうです。

キュリア：プ、プリムちゃん！　変なこと言わないでください！　本当になにか出たらどうするんですかっ!?

ジェイス：キュリアくん、キミが一いつ緒しよに怖がってどうする？（笑）

キュリア：だ、だって～。

ハヤト：ともかく、進むしかないよ。

ＧＭ：そんな嫌いやな雰ふん囲い気きが漂ただよう中、キミたちはゆっくりと歩いて行く。

プリム：嫌な予感がします……。

ＧＭ：では、ここで全員、危き険けん感知の判はん定ていをどうぞ。難なん易い度どは12だ。

ジェイス：危険感知？　トラップか？　（ダイスを振る）ダメだ。10で失敗。

プリム：（ダイスを振ふる）７で失敗です。

ハヤト：（ダイスを振る）オレも失敗だ。

キュリア：（ダイスを振る）おっと、今度は成功しましたよ（笑）。

ＧＭ：では、キュリアだけは気づく。足元の地面から薄うすく透すけている手が伸のびてきて、キミの足を掴つかもうとしているのを……。

キュリア：ひいぃぃっ!?　ぱっと避さけます！

ＧＭ：だが、ほかの三名は気がつかない。ゆっくりと手は伸び、足元を……（大声で）ぐわっ、と掴む！

プリム：いや[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！

ハヤト：ぎゃ─────！

ＧＭ：そして、手に掴まれた部分から熱が急激に奪うばわれていく。が、ここで難易度13の【敏びん捷しよう】判定に成功すれば、手を振り離すことができる。しかし、この判定に失敗した場合は、３Ｄ＋10の貫かん通つうダメージと５点のＭＰロスを受けることになる。

ハヤト：（ダイスを振る）全然ダメだ、失敗！　ぎゃ～！　オレの足を、手が、手が～!?

プリム：（ダイスを振る）12！　あたしも失敗です。は、離して[image: ][image: ][image: ][image: ]！

ジェイス：（ダイスを振る）13で成功。ふっ、私わたしはアコライトだからな。亡もう者じやよ、お前たちはもう死んだのだ。生ある者に執しゆう着ちやくするでない、と諭さとしたことにしよう（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）では判定に失敗したプリムとハヤトは、16点の貫通ダメージと５点のＭＰロスを受ける。

プリム：あ、あたしはもうダメです……ばたり。気が抜けて倒れます（笑）。

キュリア：駆かけ寄よって抱だき起おこします！　しっかりして！（笑）

[image: ]

ジェイス：こんなに心弱いＰＣ①が、今までいただろうか？（一同笑）

ＧＭ：しばらくすると、半はん透とう明めいの手たちは満足したのか、手を左右に振りながら、ふ～っと消えていく。

プリム：いや～っ！　は、早くどこかに逃げましょう！

ハヤト：落ち着いて、プリム姉ちゃん。戻もどるより先を進む方が早いって（笑）。




　相変わらずの大騒ぎののち、四人はようやく神殿の近くまで辿り着いた。







◆Middle07◆首なし騎き士しと空飛ぶ首




　アンデッドが群むれなす墓場を抜けて、神殿へと目指す。

　しかし、ここは死の都。

　逃にげても逃げても、亡者はそこかしこにいるのだ。




ＧＭ：地面から現われる手を振り払い、神殿へと駆かけ寄よる。しかし、キミたちは気がついた。周囲に人間の首がたくさん転がっていることに……。

プリム：いや～っ！（笑）

キュリア：く、首がっ！　首がっ！

ＧＭ：さらに、馬にまたがった首のない騎士が神殿を囲む塀の扉の前に立ち塞がっている。

ジェイス：デュラハンか！　今回は何故なぜこんなにもホラー風なんだ？（笑）

[image: ]




　だって、夏だし。いや、発売時期は秋なのだが……。




ＧＭ：地面の首がふわっと浮かび上がり、キミたちを囲んだ。ちなみに、デュラハンを倒せば、扉を開けて、塀の向こうに行くことができる。

ジェイス：なるほど。

ＧＭ：ルール的にはデュラハンを倒したラウンドのクリンナッププロセスに退場できる。では、戦せん闘とう開始だ！




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　フライングヘッドＡ～Ｃ　11

　デュラハン　　　　　　　10

　ハヤト　　　　　　　　　９

　プリム　　　　　　　　　６

　ジェイス　　　　　　　　５

　キュリア　　　　　　　　４
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ＧＭ：まずはセットアッププロセスからだ。飛んでいる首──フライングヘッドはなし。デュラハンは《死の咆ほう哮こう》を使用。デュラハンのくぐもった唸うなり声が響ひびく。対象はハヤト。【精せい神しん】同士の対決だ。（ダイスを振る）達成値は15！




ハヤト：それは厳きびしい。（ダイスを振る）惜おしい、13で失敗。

ＧＭ：デュラハンの不気味な咆哮がハヤトの心を鷲わし掴づかみにする。ハヤトはバッドステータスの［放心］を受けた。

ハヤト：くっ、だが、デュラハン。お前は間ま違ちがいを犯おかしたぜ！　たいしてダメージの高くないオレを［放心］させても、いいことはない！

プリム：そういうことは、自分で言わない方がいいと思います（笑）。




　まったくである。




ＧＭ：ほかにセットアッププロセスでスキルを使う人はいないので、これで終了。【行動値】11のフライングヘッドから行動だ。空を滑るような動きで、三体ともキミたちのエンゲージに突とつ入にゆうしてくる！

一同：来た！

ジェイス：ふっ、やはり。《陣じん形けい》を使わないのは正解だったな。

ＧＭ：フライングヘッドの攻こう撃げき対象はランダムにダイスで決めよう……（ダイスを振る）ジェイス以外の三名に対して一回ずつ攻撃だ。

ジェイス：ふふ、神しん聖せいな力に守られている私には、攻撃できなかったようだな（笑）。

ＧＭ：邪じや悪あくな気配を感じたということで（笑）。

ジェイス：おい、アンデッドのくせに人を邪悪とかいうな！（一同笑）

ＧＭ：フライングヘッドＡ。ムーブアクションでＰＣたちのエンゲージに移い動どう。マイナーアクションは《バッドステータス付ふ与よ：毒どく（２）》、メジャーアクションで普通に攻撃する。（ダイスを振る）命中は20！

ハヤト：クリティカル以外回かい避ひできないよ。（ダイスを振る）回避失敗。噛まれた～！

ＧＭ：（ダイスを振る）27点ダメージです。

ジェイス：ハヤトくんへ《プロテクション》。（ダイスを振る）23点軽けい減げんしたぞ。

ハヤト：おっ、やった！　【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】が５点あるから、ダメージは０だ。

ＧＭ：大きく開け、ハヤトに噛みつくフライングヘッド。だが、その牙きばは光の壁かべにはじかれ、傷ひとつつけることができない。

ハヤト：ははは、見ろ！　この聖せいなる光を！（笑）

ジェイス：それは私の魔ま法ほうだ！（一同笑）

ＧＭ：続くフライングヘッドＢは、プリムを攻撃。使用するスキルは先ほどと同じで……（ダイスを振る）命中は19だ！




　残る二体のフライングヘッドが、それぞれプリムとキュリアへと襲いかかる。

　その鋭い牙は防具だけでなくジェイスが掛けた《プロテクション》をも貫き、ふたりはフライングヘッドの［毒（２）］に冒されてしまう。

　だが、このチャンスにデュラハンは動かない。どうやらフライングヘッドにその攻撃をすべて任せ、みずからは神殿への扉を守護しているようだ。




ハヤト：じゃ、オレの番だな。マイナーアクションで《カメレオンスキン》、メジャーアクションで《ワイドアタック》。フッと姿すがたを消して、フライングヘッドたちを攻撃するぜ。（ダイスを振る）４Ｄ振って、出目が11。命中は18だ！

ＧＭ：（ダイスを振る）三体すべて回避失敗！

ハヤト：やったぜ！　（ダイスを振る）26点のダメージだ。




　溶けるように姿を消したハヤトは、フライングヘッドの間を縫ぬうように動き、次々とクナイで攻撃していく。しかし、首だけのアンデッドたちは傷つきながらも怯む様子はない。

　ハヤトに続いて攻撃しようするプリム。だが、それをジェイスは制し、先にキュリアに魔法で攻撃させた。キュリアの《サモン・フェンリル》でフライングヘッドを一いつ掃そうしたのち、プリムがデュラハンを倒すという作戦だ。




キュリア：マイナーアクションで毒消しを飲んで、メジャーアクションで《サモン・フェンリル》を使用。フライングヘッドをまとめて攻撃します。（ダイスを振る）命中は23です。

ＧＭ：（ダイスを振る）またしても、三体回避失敗！

ジェイス：ここでフライングヘッドを落としておきたい。キュリアくんへ《ディスコード》！　（ダイスを振る）15点、ダメージを追加だ。

キュリア：じゃあ、わたしも《マジックフォージ》も使います。（ダイスを振る）38点。ジェイスさんの支し援えんの分を併あわせて、53点の〈無〉属性の魔法ダメージです！

ＧＭ：（計算して）……うっ、フライングヘッドのＨＰがぴったり０に。狼おおかみに似たフェンリルの咆哮、それと合わさったジェイスの呪歌によるハーモニーに、フライングヘッドたちは力なく地面へ落ちる。

キュリア：やった～！　ターチュと一緒に喜びます！

ジェイス：よし、では私はプリミラくんへ《エンチャントウェポン：無》。（ダイスを振る）発動成功だ。さぁ、プリミラくん、デュラハンを攻撃したまえ！

プリム：はい！　ムーブアクションでデュラハンとエンゲージ。マイナーアクションで毒消しを飲みまして……メジャーアクションで《バッシュ》！　そして、《ダンシングヒーロー》でダイスを増ふやします。（ダイスを振る）命中は23です！

ＧＭ：クリティカル以外は回避できない。（ダイスを振る）回避は失敗！

プリム：《スラッシュブロウ》です！　（ダイスを振る）31点の〈無〉属性の魔法ダメージです！

ＧＭ：プリムの剣がデュラハンを捉とらえる。魔法の力を得たグレートソードはデュラハンの鎧をなんなく斬きり裂さく。しかし、フライングヘッド同様、デュラハンもまったく怯む様子はない。ゆっくりとプリムへ向けて手に持つ剣を振り上げる。

ジェイス：待機していたデュラハンの攻撃か……。

ＧＭ：ええ。マイナーで《魂たましい砕くだき》、メジャーアクションは普通に白兵攻撃。１点でもダメージが通ると、９点のＭＰロスが発生する。（ダイスを振る）命中は、18です。

プリム：（ダイスを振る）あっ、13で回避失敗。避よけられません！

ＧＭ：（ダイスを振る）38点のダメージ！

ジェイス：《プロテクション》！　（ダイスを振る）20点軽減だ。

プリム：ダ、ダメです。９点のダメージを受けました！

ＧＭ：プリムは回避を試みるもデュラハンの攻撃を避けることができない。騎士の亡霊の剣が《プロテクション》による光の壁を砕きながらプリムの身体を傷つける。と、その傷口から力がすーっと抜けていくような感かん触しよくを味わうプリム。９点のＭＰロス！

プリム：え、ＭＰまで減ってしまいましたよっ！

キュリア：落ち着いて、プリムちゃん！　あなたは、やればできる子よ～！

プリム：ああ、先輩の励はげましがうれしい。もうちょっとがんばってみます（笑）。

ジェイス：そうだ、プリミラくん。キミはこんなところで倒れるべき人ではない。《クイックヒール》……（ダイスを振る）31点回かい復ふくだ。

プリム：あ、ありがとうございます。がんばります！




●第２ラウンド

ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアッププロセスだ。フライングヘッドを倒したと思ったのもつかの間、別のフライングヘッドが浮かび上がってくる。数は同じく三体だ。

ジェイス：こいつら、セットアップごとに登場するのか。きりがないぞ。




▼行動値

　フライングヘッドＤ～Ｆ　11

　デュラハン　　　　　　　10

　ハヤト　　　　　　　　　９

　プリム　　　　　　　　　６

　ジェイス　　　　　　　　５

　キュリア　　　　　　　　４

[image: ]




ＧＭ：さて、デュラハンのセットアッププロセス。今度はプリムに対して《死の咆哮》を使用。（ダイスを振る）こちらは16。

プリム：（ダイスを振る）こっちは13です。

ＧＭ：デュラハンがグオオォォォッと、唸り声を上げて、バッドステータスの［放心］をプレゼントフォーユー！

プリム：こ、今度は［放心］を受けましたっ！

キュリア：プリムちゃん、しっかりして～!?

プリム：は、はい！　がんばります！

ハヤト：で、次はオレか。ギルドマスター、できれば《陣形》を使って欲ほしいんだけど……。

プリム：《陣形》ですか？

ハヤト：うん。フライングヘッドの相手ばかりしてたら、らちが明かないよ。みんなで、デュラハンのエンゲージに突つっ込こまなくっちゃ。

ＧＭ：デュラハンさえ倒せば、クリンナッププロセスにシーンからの退場を宣言できるよ。

ジェイス：……それなら、みんなで扉のエンゲージに突入するしかないな。

ハヤト：携けい帯たい大だい首しゆ領りようから「敵は無む限げんに湧わく。逃にげるのだ」とメッセージが聞こえてきたぞ！デュラハンを倒して逃にげよう！（笑）

ジェイス：便利だな、相変わらず（笑）。

プリム：《陣形》を使いましょう！




《陣形》の宣せん言げんと共に、一斉にデュラハンの許へと移動するプリムたち。

　しかし、すぐにフライングヘッドたちも一行を追いかける。プリム、キュリア、ハヤトの三人が噛みつかれ、キュリアとハヤトが［毒（２）］に冒されてしまう。




ハヤト：くっそー。これじゃあ、このラウンドのクリンナッププロセスに［毒（２）］のダメージを受けて倒たおれちゃうよ。

ジェイス：毒消しを使えば？

ハヤト：マイナーアクションで毒消しを使ってしまうと、オレは敵に対してダメージを与あたえられないんだよ。《ヒール》で回復してくれると助かるんだけど……。

キュリア：あ、わたしもです（笑）。

ジェイス：な、なにっ!?

ＧＭ：だが、その前にデュラハンの攻撃だ！　マイナーアクションで《ブラッドヒート》を使用。ＨＰを20点消費して、ダメージを25点上じよう昇しようさせる。デュラハンの持つ剣から闘気が立ち上る。そしてジェイスを普通に白兵攻撃。（ダイスを振る）命中は19だ！

ジェイス：（ダイスを振る）くっ、失敗だ。甘んじてその攻撃を受けよう。

ＧＭ：（ダイスを振る）58点ダメージ！

ジェイス：結構でかいな！　自分に《プロテクション》！　（ダイスを振る）15点軽減して、26点のＨＰダメージか。ふっ、まだまだ余裕だな。

ＧＭ：か、硬い！

ジェイス：【物理防御力】は17もあるからな。この程度の攻撃、痛くも痒かゆくもない。そして、敵は《ブラッドヒート》でＨＰを減らした、今がチャンスだ！

ハヤト：じゃあ、［毒（２）］を受けているオレは待機するね。プリム姉ちゃんとキュリア姉ちゃんの攻撃で倒せなかったら攻撃するよ。

プリム：じゃあ、次はあたしの番ですね。《ソードダンス》＋《バッシュ》でデュラハンを攻撃しますけど、フェイト使わないと当たらないかな？

ジェイス：難しいところだな。おそらく、半々といったところだろう。

プリム：そうですか……。デュラハンさん、どう思います？（一同笑）

ジェイス：敵に聞くなよ（笑）。




　デュラハンもびっくりである。




ハヤト：たぶん、教えてくれないんじゃないかなぁ（笑）。

プリム：や、やっぱりそうですよね。……分かりました、フェイトを１点使います！　（ダイスを振る）命中は21です。

ＧＭ：（ダイスを振る）18で回避失敗。

プリム：ほっ、フェイト使ってよかったです。

ジェイス：では、ここで《ディスコード》だな。（ダイスを振る）15点のダメージを追加だ。

プリム：（ダイスを振る）39点に15点を追加して……54点、〈無〉属性の魔法ダメージです！

ＧＭ：先ほどの攻撃でデュラハンの動きを見切ったのか、プリムの両手剣が吸い込まれるようにデュラハンに命中する。その一撃を受け、デュラハンは馬ごと真横に倒れ、そしてそのまま動かなくなる。ＨＰが０になったので、デュラハンも戦闘不能！

プリム：やった、やりましたよ！

ジェイス：うむ、よくやった！

プリム：これで、あとは逃にげ切きればいいわけですね。

ジェイス：そうだ。しかし、このままだと［毒（２）］が回ってキュリアくんが倒れてしまうので、私はキュリアくんへ《ヒール》。（ダイスを振る）34点回復だ。

キュリア：ありがとうございます！　全ぜん快かいです！　で、わたしの番ですけど、なにもしなくていいですよね？

ジェイス：そうだな。どうせこのラウンドに抜け出せるからな。ＭＰがもったいない（笑）。

ハヤト：じゃあ、最後にオレが自分の行動で毒消しを飲む。ゴクゴクゴク……ぷふぁ～、死ぬかと思ったぜ（笑）。

ＧＭ：ではクリンナッププロセス。［毒（２）］を受けている人は、10点のＨＰロスを受ける。

プリム：これで終わりですね。じゃあ、脱出しましょう。




　プリムたちはフライングヘッドを振ふり切きり、目の前の扉を開けて逃げ込む。

　だが、開いている扉へと目掛けて、フライングヘッドたちが群がってくる。




ジェイス：くそう、しつこい奴らだ！

プリム：ゾンビ物の定番ですね（笑）。

ＧＭ：はい。ですので、ここで扉を閉めて鍵を掛けることができるかの【器用】判定となる。鍵開けの逆ということで、トラップ解除でも可能だ。難易度は16。

ハヤト：判定に失敗するとどうなる？

ＧＭ：フライングヘッドが中に入ってきて、さらに戦闘が続くことになるね。しかも、この判定に成功するまで、フライングヘッドが増え続けて、しかも戦闘と同時に扉を閉めるための判定を行なうという（笑）。

ジェイス：そ、それはかなりハードだな。

ハヤト：じゃあ、オレがトラップ解除をするよ。扉を閉めて、くさびを打ち込んでしまおう。くさびをひとつ使用。（ダイスを振る）よし！　19で成功だ。




　全員が中に入ったのを確認したハヤトは、振り向きざまに扉に肩から体当たりをする。そして急いで掛かけ金がねを掛けると、ぶらさがっていた錠じよう前まえを閉める。

　その瞬間、大きななにか──間違いなくフライングヘッドだろう──が、扉にぶつかる音がドーン、ドーンと響く。




ハヤト：ま、間に合った……。

プリム：間かん一いつ髪ぱつでしたね。

ＧＭ：とゆーところで、このシーンは終了となる。では、次のシーンへと移ろう！







◆Middle08◆不思議な噴ふん水すい




　塀を越こえた先は庭園になっていた。

　だが、地下の神殿といえども、ファリアス崩壊の影えい響きようを逃れることができなかったのだろう。あちこちに崩ほう落らくした岩が転がっている。

　さらに雑草が生い茂り、庭園だった頃の面影は今やなかった。




ＧＭ：さて、フライングヘッドから逃れてなんとか塀の向こうへと入ることができたわけだが、そこはうっすらとした霧きりのようなものが立ちこめている。そして、霧の向こう──一〇メートルほど向こうにぼんやりと噴水のような物が見える。

ジェイス：噴水か……。回復の泉いずみの可能性もあるな。

ＧＭ：回復の泉かどうかは、近づかないと分からないね。

ハヤト：じゃあ、オレがちょっと行って見てくるよ。

ＧＭ：ハヤトが噴水に近づいていくと、霧に隠されていたその姿がだんだんと顕わになっていく。大理石でできたその噴水は白く美しかったのだろうが、あちらこちらが壊れ、水も涸かれ、今は見る影かげもない。

ハヤト：周りにはなにもいない？

ＧＭ：特になんの気配もないね。だが、噴水に近づくにつれ、どこからともなくキミの頭の中に声が響いてくる……。

ハヤト：ひっ!?

ジェイス：今度はなんだ!?

ＧＭ：「（おどろおどろしい声で）水をくれ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

ハヤト：うわぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　ぴゅーっとみんなの方に戻る！　そして、無言で噴水を指さしながら、ガタガタ震ふるえる！（一同笑）

キュリア：どうしましたか～？（笑）

ハヤト：こ、声が……！

ＧＭ：だが、その声はハヤト以外には聞こえていない。しかも、噴水から離はなれると声は聞こえなくなる。

ハヤト：あれ？　……ま、まぁ、噴水に近づいてみるといいと思うよ？（笑）

ジェイス：近づいてみるか？

ＧＭ：噴水に近づいていくと──「水をくれ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

ジェイス：ササササッ！（後こう退たいした）

プリム：ジェイスさーん!!（爆ばく笑しよう）

キュリア：あなた、神官だったじゃないですか！

ジェイス：神官でも怖いものは怖いんだよ！（一同笑）

ＧＭ：なんという開き直り（笑）。

ハヤト：でも、真ま面じ目めな話、水をくれと言われても、水なんてないしなぁ。

プリム：……あっ、もしかして、水ってポーションのことじゃないですか？

ジェイス：まあ、一いち応おう液えき体たいではあるな。

ハヤト：賭かけてみる？　ＨＰはジェイスさんの《ヒール》でなんとかなるけど、ＭＰはポーション以外で回復できないし。

ジェイス：（しばらく考えたあと）……賭けてみるか。では、みんなで噴水に近づくぞ。

ＧＭ：では、全員の頭の中に「水をくれ[image: ][image: ][image: ][image: ]」という声が聞こえてくる。

プリム：こ、怖いよう～。

ジェイス：では、覚かく悟ごを決めて、ＭＰポーションを噴水に注そそぐぞ。噴水よ、慈じ悲ひを与あたえようではないか！　ジョロジョロ（注ぎ込こんだ音）。

ＧＭ：大おう仰ぎようなセリフと共にジェイスが噴水にＭＰポーションを注ぐと、みるみる水かさが増ましていく。とてもポーションだけでまかなえる水量ではない。

プリム：わぁ！

ＧＭ：とゆーことで、この噴水は［回復の泉］というオブジェクトとなる。使用するとＭＰが２Ｄ点回復するが、三回までしか使うことができない。

ジェイス：よしっ！　賭けに勝ったな。ナイスだ、プリミラくん！

プリム：はい、ありがとうございます！

ジェイス：これでＭＰ回復の手段も余分に確保できたし、ここで一端休きゆう憩けいにしよう。ＨＰが減っている人は申告してくれ、《ヒール》で回復しよう。




　戦いの連続で緊張が続いていたなか、やっと人心地がついたプリムたち。

　まずは、ジェイスの《ヒール》や手持ちのポーション、さらには復活した［回復の泉］を使用してＨＰやＭＰの回復を図る。




ジェイス：そうだ！　ポーションをもう一本入れてみるとどうなるんだろ？

ＧＭ：すると頭の中にまた声が響いてくる。「もう水はいらない[image: ][image: ]」（一同笑）

プリム：ダメだって（笑）。

ジェイス：残念（一同笑）。

ＧＭ：では、休憩を終えたキミたちは、噴水の脇わきを抜けて神殿の方へと向かう。とゆーとこでシーン終了となる。







◆Middle09◆秘密の神殿へ




　プリムたちは、ついに隠された神殿へ到着した。

　建物はところどころ崩くずれてはいるものの、まだ外観は保たもったままだ。

　正面の金属製の扉は、重々しく閉とざされている。




プリム：やっと着きましたね。

ジェイス：扉に鍵は？

ＧＭ：もちろん掛かっている。そして、両開きの扉の中央には周囲に薔薇の模様がレリーフされた鍵穴が見える。

プリム：この神殿で間違いないですね。この鍵を使って──。

ハヤト：ちょっと待って、プリム姉ちゃん！　一応、トラップ探知をしておくから……（ダイスを振る）達成値は13。

ＧＭ：トラップは掛かっていないようだ。

ハヤト：うん、たぶんトラップはないよ。

プリム：じゃあ、行きましょう！　鍵を差し込んで、回してみます。

ＧＭ：ガチャッというロックが外れる音と共に、大きな振しん動どうが伝わってくる。

プリム：開きました！

ＧＭ：そして、重たい音を立てながら、扉が内側へとゆっくりと開いていく。

ハヤト：ぎぎぎぎー（扉の開く音）。

ジェイス：なにか気配はあるか？

ＧＭ：人の気配は特には感じられない。が……。

プリム：が？

ＧＭ：キミたちが扉を開けた瞬間、ドカ───ンと背はい後ごで大きな音が響ひびき渡わたる。

一同：な、なんだっ!?

プリム：あ、慌あわてて振ふり返かえります！

ＧＭ：音がしたのは、噴水よりももっと遠くだ。なので、なにが起こったのか確認することはできない。だが、かすかに「うぉぉ[image: ][image: ][image: ]」と低い呻うめき声が聞こえてくるのが分かる。

ハヤト：……ひょっとして、ドアが破やぶられたのかな？

ＧＭ：ピーンポーン！　墓地にいたアンデッドたちが、ついにハヤトが閉めた扉を打ち破って侵しん入にゆうに成功したというわけ。

プリム：つまり、急いで中に入って、ドアを閉しめないといけないってことですね？

ハヤト：じゃあ、慌ててドアを閉め……ああっ、ジェイスさんが外に取り残された！

ジェイス：おい待て！（一同笑）

キュリア：え？　ジェイスさん、外に取り残されたんですか？

プリム：じゃあ、配置は……（ポーンをせっせと置く）。

ジェイス：お前ら！　私がひとり取り残された前ぜん提ていで配置を作ろうとするなっ！（一同笑）

ハヤト：冗じよう談だん、冗談だよ。

ジェイス：しかし、冗談にしてはプリミラくんが本気でポーンを並ならべていたが（笑）。

プリム：あ、あはは（笑）。

ＧＭ：さて、改めて状じよう況きようを説明しよう。

プリム：はい！

ＧＭ：墓地にいたアンデッドたちが、扉を破って神殿の庭園へと侵入していたのはさっきも言ったとおりだ。やがて、この神殿まで押し寄せてくるのは間違いない。ただし、ここの扉は金属製でかなりの重量なので、先ほどの扉とは違ってエネミーに破られることはない。

キュリア：じゃあ、閉めちゃえば安全っていうわけですね？

ＧＭ：ただし、その重量ゆえに扉を閉めるためには【筋きん力りよく】判定が必要となる。代表者ひとりが判定して、達成値が高いほど早く扉を閉めることができ、その分登場するエネミーの数が減へる。

プリム：やった！

ＧＭ：判定に協力するＰＣひとりにつき、達成値が＋２点される。ただし、もし敵が侵入してきた場合、判定をしたＰＣと協力したＰＣは敵にエンゲージされてしまう。

ジェイス：【筋力】が高いキャラは、大たい概がい【物理防御力】とかも高いからなんとかなりそうだ。問題は協力したキャラか……。

ハヤト：キュリアお姉ちゃんは、うしろで見ててもいいんじゃないか？

ジェイス：後ろで見守ってたら、今度は背後から奇き襲しゆうされたりしてな（笑）。

キュリア：ありそう！

ジェイス：しかし、今は目の前の扉を閉めるのが先決だ。【筋力】が一番高いのは私か……。よし、私が扉を閉めよう。プリミラくんとハヤトくんは手伝ってくれ。

プリム：はい、分かりました。

ハヤト：任せてくれ！

ジェイス：じゃあ、扉を閉めるぞ。せーのっ、えいっ！（ダイスを振る）くっ、いまいち低いな。達成値は12だから、協力してもらった分を足して16だ。




　開いた時と同じようにゆっくりと扉が閉じていく。その隙すき間まからは、霧の中を近づいてくるアンデッドたちのシルエットが次第に大きくなるのが見える。

　さらに扉に当てた腕に力を込めるジェイスたち。ほんの少しだけ、扉の閉まる速度が上がるが、扉の間をすり抜け、一体のアンデッドがついに神殿の中へと入り込む。

　だが、そこまでだった。扉は重厚な音を立て、再び閉じられた。




ジェイス：くっ、一体だけ侵入を許したか。

ＧＭ：神殿の中に入ってきたのは、長い爪つめが特とく徴ちようの人型のアンデッドだ。ゾンビに似ているが、ゾンビよりも動きは俊敏そうだ。

ジェイス：おそらくグールだな。

[image: ]

プリム：ぐーる？

ジェイス：食しよく屍し鬼き、屍し肉にく食くらいとも呼よばれるアンデッドだ。まぁ、ゾンビより強いと思っていれば間違いない。

キュリア：屍肉食らいってことは、死体の肉を食べるんですよね。なら、生きてる肉は食べないから、もしかして安心？

プリム：そっか。なら、大丈夫ですね（笑）。

キュリア：大丈夫ですよ！（笑）

ハヤト：……あのー、ちょっといい？

キュリア：はい？

ハヤト：でも、それって殺してから食べれば問題ないんじゃないかと思うんだけど……。

キュリア：ほ、本当だっ!?　が─────ん！（一同笑）

プリム：キュ、キュリアさん、大丈夫ですか？

キュリア：思ったよりも、精せい神しん的てきにダメージが来ました。

ジェイス：なにを言ってるんだか……。ほら、くるぞ！




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　グール　　　　14

　ハヤト　　　　９

　プリム　　　　６

　ジェイス　　　５

　キュリア　　　４

[image: ]




ＧＭ：グールはキュリア以外のＰＣとエンゲージ、キュリアまでの距離は五メートルとなる。お互いにセットアッププロセスはなしなので、最初はグールの行動からだ。マイナーは《バッドステータス付ふ与よ：毒どく（３）》を使用。

ジェイス：また［毒］か。やはり、大量に毒消しを買ってきたのは正解だったな。

ＧＭ：そして《連れん続ぞく攻こう撃げき》でジェイスとハヤトに攻撃する。まずはハヤトから……（ダイスを振る）命中は22。ちなみにグールは《腐ふ臭しゆう》というスキルを取得しているので、グールとエンゲージしていると、回避判定の達成値がマイナス４される。

ハヤト：げげ、そんなスキルまで持ってるのか。でも、クリティカルすれば……（ダイスを振る）うっ、ダメか。回避失敗。

ＧＭ：グールの剣のように長い爪が、横薙なぎにハヤトの身体を斬り裂く。（ダイスを振る）35点の物理ダメージ！

ジェイス：《プロテクション》だ。（ダイスを振る）18点軽減だが……。

ハヤト：12点のＨＰダメージを受けた。これなら、バッドステータスの［毒（３）］でクリンナップで倒れることはないよ。まだまだ大丈夫。

ＧＭ：そして、返し刀でジェイスを攻撃。今度は腕を振り下ろす。鋭い爪がジェイスに襲いかかる。（ダイスを振る）命中は18。

ジェイス：こっちもクリティカル以外回避できない。（ダイスを振る）くっ、回避失敗だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）おっと、ダイス目が大きい！　44点の物理ダメージ。

ジェイス：さっき《プロテクション》を使ったから、今回は使えないんだよな……。27点のＨＰダメージと、バッドステータスの［毒（３）］を受けた。

ハヤト：次はオレか。あんまり【ＭＰ】が残ってないんだよな。オレは待機しよう。

ジェイス：プリミラくん、おそらくグールは【魔法防御力】の方が低いはずだ。《エンチャントウェポン：無》で支援するから待機してくれないか？

プリム：分かりました。待機します。

ジェイス：そして、プリミラくんに《エンチャントウェポン：無》だ。（ダイスを振る）よし成功だ。

キュリア：じゃあ、わたしが先ですね。《サモン・フェンリル》で攻撃します。（ダイスを振る）命中は20です。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。

ジェイス：《ディスコード》を乗せる。（ダイスを振る）17点。

キュリア：さらに《マジックフォージ》を宣せん言げんして、ダメージは８Ｄ＋６……（ダイスを振る）31点。ジェイスさんの支援を加えて、48点の魔法ダメージです。

ＧＭ：ぐっ！　ジェイスの読みどおり、グールは【魔法防御力】が低いんだよなぁ。42点のＨＰダメージを受けた。キュリアの呼び出したフェンリルの咆哮が、グールの身体を崩壊させていく。

プリム：次はあたし！　マイナーで《ソードダンス》、メジャーで《バッシュ》。命中に《ダンシングヒーロー》も使います。これで４Ｄ振れます。（ダイスを振る）あっ！　６が三つ！　やった、クリティカルですっ!!

一同：お[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：ここでクリティカルか！　（ダイスを振る）ダメ、回避できない！

プリム：《スラッシュブロウ》も使っちゃいます。いっけぇ────！　（ダイスを振る）53点の〈無〉属性魔法ダメージです！

ＧＭ：だが、プリムの渾こん身しんの一撃を受けても、まだグールは倒れない。ゆっくりと両腕を上げて攻撃態勢を取ると、爪の先から毒液がしたたり落ちる。

ハヤト：へっ、このオレを忘れてもらっちゃ困るぜ。待機していたオレの方が攻撃は先だよ。マイナーで《カメレオンスキン》、メジャーで《サプライザル》。（ダイスを振る）命中は20だ。




　プリムの攻撃によって生まれた隙すきをハヤトは逃さなかった。

　ネオ・ダイナストカバルの怪人たるその能力によってその場から姿を消したハヤトは、即そく座ざにグールのうしろに回り込み、両手に持ったクナイをその背中に突きつける！

　なにが起こったのか理解できぬまま、グールは動きを止めると、そのままの姿勢で前のめりに倒れた。







◆Middle10◆守護者との勝負




　グールを倒したプリムたちは、ジェイスの《ヒール》でＨＰを回復すると神殿のエントランスを抜けて、奥おくの部屋へと向かう。

　アメリアの手がかりは、この神殿にあるはず。

　そう信じて次の部屋へと進んだプリムを出迎えたのは──。




ＧＭ：そこはがらんとした広い部屋で、中心にある円形のテーブルと五ご脚きやくの椅子があるだけど、ほかにはなにもない。そして、その椅子のひとつに白はく髪はつとたっぷりとした鬚ひげを蓄たくわえた老人が座すわっている。

プリム：おじいさん？

ハヤト：この人もアンデッドかな？

ＧＭ：いや、雰囲気からするとアンデッドではないようだ。キミたちが部屋へと入ってくると、笑顔で手て招まねきをする。

プリム：す、すいません、お邪じや魔ましてます。

ＧＭ：「気にするな。それよりも待ちかねたぞ、資し格かくある者よ」プリムをじっと見つめながら老人は言う。

ジェイス：資格ある者？

ＧＭ：そんなジェイスのつぶやきを気にするふうもなく、老人はキミたちに椅子を勧すすめてくれる。「さぁ、掛かけたまえ」

プリム：す、座すわります。

キュリア：不安になりながら座ります……。

ＧＭ：「この奥の部屋に、汝なんじらの求める物がある」

ジェイス：この奥に、求める物？

ハヤト：アメリアさんが探さがしていた物があるってことじゃないかな？

プリム：なるほど……。

ＧＭ：「ただし、汝らが求める物は守しゆ護ご者しやが守っておる。そのまま奥にいっても、汝らの力では守護者に傷きずひとつ負わせることはできないじゃろう」

キュリア：では、どうしたらいいんでしょうか？

ＧＭ：赤く輝かがやくオーブを懐ふところから取り出します。

プリム：それは一体？

ＧＭ：「これは、守護者の力を無効化することができるオーブじゃ。このアイテムを賭けて、わしとゲームをしないか？」

ジェイス：そっちはオーブを賭けるとして、我われ々われはなにを賭ければいい？

ＧＭ：「ゲームに参加してくれれば、それでよい。汝らがわしに勝つことができれば、守護者にも打ち勝つ力があるということだ。ゆえに、もし、汝らがなにかを賭けるというのならば、この奥にいる守護者へ挑いどむ権けん利りを賭けてもらうということになる」

プリム：分かりました。そのゲームとやらに挑みましょう！

ハヤト：な、なんかプリムさんがやる気になってる（笑）。

キュリア：わたしは、ミニゲームみたいなのが苦手なんですけど……大丈夫かなぁ～。

ジェイス：今度はキュリアくんが不安になったか（一同笑）。

ＧＭ：ではまず、これを配ります。




　ここで、プレイヤーに六枚まいずつカードを配る。




キュリア：このカードは？

ＧＭ：「手に取って開いてみるがいい。一から六の数字が書かれたカードがあるはずだ」

キュリア：は、はい。

ＧＭ：（持っているカードを見せながら）「このようにわしも同じカードを持っておる。まず、わしが手札からカードを一枚選んで場に伏ふせる。次に汝らが手札から好きなカードを一枚選び、場に出すのじゃ」

プリム：（真剣に聞いている）うん、うん。

ＧＭ：「わしが出したカードよりも、汝らが出したカードの方が大きければ、そちらの勝ちじゃ。そして、すべてのカードを出し終わった時に勝ち越している者がいれば、その者はゲームクリアとなる」

ハヤト：カードが六枚あるから、六回中四回勝たなきゃいけないのか。

ＧＭ：「そのとおり。そして、汝らの半数──つまり、ふたりがゲームクリアとなれば、このオーブを授けてしんぜよう」

ジェイス：だいたいルールは分かった。ポイントとなるカードは１と６だな。１のカードは、相手が６を出した時に出すともっとも効果が高いからな。逆に相手が１の時に６を出すともったいない（笑）。

キュリア：な、なるほど……。

ＧＭ：ちなみに負けても再さい挑ちよう戦せんは可か能のうだけど、そのたびにＨＰロスとＭＰロスを10点ずつ受ける。そしてＨＰが０点になってしまった場合、このゲームに挑戦することはできなくなる。

ハヤト：ＰＣ同士の相談はあり？

ＧＭ：もちろんなし。これ、相談すると楽に勝ててしまうので（笑）。「それと、このゲームのあと、ＨＰとＭＰはすべて回復してやろう。安心してゲームに臨むがよい」

プリム：分かりました！　早くやりましょう♪
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ＧＭ：では、勝負と行きましょう！　第一回戦です。「まずは、この辺りからじゃな」（カードを場に置く）

プリム：（目を輝かがやかせて、カードを置く）あたしはこのカードにしますっ♪

ハヤト：（カードを置きながら）プリムさん……すごい楽しそうっすね……（笑）。

キュリア：……うう、わたしはこういうゲーム苦手なんですよね。心しん臓ぞうに悪い！

ジェイス：では、カードを開けようではないか。

ＧＭ：では、一いつ斉せいにオープン。




　ＧＭは１、プリムは２、キュリアとジェイスは４、ハヤトは５。

　ＰＣ側の全員勝利であった。




キュリア：なるほど、これをあと五回繰くり返かえすわけですね。

ＧＭ：「なるほど。最初からそう来たか……」

プリム：（妙にうれしそう）どきどき♪




「次は、強気で出るとしよう」

「ふうむ、私はこっちで行く」

「じゃ、あたしはこの数字ですよ」

「オレは……これだ！」

「では、オープン！　……こちらのカードは６！」

「こっちは１！　こ、これは負けておいていいんですよね!?」

「大丈夫です、作戦当たってますよキュリアさん！」

「では、次じゃ。これでどうかな？　勝負……５！」

「あっ、あたし６です！」

　こうして老人と〝ヘッジホッグ〟の面々はゲームを続けた。

　その結果、プリムは四勝しクリアとなる。




プリム：やったぁ！　勝ちましたぁ♪

一同：おおおっ[image: ][image: ]！

ジェイス：やるなあ、プリミラくん！

プリム：はい！　なんかすごい気持ちいいです！　このまま帰き宅たくしたいくらい！

キュリア：か、帰っちゃダメです！（一同笑）

プリム：だ、だって[image: ][image: ][image: ][image: ]。




　いや、帰られたらマジ困るから。




ＧＭ：さて、プリム以外の人は、再挑戦する？

キュリア：厳しいけど……がんばります！

ハヤト：オレもいくぜ！

ジェイス：無む論ろん、私もいくに決まっている。

ＧＭ：では、残り三人で勝負。




　そして、第二巡じゆんが始まる。

「ここはちょっと強気に出てみよう」

　そう言って、カードを置いていく老人。

　ジェイスは、カードを選びながらも鋭するどい目つきで老人を観察していた。

　そして───。




ジェイス：……フッ、分かったぞ。老人、そのカードは６だな？

キュリア：えっ、ジェイスさん分かるんですか？

ジェイス：ああ、この老人のセリフと出すカードは対たい応おうしている。「強気に出てみよう」といったとき、前回は６だった。

一同：ああっ！

プリム：そうだったんですか、あたし気づかなかった！

ジェイス：それはそれですごいけどな（笑）。

ＧＭ：じゃあ、次行きますよ。「おぬしが見切っているか、試させてもらおう。……では、次はこれでどうかな？」

ジェイス：そのセリフは、３だな？　私の手元には３と５がある。───切るのは５！

ＧＭ：「……見事」こちらのカードは３です！

一同：わ～、ぱちぱち～（拍手）。

ジェイス：これで、私も四勝したので勝ち越しだ。

プリム：すごい、ジェイスさん勝しよう負ぶ師しですね！

ジェイス：勘で勝ったプリミラくんもすごいけどな（笑）。単たん純じゆんに運だけのゲームではないと思っていたのだよ。

ＧＭ：「これでゲームは汝らの勝ちだ。では、受け取るがいい」老人は赤く光る水すい晶しよう球きゆうを差し出す。

プリム：ありがたく受け取ります！

ＧＭ：「この先の部屋にあるのは、ウィガールという名の鎧だ。ウィガールはみずからの意い志しでここに結界を張はり、留とどまっている。不要な輩やからが手にせぬように───」

ハヤト：そんな結界があるんじゃ、オレたちも手に入れることができないじゃん。

ＧＭ：「いや、汝らの中に資格ある者がおる。その者ならば結界を解くことができる」老人はプリムをじっと見つめながら答える。

プリム：資格ある者って、あたし？

ハヤト：そういえば、この部屋に入った時もそんな感じだったな。

ＧＭ：「だが、汝らがウィガールを欲ほつするならば、無敵の守護者を倒さねばならん。しかし、このオーブを使えば、無敵である守護者の鉄壁の防ぼう御ぎよを打うち破やぶることが可能じゃ」

ハヤト：おおっ！

ＧＭ：「もっとも、破れるのは【魔法防御力】か【物理防御力】のいずれかだ。汝らが有利な方を選ぶとよいだろう。では、健けん闘とうを祈いのる」そう言うと、老人の姿がすーっと掻き消すように見えなくなった。

プリム：……消えちゃった。

ハヤト：で、このオーブはどうやって使えばいいんだ？

ＧＭ：これはエネミーの使用するパワー──《完全物理防御》か《完全魔法防御》に対して自動的に発はつ揮きされる。どちらを打ち消すかはエネミーが使用した時に決めていいよ。

ハヤト：今回のエネミーはパワーを使ってくるのか！

プリム：パワーというのは？

ジェイス：パワーとは、すごい強い人たちが試練を受けることによって使用できるようになるスキルみたいな物だと思ってくれ。ただし、パワーはスキルでは打ち消したり、止めたりすることはできない。

プリム：なるほど！

ジェイス：つまり、このオーブはパワーアイテムというわけだな。さて、どうやら我々は守護者を倒し、ウィガールを手に入れるしかなさそうだ。いいな、プリミラくん。

プリム：はい！　この先にお姉ちゃんを捜すためのヒントがあるなら…………あたし、行きます！　だから、みんなも手伝ってください！　お願いします！

ジェイス：もちろんだ。若き冒険者よ。

キュリア：アメリアさんの、そしてプリムちゃんのためだもの。

ハヤト：もちろんオレも行くよ。（こっそり）まぁ、大首領の命令ってのもあるけど（笑）。

プリム：ありがとう、みんな！




　最後の扉をじっと見据え、プリムはゆっくりと扉を押し開けた。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆銀の鎧よろいの守護者




　扉とびらを開けると、そこは礼れい拝はい堂どうだった。

　死の都となりながら、ここだけは厳げん粛しゆくさを保たもっている。

　そこで、プリムたちを待ち受けていたのは──。




ＧＭ：さぁ、ここからはクライマックスフェイズとなる。扉を開けた時にすぐ目に入るのは正面に立つ主神アーケンラーヴの巨大な像だ。銀の剣を構えた凛り々りしい顔立ちのその姿は、荘そう厳ごんの一言に尽つきる。そして、その像の前には立りつ派ぱな銀の鎧を着た──。

ジェイス：伝説の武ぶ具ぐをまとった騎き士しか!?

ＧＭ：──鎧を着たアンデッドだ（一同笑）。

ジェイス：アンデッドかよ！（笑）

ＧＭ：顔はすべて闇やみに包まれているが、輝かがやく瞳ひとみと不気味に歪ゆがんだ口だけはなぜか見える。

キュリア：な、なんかすっごく強そうなんですけど……。

プリム：帰りましょう！

ジェイス：だから、なんでそういう時だけ、ためらわないんだよ！（一同笑）

プリム：ためらってます、ためらってます（笑）。お姉ちゃんの行方を知りたいけど、このアンデッド怖いし！

ＧＭ：「資格ある者よ。〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟を求めてきたか……」

キュリア：しゃべった!?

ジェイス：まあ、しゃべる者もいるだろう。

ＧＭ：「もし、〝薔薇の武具〟を欲するのであれば、我を見事倒してみせよ！」その言葉と共に左右に下げた腰につり下げていた長ちよう剣けん──ロングソードを抜き放ち、左右の腕に構える。すると、その二振りの剣の剣身がボッと炎を上げて燃え出す。

ハヤト：これは二回攻こう撃げきしてくるぞ！

ＧＭ：「この二振りの剣が、〝薔薇の武具〟への関門となろう……」

プリム：（おずおずと）挨あい拶さつしても、構えを解といてくれないかな？

ジェイス：さすがにそれは無理だろう（笑）。

プリム：うう、やっぱり戦闘なんですよね？

キュリア：落ち着いて、プリムちゃん。あなたはやればできる子です！

プリム：は、はい。あたしはやればできる子、やればできる子……。

ＧＭ：プリムがなんかダメな子に（一同笑）。

プリム：はっ！　い、今のなしです。えーっと、そうだ！　ここはお姉ちゃんのためにも、セシリーのためにも、あたしががんばらないと……。




　自分に言い聞かせるようにつぶやくプリム。

　姉のため、そして帰りを待つ妹のため。

　なんとしても、勝って帰らねばならないのだ。




プリム：はいっ！　大だい丈じよう夫ぶです！　あたし、がんばります！

ジェイス：よし、その意気だぞ、プリミラくん。




「では、資格者の証、ここに見せてみよ！」




　銀の鎧を着たアンデッド──ローズワイトが両の手の長剣を振るうと、剣身から真っ赤な火の粉が流れるように左右に散る。蛍のようにゆらゆらと舞まい踊おどる火の粉。それが一際激しく輝いたかと思うと、骨の剣けん士し──スケルトンソルジャーへと変化した。
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ＧＭ：では、エネミーの配置を説明する。ローズワイトはキミたちから一〇メートル離はなれた所におり、その左右五メートルの位置にスケルトンソルジャーが三グループずつ１エンゲージとなって立っている。さぁ、戦闘開始だ！




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　ローズワイト　　　　　　　　　　14

　ハヤト　　　　　　　　　　　　　９

　スケルトンソルジャーＡ～Ｆ　　　８

　プリミラ　　　　　　　　　　　　６

　ジェイス　　　　　　　　　　　　５

　キュリア　　　　　　　　　　　　４
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ＧＭ：第１ラウンドのセットアッププロセス。まずはローズワイトから。「汝なんじらでは、我を傷きずつけることなどできん」と言うや、黒い霧きりが現あらわれてその身を包んでいく。《完かん璧ぺきなる守しゆ護ご》というオリジナルのエネミーパワーを使用。この効果で《完全物理防ぼう御ぎよ》と《完全魔ま法ほう防御》を同時に使用する。

ジェイス：そういうことか！

ハヤト：つまり、常にどちらかしか消せないというわけだね。

ＧＭ：そのとおり。とゆーわけで、ローズワイトの使用するパワー《完全物理防御》は物理攻撃のダメージを０に、《完全魔法防御》は魔法攻撃のダメージを０にする。先ほど老人から受け取ったオーブの効こう果かで、どちらかを打ち消すことが可能だ。

プリム：どっちを消せばいいんでしょう？

ハヤト：それなら《完全物理防御》を消した方がいいと思うよ。キュリア姉ちゃんは《ファミリアアタック》を持ってる、《完全魔法防御》無視できるし。

一同：それだっ！

プリム：分かりました！　《完全物理防御》を消します！　えーい！

ＧＭ：プリムの意思に反応して、オーブが光り輝き出す。と、ローズワイトを覆おおっていた黒い霧が薄くなる。これで、このシーンの間、ローズワイトが《完全物理防御》を使用することができなくなった。とゆーわけで、そちらのセットアップだ。

ハヤト：さて、まずはオレのセットアッププロセスで──。

プリム：はい、《陣じん形けい》を使います！

ハヤト：じゃあ、オレは六メートル前進するぜ。右側のスケルトンソルジャーはオレに任せてくれ！

プリム：あ、あたしも七メートル前進します。近づくのは怖いけど、怖がっていては勝てないですから！

ジェイス：そのとおりだ、プリミラくん。キミの背中は私が守ろう。私も七メートル前進して、プリミラくんと同じエンゲージにいよう。

キュリア：わたしは近づくとやられてしまいますから、この場に留とどまりますね。

ジェイス：次は私のセットアップだな。【行動値】を考こう慮りよすると、《ヘイスト》でいい目が出れば、キュリアくんがスケルトンソルジャーより早く動けそうだな。よし、キュリアくんに《ヘイスト》だ。（ダイスを振ふる）発動成功。フェイトを１点使って……（ダイスを振る）出目は４。【行動値】が４点上じよう昇しようだ。




【行動値】が８となったキュリアは、【行動値】８のスケルトンソルジャーと並ならんだ。

　プレイヤーとエネミーが同値の場合、プレイヤーの方が先に行動することができる。これでスケルトンソルジャーの先手を取ることができるようになる。




ＧＭ：だが、ローズワイトの攻こう撃げきが先だ。ムーブでプリムとジェイスのいるエンゲージに移い動どう。マイナーで《バッドステータス付ふ与よ：毒どく（２）》、メジャーで《クロススラッシュ》。燃もえる剣身で、それぞれを同時に斬きりつける！

ジェイス：うわ、やっぱりきた!?

ＧＭ：「二振りの剣が関門になる、そう言ったはずだ……」まずは、プリムへの攻撃から。右の剣で真横に薙なぎ払はらう。（ダイスを振る）25で命中！

プリム：（ダイスを振る）うう、ダイス目は７。13で回かい避ひ失敗です……。

ＧＭ：ダメージロールは７Ｄ＋13……（ダイスを振る）34点の〈火〉属ぞく性せいの魔法ダメージ。攻撃をかわそうとしたプリムの動きに合わせて、ぐいんと刃やいばの軌き道どうが変化する！

ジェイス：プリミラくんへ《プロテクション》だ！　（ダイスを振る）16点軽けい減げん、炎ほのおの剣をそらし、威い力りよくを軽減するぞ。

プリム：ありがとうございます！　でも、15点のＨＰダメージと［毒（２）］を受けました。

ジェイス：くっ、さすがに防ぎきれんか……。

ハヤト：毒が回るとまずいぞ～！

ＧＭ：そして、次はジェイスを攻撃。（ダイスを振る）今度は左の剣を振るい、命中は20。

ジェイス：クリティカル以外避よけられない。（ダイスを振る）ダイス目６で失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）38点の〈火〉属性の魔法ダメージ。ひゅんと刃が唸うなる！

ジェイス：《プロテクション》が使えない以上、そのまま耐たえるしかない。【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】は引けるから、26点のＨＰダメージと［毒（２）］を受けた。

ＧＭ：「まずは、腕うで試だめしよ……」これで、ローズワイトの行動は終しゆう了りようだ。

ハヤト：よし！　ムーブでスケルトンソルジャーＡ～Ｃのエンゲージに移動。《カメレオンスキン》＋《ワイドアタック》。だ～っと駆かけていって、突とつ如じよ姿すがたを消す！

キュリア：ハヤトくんが消えた!?

ハヤト：命中は（ダイスを振る）……よし、クリティカル！

一同：おおおっ！




　ハヤトの正体はネオ・ダイナストカバルの怪人ハサミカメレオン。その保ほ護ご色しよくの能力で、すっと背はい景けいに溶とけ込こむようにハヤトの姿が消えていく。




ＧＭ：スケルトンソルジャーは、《骨の体》というスキルを持ってて、「種別：短たん剣けん、長ちよう剣けん、槍やり、弓ゆみ」による武ぶ器き攻撃に対する回避判はん定ていに＋１Ｄなんだが、こっちもクリティカルしないと回避できない……（ダイスを振る）ダメだ、全員回避失敗。

ハヤト：（ジェイスに）お兄さん、《ディスコード》を頼たのんでもいい？　オレがこっちのスケルトンソルジャーを落とせば、キュリア姉ちゃんがもう片方のスケルトンソルジャーを攻撃できるんだけど。

ジェイス：お兄さんっ!?　もちろんだよ、ハヤトくん！（笑）　では、《ディスコード》だ。（ダイスを振る）20点ダメージを上乗せ。キミはやれるやれる～♪

ハヤト：なんだよ、そのへんな歌!?

ジェイス：いや、励はげましの歌だが。

ハヤト：いいよ、そんな歌。効果だけくれよ（一同笑）。

ジェイス：そんな寂しいこと、言わないでくれたまえ。キミと私の仲じゃないか。

ハヤト：（無視して）フェイトを３点使用して（ダイスを振る）うっ、ダイス目が悪い……35点。支し援えんと合わせて、55点の物理ダメージだ！




　気配を消し、スケルトンソルジャーの背はい後ごから奇き襲しゆうを仕し掛かけるハヤト。

　両手のクナイが閃光となって、次々とスケルトンソルジャーを屠ほふっていく。あとに残るは、崩くずれ去ったただの骨のみ。




ＧＭ：くっ！　一撃でスケルトンソルジャーが落ちてしまうとは……っ！

ハヤト：よし！

キュリア：次はわたしですね。スケルトンソルジャーＤ～Ｆに攻撃します。《サモン・フェンリル》で攻撃します。（ダイスを振る）あっ、やった！　クリティカルです!!

ＧＭ：な、なにっ!?

ジェイス：おお、二連続か！　これはすごい！

キュリア：プリムちゃん、見てくれましたか!?　わたしもクリティカル出せるんですよ！

プリム：さすがです、先せん輩ぱい！

ＧＭ：（ダイスを振る）全然ダメか。スケルトンソルジャーは全員回避失敗。

キュリア：ここで《マジックフォージ》です！　フェイトも３点使用し、13Ｄで行きます！（ダイスを振る）ええい、50点の〈無〉属性の魔法ダメージです！




　キュリアの魔法でフェンリルが召しよう喚かんされ、咆ほう哮こうが響ひびき渡わたる。

　大気を振ふるわす振しん動どうは、スケルトンソルジャーたちを崩ほう壊かいさせていく。




ＧＭ：こちらの【魔法防御力】は２点。なので、スケルトンソルジャーＤ～Ｆも落ちた。な、なにもできないまま、モブが全員倒たおされてしまった。しくしくしく……（一同拍はく手しゆ）。

キュリア：さあ、プリムちゃん、次はあなたの番です！

プリム：はい、先輩！　ローズワイトに全力攻撃しますっ！　マイナーアクションは《ソードダンス》で華か麗れいにステップして、メジャーアクションは《バッシュ》です。《ダンシングヒーロー》も使って……（ダイスを振る）えええ──────っ、出目が１、１、４、３？

ジェイス：いかん、また低い目で自信を失うぞ！

プリム：……ダメ、そんなのダメです！　あたし、頑張るって決めたんです！　フェイトを使って振ふり直します！　えいっ！（ダイスを振る）

一同：お、おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！




　なんと、ダイス目は６、６、６、２！




プリム：や、やった！　やりましたっ！　クリティカル、クリティカルですよっ♪（一同笑）

キュリア：プリムちゃん、すごーい!!

ＧＭ：ダイス目の差が激はげし過ぎる。三回連続でクリティカルはあり得ない！　（ダイスを振る）回避失敗。「ば、馬ば鹿かな。太刀たち筋すじが変わった、だと……」

プリム：もう、今までのあたしとは違ちがうんです！　あっ、ここで《スラッシュブロウ》ですよ。ダメージは……（ダイスを振る）44点です。おっきい剣で、バーンと殴なぐります！

ＧＭ：ローズワイトが素す早ばやく両手に持つ剣で受け流そうとするが、プリムの攻撃を受けきることができず、大たい剣けんがローズワイトの身体を直撃する！

プリム：やった！

ジェイス：次は私だな？　マイナーアクションで毒消しを使用、メジャーアクションは《ジョイフルジョイフル》でプリミラを未行動状じよう態たいにさせるぞ。（ダイスを振る）判定は成功だ。

プリム：もう一度あたしの攻撃ですね！　マイナーアクションで毒消しを飲んで、メジャーアクションは《バッシュ》。（ダイスを振る）今度の命中は20です。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目９で回避失敗。

プリム：（ダイスを振る）29点の物理ダメージです。

ＧＭ：ローズワイトはプリムの素す早ばやい攻撃に対たい処しよできず、まともに攻撃を受けてしまう。

ハヤト：プリム姉ちゃんとジェイスさんが受けた［毒（２）］は毒消しで消したから、クリンナッププロセスの処しよ理りはなしだね。

ＧＭ：くっ、残念！（一同笑）。




●第２ラウンド

ＧＭ：第２ラウンドのセットアッププロセスだ。

[image: ]

ジェイス：どうする？　《陣じん形けい》を使うか？

ハヤト：オレはローズワイトのエンゲージに行きたい。そしたら、プリム姉ちゃんやジェイスさんじゃなくて、オレを狙ねらってくるかもしれないから。

プリム：ハヤトくん、そんな覚かく悟ごで……。分かりました。《陣形》を使用しましょう。

ＧＭ：では、まずはローズワイトのセットアップから。《完全物理防御》は封ふうじられたままなので、《完全魔法防御》のみ使う。「だが、まだ我われは朽くちぬ……」

ハヤト：じゃあ、オレのセットアップで《陣形》だね。ざざっとダッシュして、オレはプリム姉ちゃんたちのエンゲージに移動するぜ。

ＧＭ：これでセットアップは終了。では、ローズワイトの行動。マイナーで《バッドステータス付与：毒（２）》、メジャーで《クロススラッシュ》。今度はハヤトとジェイスを同時に斬きりつける。「我わが剣は……かわせぬ！」

ハヤト：へん！　死しに損ぞこないの剣なんて当たらないぞ！

ＧＭ：まずはハヤトから。（ダイスを振る）命中は……あっ、クリティカル（爆ばく笑しよう）。

ジェイス：ちょっ!?　ＧＭは出さなくていいんだ！（笑）

ハヤト：（ダイスを振る）……ひいいっ、回避失敗。

ＧＭ：クリティカルによって、ダメージロールのダイスは増ふえたのだが……《アンデッドの王》というオリジナルのエネミースキルの効果により、固定ダメージが減げん少しようしてるんだよね……。

プリム：《アンデッドの王》？

ＧＭ：支配下にいるアンデッド一体につき、ダメージに＋１という効果。

ハヤト：あっ、ということはオレとキュリア姉ちゃんがモブを倒したのは大だい正せい解かいじゃん！

ＧＭ：そう、おかげでこっちのダメージは６点減へっている。（ダイスを振る）こっちのダメージは36点の〈火〉属性魔法ダメージ。

ハヤト：オレの【魔法防御力】は３点。33点ダメージか。【ＨＰ】残り２点で、ギリギリ立ってるぜ！

ジェイス：おお、《プロテクション》なくても、どうにか持ちこたえたな。

ハヤト：まぁ、［毒（２）］はくらうけどね（笑）。

ＧＭ：次は、ジェイスに攻撃。（ダイスを振る）命中は19！

ジェイス：（ダイスを振る）ムリ、ムリ。回避失敗！

ＧＭ：ローズワイトの剣からは逃にげられないのだ。（ダイスを振る）31点の〈火〉属性魔法ダメージ。ダメだ、部下がいなくてはまともにダメージが出ない。

ジェイス：自分へ《プロテクション》……（ダイスを振る）18点軽減。【魔法防御力】を合わせると30点軽減か……。おしい！　［毒（２）］は防げなかった。

ハヤト：さて、オレの番だが……全力で攻撃すると毒消しを飲むタイミングがないので、クリンナッププロセスで倒たおれてしまうんだよな（笑）。

ジェイス：まだ《蘇そ生せい》を使ってないから、クリンナッププロセスの直前で《蘇生》を使えばいいんじゃないか？

ハヤト：おおっ、それだ！

プリム：はい、それでいいと思います！

ハヤト：サンキュ。じゃあ、そういう戦せん術じゆつで行くぜ。マイナーアクションは《カメレオンスキン》で保護色で消える。メジャーアクションは《サプライザル》だよ。また消えながら奇襲を仕掛ける！　（ダイスを振る）う～ん、出目がパッとしないから、フェイトを１点使って振り直して……おっ、やった！　クリティカル!!

ジェイス：今日はクリティカル祭りだな（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダイス目９、クリティカルしなかったので、回避失敗。「ど、どこだっ!?」ローズワイトは姿を消したハヤトを捉とらえることはできない！

ハヤト：へへん、こっちだよ！　（ダイスを振る）35点の物理ダメージだ。

ＧＭ：大きめのダメージが入った！　それでも、まだまだ倒れない！

プリム：次はあたしですね？　いきますよ！

ＧＭ：「ほぅ、瞳からためらいが消えているな。さあ、くるがいい！」

プリム：うう、負けませんから！　《ソードダンス》＋《バッシュ》です。さらに、フェイトを１点使用して……（ダイスを振る）命中は24！　どうですか、ちゃんと高いですよ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメだ。プリミラの大剣が、風を巻まいてローズワイトへと振ふり下おろされる。

ジェイス：ここで《ディスコード》。（ダイスを振る）……10点上乗せだ。

プリム：（ダイスを振る）ありがとうございます！　38点の物理ダメージです！

ＧＭ：くっ、かなりダメージが蓄ちく積せきしてきた。だが、まだいける！　よろめきながらも、まだ立っているローズワイト。「剣からも迷いが消えている。さすがだ、資格ある者よ」

ジェイス：だが、これで攻撃は終わらないのだ。《ジョイフルジョイフル》でプリミラを未行動状態にする。（ダイスを振る）───げっ、ファンブル!?（一同笑）

ＧＭ：ここでファンブルを出すとは、さすが菊きく池ちさん（笑）。

ジェイス：何故なぜここでファンブルが出る!?

キュリア：すごい、すごいですジェイスさん！

プリム：今まで絶ぜつ好こう調ちようだったのに～！（笑）

ジェイス：ええい、フェイト１点を使って振り直しだ！　（ダイスを振る）はい、今度は発動成功！　さぁ、プリミラくん、続けて攻撃するのだ。

プリム：はい！　《ソードダンス》からの《バッシュ》です。（ダイスを振る）ダイス目は14！　命中は20です！

ＧＭ：（ダイスを振る）ぎゃー、今度はこっちがファンブル!?

プリム：当たりましたね？　だったら、フェイトを２点使っちゃいます！　（ダイスを振る）えーい、35点の物理ダメージです。

ＧＭ：ま、まだ耐たえている、まだ耐えているが……。もう、かなりピンチ（笑）。

キュリア：ふっふっふ……。次はわたしの番ですね。ついに、あの禁断の技を見せる時が来ましたよ。

一同：おぉっ！

キュリア：さぁ、ターチュ！　あなたの力を見せてあげて！　《ファミリアアタック》！最後に残った１点のフェイトを使います。（ダイスを振る）命中は15です。

ＧＭ：ここでターチュか（笑）。ターチュはひょいっとキュリアの頭から浮かび上がると、八本の足をねじり、絡ませた。その姿はまさにドリル！

一同：おぉっ!?

ＧＭ：そして、そのまま一直線にローズワイトへと突進していく。

キュリア：ターチュ、がんばって!!

ＧＭ：（ダイスを振る）ダイス目は７っ！　あ、避けた（一同笑）。

キュリア：ターチュ!?

ＧＭ：とゆーわけで、ローズワイトは近づいてくるターチュを十分引きつけてから、ひょいっと身体を捻って避けてしまいました（笑）。

キュリア：い、いいんです。きっとターチュはやり遂とげた顔をしていると思います（笑）。




　やり遂げた顔のまま、ターチュは地面に突き刺さり、こてっと倒れた。




ＧＭ：……あ、あわれだ（笑）。えー、では、クリンナッププロセス。

ハヤト：ああ、オレは［毒（２）］によるダメージが入る前に、《蘇生》が欲ほしい。

プリム：分かりました。では、《蘇生》を使用します。

ＧＭ：ここで全員のＨＰが全ぜん快かい。で、そのあとに［毒（２）］を受けている人は、ＨＰロスを受ける。




●第３ラウンド

ＧＭ：そして第３ラウンドのセットアッププロセス。ローズワイトは《完全魔法防御》のみを使用！　そしてローズワイトのメインプロセス。マイナーで《バッドステータス付与：毒（２）》、メジャーアクションで《クロススラッシュ》。二振りの剣を構え、そのまま交差するように斬きりつけようと───。

[image: ]

ハヤト：そうはいかないよ。　《インタラプト》で《クロススラッシュ》を打ち消す！　カメレオンの能力を使って、保護色で幻げん惑わくしまくるぜ！　秘ひ技ぎ、カメレオン戦法！

キュリア：カメレオン戦法！　そのまんまじゃないですか（笑）。

ハヤト：こういうのは、シンプルなのがいいのさ（一同笑）。

ＧＭ：では、そんなカメレオン戦法を決めた、ハヤトの番だ。

ハヤト：あっ、オレの番？　でも、オレ……《祝福》が、欲しい（一同笑）。

ジェイス：ああ、そろそろＭＰがやばいからな。

プリム：《祝福》、使いましょう！　これでＭＰが全快です！

ハヤト：よし、これでいけるぜ。《カメレオンスキン》からの《サプライザル》。（ダイスを振る）きたきたきたきたっ、クリティカル！　６が４個こも出た！

ジェイス：すごいなそれ！

プリム：これがあたしたちの力！　ファンブルなんて振ふらないんです！

ジェイス：……さっき振っちゃって、すまん（笑）。

プリム：こ、今度は振らないでくださいね。

ジェイス：気をつけます（一同笑）。

ＧＭ：こうなったらここでクリティカルを……（ダイスを振る）ダメだ、クリティカルはしない。

ハヤト：やった[image: ][image: ]。ダメージロールで10Ｄも振れるぞ♪　（ダイスを振る）36点……うーん、クリティカルしたわりには、ダメージがしょぼかった。

ＧＭ：「まさか、ここまでクリティカルを連発されるとは……。だ、だが、我は最後まで使命は果たすのみ！」

プリム：ローズワイトさんも、あんなに頑がん張ばって……。あ、あたしの番ですね。マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションが《バッシュ》。ひらひらと踊おどりながら、攻撃します！

ジェイス：ためらいも容赦もなくなったな……（一同笑）。

プリム：こ、これでもためらって攻撃してるんです（笑）。（ダイスを振る）命中は19です。

ＧＭ：出目が11以上で回避できる……（ダイスを振る）ダメだ！　回避失敗！

プリム：（ダイスを振る）38点の物理ダメージです！　これでどうですか!?




「み、見事、だ……」

　二刀を使う死し霊りようの剣士に、プリムは臆おくすることなく躍おどりかかっていった。

　大剣は風を巻まき、鋭するどい一撃となる。

　ローズワイトは二刀を交差させて受け止めようとするも、プリムの両手剣はそれより速く、重かった。

　冒ぼう険けん者しや駆かけ出だしとはいえ、プリムの資し質しつは確たしかなものだった。

　そして今、〝薔薇の武具〟を得る試練は終わった───。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆白き薔薇ばらの刻こく印いん




　プリムが最後の一撃を浴びせた瞬しゆん間かん、ローズワイトは光の粒りゆう子しとなって消しよう滅めつする。

　あとに残るは、宙に浮かんだままの白銀の鎧。




ＧＭ：それでは、エンディングフェイズに移ろう。このシーンは礼れい拝はい堂どうからの続きとなる。プリムが白銀の鎧よろいをまとったローズワイトに渾こん身しんの一いち撃げきを叩たたき入れた直後からだ。

プリム：はーい。

ＧＭ：ローズワイトは消滅するが、白銀の鎧だけはその場から消えることなく、淡い光を放ちながら、宙に浮かんでいる。

プリム：これが、お姉ちゃんが探していた〝薔薇の武具〟……。手に入れられるのかな？

ジェイス：〝薔薇の武具〟を解放するために、〝薔薇の刻印〟が必要だという話だが……。

プリム：〝薔薇の刻印〟……。

ＧＭ：と、ジェイスとプリムが話していると、鎧の方から声が聞こえてくる。




「……よくぞ試練をくぐりぬけた」




プリム：よ、鎧がしゃべったんですか!?

ＧＭ：実じつ際さいに鎧がしゃべっているか分からないが、確かに鎧の方から声は聞こえてきている。




「汝なんじの眼がん前ぜんにあるのは、〝薔薇の武具〟がひとつ、ウィガール。さあ、資格ある者よ。ウィガールを受け取りたまえ。それこそが汝に与あたえられた運命の欠片かけら────」




プリム：やっぱり、あたしが〝資格ある者〟なんでしょうか？

ＧＭ：それは分からない。だが、ウィガールは今、キミの目の前にある。手を伸ばせば届く距きよ離りだ。そして、鎧から聞こえる声はキミに話しかけている──そんな気がする。

プリム：わ、分かりました。ちょっと怖いですけど……。

ＧＭ：おそるおそるプリムはウィガールに手を伸のばす。───と、その瞬しゆん間かん、プリムの左手の甲こうに鋭するどい痛いたみが走る！

プリム：え？　……痛いたいッ!?　一体、なにが起こったんですか？




　思わぬ激痛に、プリムは左手の甲を右手で押さえる。と、その隙すき間まから白光が漏もれだし、左手の周囲がぼうっと明るく照らし出される。

　なにが起こったのか分からぬまま、プリムはそろそろと右手を外し、焼けつくような痛みを感じる手の甲へと目をやる。

　そこには、淡あわい光と共に白い薔薇の刻印が浮うかび上がっていた。




プリム：こ、これは？

ジェイス：……〝薔薇の刻印〟だ。

プリム：えぇ─────っ!?　ど、どういうことなんでしょう？

ジェイス：私わたしにも分からん。だが、今言えるのはキミが〝薔薇の武具〟の封印を解く力を持っている、そういうことだ。

プリム：そ、そうなんですか？

ジェイス：おそらく。

ハヤト：じゃあ、まずはオレが触ってみようっと。えいっ！

ＧＭ：（大声で）バシッ！

ハヤト：うわっ！

ＧＭ：激しいスパークと共に、ハヤトの手は光に弾はじかれる。

ハヤト：やっぱり、オレじゃムリみたいだ。

ジェイス：おそらく、私やキュリアくんでもダメだろう。つまり、このウィガールを持ち帰るためには、プリミラくんがなんとかするしかないというわけだな。

プリム：わ、分かりました。じゃあ、あたしがウォーガルに触ふれてみます。

ＧＭ：ためらいがちに両手をウィガールへと伸ばすプリム。だが、先ほどのハヤトの場合とは異なり、光に弾かれることない。そして、プリムがウィガールに触れた途と端たん、宙に浮いていたウィガールはキミを受け入れたかのようにその手に収おさまる。鎧を包んでいた光も次第に消滅していく。

一同：おおっ！

プリム：て、手に〝薔薇の刻印〟が浮かび上がっちゃって、すごい武具を手に入れちゃいました！　……ど、どうしましょう？

ＧＭ：そんなふうにキミが戸惑っていると、再び声が聞こえてくる。




「汝こそ、かつて〝神しん竜りゆう〟ゾハールに仕えていた〝薔薇の巫女みこ〟に連なる者。その手の〝白き薔薇の刻印〟がその証」




ジェイス：うむ。では、ここで私が説明的に質問しよう（笑）。いや、〝薔薇の巫女〟の持つ〝薔薇の刻印〟は赤だったはず。緑や黒の刻印もあるにはあったが、それらはすべて人工的に作られたもの。そもそも、現在の〝薔薇の巫女〟は〝聖せい都と〟ディアスロンドにおわすはずだ。

ＧＭ：説明的な質問、ありがとう（笑）。すると、声はこのように答える。




「〝薔薇の巫女〟の血筋はひとつにあらず。かつては〝赤の巫女〟以外にも〝薔薇の巫女〟は存在していたのだ。そして、今ここにいる〝資格ある者〟は、〝白の巫女〟の血を引く者。おそらくはなんらかの方法で〝薔薇の刻印〟を封じていたのだろう」




ＧＭ：まぁ、この辺りの情報は、きくたけさんも知っていたりしますが（笑）。

プリム：え？　そうなんですか？

ジェイス：ゆーらさんがＧＭの『ヴァイス』シリーズと、俺がＧＭの『シュヴァルツ』シリーズは、連れん携けいしたシリーズだからね。根幹となる設定は相談して作ってるんだのだ。でも、シナリオの内容まではさすがに知らないけど（笑）。

プリム：そうだったんですか。な、なんだか、すっごく大きな話になってきましたね。びっくりです。

ハヤト：でも、いろいろと分かったことがあるよ。プリム姉ちゃんが〝薔薇の巫女〟の血を引いているってこと。それと、プリム姉ちゃんの家系が〝ヘッジホッグ〟のギルドマスターを代々継いでいることは、それとまったく無関係じゃないだろうってこと。

キュリア：両方とも血の繋がりですもんね。

プリム：あたしのうちにそんな秘密が……。

ＧＭ：呆ぼう然ぜんとするプリムに、ウィガールは最後の言葉を告げる。




「さぁ、〝薔薇の巫女〟の血を受け継ぐ者よ。行くがよい。そして、己の運命と向き合い、真実を見極めるのだ」




　こうして、プリムたちは、ファリアスの地下神殿をあとにした。

　地上へと戻ると、すでに空は夜と朝の狭はざ間まを彩いろどる、濃のう紺こんと緋ひ色いろのグラデーションで覆おおわれていた。東の地平から昇ろうとしている太陽が、彼らを出迎えてくれる。

　そんな美しい風景を眺ながめながら、プリムはウィガールの残した言葉の意味を考えていた。







◆Ending02◆キュリアの報告と……




「そうですか。プリムさんが〝薔薇の巫女〟……」




　キュリアから〝廃都〟ファリアスの隠された神殿の報告を聞いたソーンダイクは、感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。




ＧＭ：ここからは各ＰＣ個別のエンディングのシーンとなる。最初はキュリアだ。

キュリア：はーい。わたしは神殿に戻って、今回のことを報告します。

ＧＭ：そうなると、場所は神官長ソーンダイクの執しつ務む室しつだね。彼はキュリアが話す内容を黙だまって最後まで聞いている。どこまで言います？

キュリア：それが問題です（笑）。

ジェイス：とりあえず、全部話しちゃってもいいんじゃないかな。『セカンドウィンド』の経けい緯いからすると、神官長のソーンダイクは信用できる人物かと。

キュリア：じゃあ、全部話しちゃいます。隠かくしていてもばれちゃいそうだし（笑）。

ＧＭ：まぁ、ソーンダイクは、ウィガールがファリアスに封印されていたことを知っている人物だしね。

キュリア：そういえば、その情報はソーンダイクさんからもらったんでした（笑）。

ＧＭ：では、ソーンダイクは報告を聞き終わったあと、キュリアにねぎらいの言葉を掛かける。「本当にお疲れさまでした。だいたいのことは把は握あくしました」

キュリア：それで、神殿に手に入れたウィガールはどうしましょう？

ＧＭ：「それは難しいところです。規定によれば、冒ぼう険けんで手に入れた依い頼らいの品以外は、すべて冒険者の物となるのですが、〝薔薇の武具〟は神殿で封印していたアイテムですからね」

キュリア：う～ん。

ＧＭ：「もっとも、ゾハールは存在しませんし、マジックアイテム単体の能力としては、それほど強力な物ではありませんから、とりあえずは規定どおりで処理しておきましょう」

キュリア：分かりました。じゃあ、そのことはプリムちゃんに伝えておきます。

ＧＭ：「よろしくお願いいたします。──しかし、プリミラさんが〝薔薇の巫女〟の血筋を引いていたというのは意外でした」

キュリア：はい。プリムちゃんも知らなかったみたいですし……。

ＧＭ：「しかし、これでアメリアさんの行動の目的が〝薔薇の武具〟であることがはっきりしました。アメリアさんも〝薔薇の巫女〟の血を引いているのですからね」

キュリア：でも、なんでアメリアさんは〝薔薇の武具〟を手に入れようとしていたんでしょうか？

ＧＭ：「それはアメリアさん本人に訊いてみないことには……」

キュリア：アメリアさんに訊いてみないことには、と言っても、今彼女は行方不明じゃないですか。どうやって……え？　もしかして……。

ＧＭ：「はい。捜そう索さくをお願いした冒険者から連れん絡らくがありまして、アメリアさんらしき人物をヴェンガルド川の近くで見かけたと報告がありました」

キュリア：本当ですかっ！

プリム：お姉ちゃん、無事だったんですね。よかった……。

ＧＭ：「まだ、本人と確認が取れたわけではないですけど、十中八九間ま違ちがいないとのことです。引き続き捜索はお願いしているので、じきに見つかると思います」

キュリア：じゃあ、さっそくプリムちゃんに知らせてきます！　それでは失礼します。




　慌あわただしい様子で執務室を飛び出していくキュリアを、笑顔で見送るソーンダイク。

　だが、キュリアが部屋を出てすぐ、その表情は厳しいものとなる。椅子に深く腰掛けると大きなため息をついたソーンダイクは、ひとりつぶやいた。




「力を失ったはずの〝薔薇の武具〟がなぜ……。いったい、これからなにが起きようとしているのでしょうか」







◆Ending03◆〝薔薇の武具〟を狙ねらうもの




　冒険を終え、グランフェルデン大神殿へと戻ってきたジェイス・ロウ。

　神殿内の自室へと戻ろうとしている彼に、声を掛けてくる男がひとり。

〝聖都〟ディアスロンドから派遣された神官ギルバートだった。




ＧＭ：では、次はジェイスのエンディングだ。「いやぁ～、お疲れさまでした」ジェイスは再び廊下でギルバートから声を掛けられてる。

ジェイス：またお前か……。

ＧＭ：「そんな言い方しなくてもいいじゃないですか。ジェイスさんもつれないですね～」だが、いつもと同じように笑顔を見せているギルバートからは、本気でそう思っているのかどうか分からない。「それで〝薔薇の武具〟の方いかがでしたか？」

ジェイス：ん？　あ、そういえばこいつから依頼を受けていたんだっけ（笑）。

ＧＭ：「そ、そんな～、忘れないでくださいよ～。しかし、誰だれひとり欠けることなく、あの〝廃都〟から戻ってくるとは！　これも、ジェイスさんの指し導どうの賜たま物ものじゃないですか？」

ジェイス：キミ、分かっているじゃないか（一同笑）。

ＧＭ：「いや～、本当にすごい！　それに〝薔薇の武具〟のひとつウィガールまで持ち帰ったというじゃないですか」

ジェイス：いやいや、別に大したことではない。それに私の力ではない。キュリアくんやハヤトくん、そしてプリミラくんのおかげだ。

ＧＭ：「またまた、ご謙けん遜そんを。で、ジェイスさんが見つけた〝薔薇の武具〟についてお訊ききしたいんですが……」

ジェイス：まぁ、依頼を受けているから仕方ないな。ファリアスの地下にあった神殿での出来事を話すぞ。どこまで話すか……といっても、キュリアくんがソーンダイクに全部話しているからな。特に隠す必要もないか。

ＧＭ：神殿で起きたことをすべて話すでＯＫ？

ジェイス：ＯＫ！

ＧＭ：それでは、うんうんとうなずきながら、ギルバートはジェイスの報告を聞いている。そしてジェイスがすべてを話し終わったあと、彼はこう訊いてくる。「では、プリミラさんの手に〝薔薇の刻印〟が現われたというわけですね？」

ジェイス：ん？　そこが重要なのか？

ＧＭ：「いやいや、確認したまでのことです。気にしないでください」

ジェイス：気にするわっ！（一同笑）

ＧＭ：「まぁ、そんなことよりも、これからもぜひ、この調子で〝薔薇の武具〟の探たん索さくをお願いしますよ」

ジェイス：ん？　お前が〝薔薇の武具〟を集めているわけじゃないのか？

ＧＭ：「いえいえ、私が依頼しているのは〝薔薇の武具〟の探索ですから。それぞれがどのような状じよう況きようにあって、誰が持っているのか……。それさえ分かればいいんですよ」

ハヤト：……怪しい。こいつ絶対に怪しい（笑）。

ジェイス：確かにそうだな。ギルバートくん、キミは私になにか隠してないかね？

ＧＭ：「いえいえ、なにも隠してはいませんよ。私は〝聖都〟の命令で〝薔薇の武具〟の調査をしているだけですから」

ジェイス：〝聖都〟の命令か……。

ＧＭ：「それよりもジェイスさんたちこそ気をつけてくだい。旧〝ヘッジホッグ〟を襲撃した連中の正体もまだ判はん明めいしていませんからね」

ジェイス：……ああ、そうだったな。気をつけよう。




「では、これで失礼します。次の朗報をお待ちしています」




　ギルバートは深々と頭を下げ、去っていった。







◆Ending04◆大だい首しゆ領りようへの報告




　ネオ・ダイナストカバル・グランフェルデン支し部ぶは沸わいていた。

　ハヤトことハサミカメレオンが、〝薔薇の武具〟に関わる情報を持ち帰ったのだ。

　支部創そう設せつ以来の大おお手て柄がらである。




ＧＭ：次はハヤトのエンディングだ。場所はもちろんネオ・ダイナストカバルのグランフェルデン支部（笑）。

ハヤト：じゃあ、大首領の像ぞうの前で報告しているよ。オレ、〝薔薇の武具〟と〝薔薇の刻印〟を見つけちゃったぜ！

ジェイス：くっ！　ネオ・ダイナストカバルにこの情報が漏れるとは……。

プリム：しょうがないです。誰もハヤトくんの正体知らないですから（笑）。

ジェイス：そうなんだよな。私なんか、ハヤトのことを［信頼］してるし。でもまぁ、ネオ・ダイナストカバルならばれても安心だろう。どうせ大した影えい響きようはない。

ハヤト：オレも、そう思って報告したんだ（笑）。

プリム：そっか～。そのとおりですね。

キュリア：納なつ得とくされちゃった（笑）。

ＧＭ：しかし、〝薔薇の武具〟発見の報告がなされ、ファウスタ教きよう授じゆも、ハヤトの先せん輩ぱいであるマグロオオカミも盛もり上あがっている。

ハヤト：やりましたよ、教授！　ハサミとカメレオンの組み合わせに間ま違ちがいはなかったっす！（一同笑）

キュリア：そこ？　嬉うれしいのそこ!?（笑）

ＧＭ：「よくやった、ハサミカメレオン！」大首領の像から声が響ひびいています。ファウスタ教授も、大変喜んでいます。支部創設以来の快かい挙きよですからね。

ジェイス：それが快挙なのか。どんだけしょぼいんだ（笑）。

ＧＭ：確かに、これまでの功こう績せきはしょぼいものばかりだが、〝薔薇の武具〟の発見はネオ・ダイナストカバル全体を見ても大きなものだというこうだ。

ハヤト：逆ぎやくにこんなにすごいことだったんだって、オレ感心してる。というよりも、〝薔薇の武具〟がどれだけのものかよく分かってないだけだけど（一同笑）。




「ハサミカメレオンよ、〝薔薇の武具〟はまだ残されている。引き続き、〝ヘッジホッグ〟に潜せん伏ぷくして調べるのだ」




　喜びに沸く支部に、大首領の声が響いた。







◆Ending05◆予兆




　初めての冒険を終えて、家路についたプリム。

　冒険の話をセシリーにしてあげたいし、なによりもアメリアの無事を伝えたい。

　プリムはうきうきとした気持ちで、セシリーに帰宅を告げた。




ＧＭ：最後はプリムのエンディングとなる。

プリム：はーい。おうちに帰っているんですか？

ＧＭ：そうです。冒険を終えたプリムは無事に自分の家へと帰ってきた。もちろん、セシリーが出で迎むかえてくれる。

プリム：あ、キュリアさんからお姉ちゃんが無事だったことって、教えてもらってていいんですか？

ＧＭ：もちろん（笑）。

プリム：うん。それがセシリーに最初に伝えることですね。（扉を開けて）ただいま～！

ＧＭ：「おかえりなさい、プリムお姉ちゃん。冒険はどうだった？」

プリム：大変だったよ～！　それよりもセシリー、アメリアお姉ちゃん、無事だったって！

ＧＭ：「……え？　本当？　アメリアお姉ちゃん、本当に無事だったの？」両手を口に当て、驚きを隠せないセシリー。

プリム：うん。キュリアさんが教えてくれたの。今、ほかの冒険者さんたちが捜さがしていてくれてるんだって。う～ん、あたしも捜しに行きたいなぁ～。

ＧＭ：「プリムお姉ちゃん、今冒険から帰ってきたばかりじゃない。確かに、わたしもアメリアお姉ちゃんのことが気になるけど……」

プリム：あ、あははは。そうだよね。

ＧＭ：「じゃあ、とりあえずお夕飯にしよ。プリムお姉ちゃんから、冒険の話も聞きたいし」

プリム：じゃあ、ご飯を食べながら、話をします！　延えん々えんと！（笑）




　いつもは、セシリーのように姉アメリアの話を聞いていた立場だった。




プリム：それでね。キュリアさんが枯れ木を踏んでて、スケルトンに追いかけられたり……。

ＧＭ：「えぇ───っ!?」




　しかし、今回は違う。自分が冒険の話をし、セシリーが目を輝かせてその話を聞いてる。




プリム：あとはお爺さんとカードバトルしたんだけど、お姉ちゃんが一番に勝ったんだよ。

ＧＭ：「プリムお姉ちゃん、すごい！」




　プリムの話を聞いたセシリーは、時には怖がり、時には我わがことのように喜んだ。




プリム：「……本当に冒険者になれてよかった。これからもがんばるからね！」

ＧＭ：「うん！」プリムのその言葉にセシリーは大きくうなずく。




　姉妹の楽しそうな一時。だが──。




ＧＭ：「じゃあ、お姉ちゃんは休んでいて。冒険者で疲つかれているでしょ？」セシリーは立ち上がって、食器を片づけるために台所へと向かう。そして、しばらく食器を洗あらう音がしていたのだが、ふいにパリンと皿が割われる音が台所から聞こえてくる。

プリム：セシリー……？　慌てて駆かけ寄ります！

ＧＭ：すると、セシリーは手を押おさえて、うずくまっている。床には先ほどセシリーが落としたであろう皿の破片が散らばっている。

プリム：セシリー!?　どうしたの!?

ＧＭ：「う、うう……」とうずくまるセシリー。と、プリムの目に飛び込んでくるものがある。それはセシリーの左手の甲に浮かんだ淡く光る紋様。

プリム：え？　それって……。

ＧＭ：そう！　プリムの左手の甲にあるものと同じ〝白い薔薇の刻印〟。それがセシリーの手の甲にも浮かび上がっていた。

一同：な、なんだってー!?

プリム：えーっ、セシリーにも!?

ジェイス：セシリーくんにまで〝薔薇の刻印〟だと！

プリム：あ、あたしたち……どうなっちゃうんですか？




　妹セシリーにも浮かんだ〝白い薔薇の刻印〟。

〝薔薇の武具〟を巡めぐって、なにかが動き始めている。

　白き刻印がもたらすのは、幸か不幸か？

　それとも──。





アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス

みっしょん１「初めての冒険に出たけれど」

─ＦＩＮ─
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あとがき




　お待たせいたしましたっ！

『セカンドウィンド』のあとがきで予告したとおり、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』の開かい幕まくです！

　巻かん頭とうの「はじめに」でも書いていますが、この『ヴァイス』シリーズはもう一本のリプレイシリーズである『シュヴァルツ』と併へい走そうしていくことになります。

　このふたつのシリーズがどのように関かかわり合いを持つことになるのかはまだ秘ひ密みつですが、おそらく読者のみなさんの予想をいい意味で裏うら切ぎることができるんじゃないか──と思っています（いひひ）。

　一一月発売予定の『シュヴァルツ』でも、まだその片へん鱗りんはお見せいたしませんので、第二巻かん以い降こうまでお待ちくださいませ。菊きく池ちとの悪わる巧だくみは現げん在ざい進行形です！

　あ、そうそう、今冬にエンターブレインより発売となる『アリアンロッド２Ｅ・ファンブック　フォアローゼス（仮）』もチェックしておくと、この二シリーズをより一いつ層そう楽しむことができます。

　こちらもよろしくお願いいたします（ペコペコ）。

　さて、それでは『ヴァイス』の話へと戻もどりましょう。

　今回の目玉はといえば、リプレイ初参加となる上村彩子うえむら・あやこさんです。

　上村さんは何回かＴＲＰＧをプレイした経けい験けんもあってか、ライフパスやシナリオハンドアウトの設せつ定ていをいろいろと取とり込こんで、消極的でためらいがちな女の子──という設定を考えてくださいました。

　ところが、なにしろご本人が（『板いた倉くら小隊』をご覧らんになっていた方ならばお分かりかと思いますが）明めい朗ろう快かい活かつ、かつとても真しん摯しな方ですので、いざセッションではプリムは「即そく断だん即そつ決けつのためらい」「間かん髪はつ入いれず優ゆう柔じゆう不ふ断だん」という不思議なキャラクターとなりました。

　この辺りの初うい々ういしさが上村さんの魅み力りよくのひとつであり、ＴＲＰＧという自分で考えたキャラクターを演えんじることによるギャップの面おも白しろさではないでしょうか。

　このキャラクターの楽しさに加え、本ほん編ぺんを読んでいただければ分かるのですが上村さんのダイス目は派は手でで、ＧＭはもちろんほかのプレイヤーも出目に一いつ喜き一いち憂ゆうするというありさま。特に「みっしょん０」における上村さんの出目はかなりな神かみ懸がかりを見せています。

　この素そ質しつはとても貴き重ちようなものなので、上村さんにはこの路線をぜひ突つき進すすんでいって欲ほしいなぁ──と、個こ人じん的てきに思っております、はい（笑）。

　そして、もうひとりのゲストの小こ島じまめぐみさんは、何度も弊へい社しやのリプレイに参加していただいている声せい優ゆうさんなので、ご存ぞんじの方も多いかと思います。

　いきなりタコを使い魔まにするなど、ナチュラルな天然さは今回も発はつ揮きしていますが、事じ務む所しよの後こう輩はいである上村さんを優やさしくフォローしているところは、今まで上に立つことのあまりなかった（失礼）小島さんの新しい一面を見せてくれているのではないでしょうか。

　ただ、この仲のいいふたりが対立し、いがみ合うシーンもみてみたい──という、よからぬ企たくらみが心の中で鎌かま首くびを持ち上げていたりするのは秘密です（笑）。




　さて、それではそろそろシナリオのネタバレとまいりましょう。まだ本編をお読みになっていない方はすみやかにページを閉とじて、まずは本編をお読みくださいませ。




●みっしょん０「冒ぼう険けん者しやになりませんか？」

　第一巻は「みっしょん０」「みっしょん１」の二話構こう成せい（といっても「みっしょん０」のダンジョンは短めなので、実じつ質しつ一話半ですが）となっており、「みっしょん０」はＰＣ①のプリムが冒険者となるまでの話になっています。

　このＰＣが冒険者になる──というシチュエーションは前々からやってみたかったシナリオで、試験用のダンジョンはもちろん、座ざ学がくのシーンなども取り入れてみました。

　このふたつは、初めて『アリアンロッド』をプレイするプレイヤーがいる時には、チュートリアルとしても有ゆう効こうですのでぜひ一度お試ためしください。

　キャンペーンの出だしということで、各キャラクターにいろいろと設定をつけたり、つけてもらったりしていますが、基き本ほん的てきにはダンジョンを攻こう略りやくするだけの話です。登場するエネミーも、すべてルールブックに記き載さいされているものだけを選びました。

　ただ、ひとりだけ高レベルのＰＣが参加しているというのは、今までにあまりないパターンでしょう（『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』では、これとは逆ぎやくにひとりだけレベル１でしたが）。

　このような編へん成せいの場合、高レベルのＰＣばかりが活かつ躍やくしてしまいかねないのですが、クラスごとに役やく割わりが分ぶん担たんされる『アリアンロッド』──特にダンジョンを舞ぶ台たいとする場合は、そこをあまり気にすることがなくプレイすることが可か能のうです。

　さらに本シナリオのように支し援えん型アコライトのレベルが高い場合、かなり強いエネミーを出してもＰＣたちは耐たえることができるので、緊きん迫ぱくした戦せん闘とうを楽しむこともできます。他にも高いレベルのＰＣがふたりいる場合はパーティーをふたつに分けるという方法がありますし（強い同士でも、強いＰＣを分けてもＯＫ）、強いＰＣひとりと他のＰＣたちが戦うはめになるという展てん開かいも燃もえません？

　このレベルが異ことなるＰＣ同士で遊ぶという部分については、ＴＲＰＧではあまりクローズアップされませんので、いろいろと考えてみると面白いでしょう。

　さらにＰＣのみなさんのおかげで、いろいろと設定が追加されました。上村さん考案の妹セシリーについては、ありがたく「みっしょん１」で利用させていただきました。やっぱり、家族ネタはシナリオソースとして使いやすいですよね？（笑）

　それはそれとして……。

　社長、怪かい人じんをやるならあらかじめ相談してください（泣）。




●みっしょん１「初めての冒険に出たけれど」

　晴れて冒険者となったプリムたち一行の最初の冒険です。

　なぜか季節外れのホラー風味（ホラーというよりはお化け屋や敷しき？）のシナリオです。いや、収しゆう録ろくした時は夏、まだ夏だったんですよ（言いわけモード）。

　で、こちらもダンジョンシナリオ。作りやすさということで館やかた物ものになっています。館物ダンジョンの使い勝手のよさについては、『セカンドウィンド』第一巻のあとがきでも述のべていますので、興きよう味みのある方はそちらも参照してくださいませ。

　そして、ついに出てきた〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟ウィガールと〝薔薇の刻こく印いん〟。

『ルージュ』シリーズの主人公ノエルの持つ刻印との関係は？　なぜ今また〝薔薇の武具〟が？　『ヴァイス』が白ならば『シュヴァルツ』は？　などといったクエスチョンが、読者のみなさまの頭の中を渦うず巻まいているかと思いますが、これらの秘密が明かされていくのは次じ巻かん以降ということになります。乞こう、ご期待！

　とゆーことで、そろそろ紙面が尽つきてまいりました。それではいつものようにここで謝しや辞じを述べさせていただきたいと思います。

　プレイヤーとして参加してくださった上村彩子さんと小島めぐみさん、素す晴ばらしいイラストを描えがいてくださったかぼちゃさん。これからしばらくのおつき合いとなりますが、よろしくお願いいたします。

　シナリオの相談や戦闘時のデータチェックなど『アリアンロッド』に関わっている社内スタッフ、富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編へん集しゆうの方々。今から謝あやまっておきます。きっといろいろとご面めん倒どうをおかけするかと思います。ごめんなさい。

　そして、この本を手にとってくださった読者の方々には格かく別べつな感かん謝しやを。第二巻以降もよろしくお願いいたします。

　さて、『２Ｅ』は『ヴァイス』＆『シュヴァルツ』より第二ステージとなります（実じつ際さいには『アイテムガイド』からということになるかも）。このふたつのリプレイシリーズ、そしてサプリメントなどを通じて、『アリアンロッド』の新しい遊び方をみなさまにお見せしていきます！　ご期待ください。





二〇一二年九月　久保田悠羅くぼた・ゆうら
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